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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「下劣な人間には、鉄てつ拳けんで礼儀と節度を教えて差し上げますわ。無料ですので、ご遠慮なさらずに」

　彼女の言葉に、理り刀とはグビリと息を吞のんだ。

　レゾン学院の校舎ビル前。

　群れ集つどった生徒たちのド真ん中に、まるでドーナツの穴のようにぽっかりとひろがった空間。その中央で、拳こぶしをキュッと握り締めた小柄な少女が、威風堂々と周囲を見回している。

　彼女の足もとには、気絶したふたりの生徒。そしてもうひとり、少女の小さな拳が放った強烈なボディアッパーにより、豪快に撃沈された私服のお兄さん。

　いったい、なにが起こっているんだ？

　春日かすが理刀は、あり得ない光景に目を見開いた。ヘタをすると小学生と間違われかねないほどちっこい女の子が、男を一撃で殴り倒すなんて……。

　ビシッと鋭角のサングラスをかけた少女は、背が低く、体も華きや奢しやで、手足も細くて、魔族特有の透明感と艶つやがありすぎる肌を持っていて……。

　髪は薄紫色。毛先が腰に届くほどの三つ編みを数十本つくっている。左耳を覆うほどの巻き貝は、可愛かわいい反面、滑こつ稽けいにも見えてしまう。

　違うところはたくさんある。ありすぎる。だが……、少女はキュート・フォンターナという魔界の公爵家令嬢に、とっっってもそっくりで。





一章　スイート襲来







　二〇分ほど時間を巻き戻し……。




　──月曜。

　今朝、毒どく舌ぜつ丸まるに見送られ、理り刀ととキュートは肩を並べてホテルを出た。

　時間は、八時を少し回ったところである。

　いつもの時間、いつもの歩調、いつもの街並み。

　当初、短期留学生として魔界からやってきたキュートは、およそ三週間前、能力者育成のために建てられたレゾン学院の正式な生徒となった。だから、学校がある日は毎日いっしょに登校している。

　ホテルから学校までのおよそ五分間が、朝のハッピータイムだ。

　キュートがまとうイチゴの香りが、毎朝必ずこちょこちょと鼻をくすぐってくる。

　これが……、堪たまらない。

　意味もなく、「ありがとう！」と叫びたくなってしまう。

　キュートの無邪気な笑顔が、毎朝必ず気持ちを和ませてくれる。

　これが……、心地いい。

　理り刀とも思わず、笑い返さずにはいられない。

　癒いやされているのにドキドキで、ゆったりとした気持ちになれるのに、どういうわけかすぐにソワソワしてしまい、自分でも自分の気持ちがよくわからなくなる。

　ひと言で表現するならば、「楽しい」になるのだが、愛らしいキュートと肩を並べて登校できるのだから、それは当たり前で……、もう少しちゃんと説明するならば、心地よい緊張感を胸に、なんだか宙を歩いているような状態になる、とでもいえばいいのだろうか。

「やっと引っ越し先が決まったの」

　ホテル前のロータリーを抜けるとすぐ、キュートが口を開いた。

「決まった？　どこに？」

「ふふ、学校が終わったら招待してあげる」

　キュートの笑みは、どんなときでも格別だ。

　彼女は、人間界にきてからずっとホテル暮らしである。しかも、「高級」「一流」「五つ星」といくつもの形容詞がつくようなホテルをまるごとひとつ借り切っている。

　引っ越し先も、豪華なところに違いない。学校の近くかも。そういえば最近、駅の近くに高級マンションが建ったっけ。

　などと思いを巡らせているところへ、

「春日かすがさん、キュートさん、おはようございま～す！」

　元気な声が聞こえてきた。

　見ると、通りのむこうから百もも香かが横断歩道を渡ってくる。小学五年生の無邪気さ全開で、ブンブンと手を振りながら。すぐ後ろを歩いているのは姉の黒くろ媛ひめで、その横に巴ともえもいる。

　いつもの時間。いつもの仲間。いつもの笑顔。

　これで、朝の登校メンバーが勢せい揃ぞろいだ。

「おはよう」

　黒媛が、爽さわやかな笑みとともに声をかけてきた。制服の胸元がとてもきつそうな彼女だが、表情や口調にはいつもたっぷりとした余裕が感じられる。

「「おはよう」」

　理刀とキュートも、同時に挨あい拶さつを返す。

「……おはよぅ」

　小さな声ではあるものの、巴もちゃんとこたえてくれる。サラサラと流れた髪から覗のぞく無数のピアス、胸元には数本のネックレス、そして、十指すべてにつけた指輪が、朝の光を楽しげに弾はじいている。

　五人で固まるように、レゾン学院の校舎ビルへむかう生徒たちの流れに入った。

　亜あ威い黒媛は、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の異名を持つ【時の統治者タイムルーラー】である。彼女は、鏡に映った範囲限定で時間をとめることのできるダイヤ第一級の能力者だ。

｛謎エニグマ｝の異名を持つエメラルド第二級の【死霊使いネクロマンサー】美み々み津つ巴は、死霊たちを自在に操ることのできる、レゾン学院でもトップクラスの生徒である。能力使用時の媒体は、白金プラチナだ。

　そしてもうひとり。

　異名はまだないが、キュートは魔界の公爵家令嬢であり幻術を最も得意とする生粋の魔界人である。

　この三人が歩けば、いやでも周りの目が集まってくる。まだ適用媒体を見つけていない百もも香かも、普通科生徒が憧あこがれているパール第三級のスターライトだ。

　そんな目立ちまくりの少女たちに交ざっているキュートは、レゾン学院に籍を置くことになってまだ日が浅い。が、その知名度は瞬く間にひろがっていき、いまではもう｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝や｛謎エニグマ｝と並び称されるまでになっている。

　いつも黒くろ媛ひめや巴ともえといっしょに登校している、というのも普通科の生徒たちに覚えてもらえた理由のひとつではあるのだが、それにプラスして、彼女の外見も人の記憶に残る大きな要因のひとつとなっている。

　ツインテールにした銀髪と透き通った肌は驚くほどの艶つやを放ち、小柄で華きや奢しやで守ってあげたくなるような幼さは、見た者の脳内に鮮明な映像きおくとして焼きついてしまうに十分な可か憐れんさを持っている。

　とにかく、キュートは可愛かわいい。

　理り刀との頭にはすでに、彼女の笑顔が色濃く刻まれているから、それだけは断言できる。

　断言できるから、周りの視線が痛くもあるのだが……。

　キュートをはじめ、黒媛、巴、百香という視線を集めまくってしまう少女たちに囲まれ、理り刀とはチクチクと刺さってくる嫉しつ妬と光線を懸命にシャットアウトしつつ、歩き続ける。恥ずかしいような、ちょっとだけ怖いような。なかなか慣れることのできない感覚だ。












　周囲の反応などまるで眼中にないかのように、キュートも、黒くろ媛ひめも、百もも香かも歩みをとめない。巴ともえだけがうつむいたまま、黒媛の長い黒髪に顔を隠すようにして、歩幅の狭い歩き方で進んでいる。

　毎朝、普通科生徒の興味と羨せん望ぼうと嫉妬の入り交じった目を大量に引きずりながら、理刀たちは学院ビルへ入っていく。

　視線にむず痒がゆさを覚えながらも、登校時間の甘みを嚙かみ締しめる理刀である。しかし、それももうすぐ終わりを迎える。

　スターライトたちがむかうのは、能力開発学科ペンタグラムの専用エレベーターが設置されている北区画なのだが……、が……、理刀はここまで。

　普通科の生徒は、ペンタグラムが入ったフロアには立入禁止なのだ。

「それじゃ……ね、理刀」

　キュートが、理刀の右みぎ肘ひじを撫なでるように触ったあと、黒媛たちと歩いていく。瞳ひとみがちょっとだけ寂しげなのは、理刀の思い過ごしだろうか。

「じゃあな、春日かすが」

「春日さん、それでは！」

　亜あ威い姉妹のダブルスマイル。

　スッと胸元に右手をあげた巴が、表情を変えないまま指先をふよふよと振っている。

　スターライトたちにこたえ、理刀も手を振った。そしてそのまましばらく、離れていく彼女たちの背を見送る。

　毎朝、この時間がつらい。

　せっかく、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を持っていることがわかったのに。

　スターライトになれないなんて……。

　ペンタグラムで学べないなんて……。

　キュートや、黒媛や、巴と同じ教室に入れないなんて……。

　理刀は、細いため息をついた。これもこの頃ごろ、朝の習慣になっている。

　でもでも、と落ち込みそうになる気持ちを振り払うように首を振る。拳こぶしを握る。

　レゾン学院に入り、能力を得るためにいろいろと努力を積み重ねてきた。手にした力で人助けをするのが、幼い頃からの夢だったからだ。

　理刀の父親は普通の人間だが、母親はダイヤ第一級の【精霊使いエレメンタラー】である。ふたりとも、国の機関である緊急対処センターで働いている。

　自分も、いつか両親のように人助けがしたい。できることなら、能力を使って。ずっと、その想おもいを胸に抱いてきた。

　だからこそ、足がもつれるまで走ったり、吐くまで食べたり、頭痛がするほど滝にうたれたり、声が嗄かれるまで海にむかって叫んだり、大好きなチキンカレーやバナナ・オレやポテトチップスを断ったり、断食してみたり、その他ほか、様々なことにチャレンジしてみた。

　夢を叶かなえたいからこそ、バカバカしいことやつらいことに正面からむき合えた。耐えることもできた。

　どれもこれも、まったく見当外れの努力だったけど……。

　だがしかし、無駄になったとは思っていない。なによりも体力がついたし、この方法では成功しない、という発見ができた。

　夢をつかむため、いつも前むきな自分でいようと決めている。

　これからは、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』でどのように人助けをするのか？　課題はハッキリとしている。目標は、ずっと昔から心に持っているから。

　とにかく、前むき前むき前むき！

　ポジティブポジティブポジティブシンキング！

　これでいくしかない。

　いや、本当は寂しいけど。




　スターライト組を見送ったあと、理り刀とは普通科専用のエレベーターへむかった。前むきに！　とそう考えるものの、正直足が重い。気も重い。

「おい、こっちだ！」

　不意に、そんな声が聞こえてきた。軽い調子の中にも、緊迫感が漂っている。

「？」

　ビルの一階フロアを見回し、声の方向を探す。

「フォンターナさんが暴れてるって？」

「めちゃくちゃ強つえぇってよ」

「だれか怒らせたのか!?」

　数人の生徒たちが、ビルの入口へ走っていく。

　フォンターナ？　暴れてる？

　キュートは、つい先ほど黒くろ媛ひめたちとビルの北区画のほうへいったばかりで……。

　理刀は、走っていく生徒たちを目で追った。

　校舎ビルのすぐ前に、人だかりができている。彼らがなにを見て騒いでいるのか、理刀の位置からは確かめることができない。

　理刀は小走りに人垣へ近づき、少々強引に人を搔かき分け、生徒たちの先頭に出た。

　そこで見た。

「え？」

　もう一度、しっかりと見た。

　男子生徒がふたり、地面に倒れている。ピクリとも動かないから、寝ているのか気絶しているのか……、とそんなことよりも、彼らのそばに立っている少女は……。

　キュート？

　病的なまでに透き通った肌は魔族のそれであり、小柄で華きや奢しやで小学生的な幼い体つきは、彼女にそっくりだ。

　でも身につけている服は、スカート丈が短いグリーンのワンピースで、先ほどまで着ていたレゾン学院の制服ではない。頭にも、もふっとしたマッシュルームのようなエンジ色の帽子をかぶっている。細い足に合わせているのは、帽子と同色のニーソックスだ。

　そして、決定的に違うところが一カ所。

　毛先が腰に届くほどの髪を、十数本の三つ編みにしている。色だってうすい紫だ。そしてなによりも、左耳を覆うほどの巻き貝が特徴的、というか変である。

　それでも、キュートに似ていた。

　フレームが鋭く切れ上がったサングラスをかけているため、キュート・フォンターナという少女を遠目にしか見たことがない人には、きっと見分けがつかないだろう。鼻の高さも、唇の色合いも、アゴの線さえも、キュートとほとんど違わないのだから。

「フォンターナさんって、あんなに強かったのかよ？　ガチであんなスゲェなら、魔法使ったらどうなんだ？」

「アレって、格闘技っていうの？　あたしぃ、よくわかんなぁい」

「魔族って、みんなああなのかな？」

　理り刀との後ろのほうから、そんな声が聞こえてくる。

　この場のほとんどの連中が、キュート似の少女のことをキュート本人だと思っていることだろう。

　声が聞こえたらしく、少女が理刀に顔をむけてきた。サングラスをかけているため視線がどこを射ているのかわからない。それがちょっと怖い。唇を強こわ張ばらせているようだから、もしかしたら怒っているのかもしれない。

　少女が、なにか言葉を発しようと息を吸い込んだ。そのとき、

「キュートさん、いつも応援してますっ！　サイン下さい！」

　白いＴシャツを着た、明らかにレゾン学院の学生ではない男が、理刀のすぐ近くから飛び出した。息を荒くして、手に持った色紙とペンを差し出すような格好で、少女に駆け寄っていく。二十代前半くらいだろうか？

　少女のサングラスが、キラン、と凍えてしまいそうな光を放った、ような気がした。

　直後……、ゴスゥゥゥゥゥゥゥ、と低く重く鈍く、そして痛々しい音のあと、Ｔシャツのお兄さんが地面にくずおれた。

　理刀は言葉を失った。

　お兄さん……泡吹いてるし、ピクピクしてるし、目は半開きだし。

　予測不能のボディアッパー。

　キュート似の少女が、お兄さんが目の前で立ちどまるや否や、彼のたるんだ腹に拳こぶしを叩たたき込こんだのだ。

「スゲェなおい、三人目の犠牲者だぜ。痛そう……」

「あの角度、肝臓レバー破裂いったね、テンカウント間違いナシだこりゃ」

「ガード甘いんだよ」

「あいつバカか？　そもそもあいつだれ？」

「フォンターナさんのファンだろ？」

　生徒たちが、ボディアッパーで沈んだまま浮かび上がってこないお兄さんへ、哀れみと蔑さげすみの言葉を投げつける。

　スターライトには全員、学院の内外を問わず固定ファンがついている。｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の黒くろ媛ひめや｛謎エニグマ｝の巴ともえには、結構大きなファンクラブもあると聞く。

　本人たちの知らないところでは、隠し撮り写真やグッズが売り買いされているとかいないとか……。

　ボディアッパーで撃沈されたお兄さんも、キュートファンのひとりだったのだろう。

　可哀かわい想そうに……。

　そんな彼をぶっ飛ばした少女はおそらく、キュートの姉だ。末の妹と似ているのは外見だけで、中身はまったく別物のようである。

　キュート・フォンターナは、いろいろ不器用で、魔族のくせに魔法が苦手で、でもとんでもなく可愛かわいくて、笑顔が素敵で、いっしょにいるとほんわかと……。

「下劣な人間には、鉄てつ拳けんで礼儀と節度を教えて差し上げますわ。無料ですので、ご遠慮なさらずに」

　涼しげな声に、理り刀とは目の前の少女に意識を戻した。

　足もとに倒れたお兄さんへ顔をむけ、やれやれといった調子で彼女が言葉を続ける。

「わたくしをキュートと間違えるなんて、失礼にもほどがありますわね」

　末すえっ娘こと間違えられたから、ボディアッパーを叩たたき込こんだと？　なんと乱暴な。

「キュ、キュ、キュートさぁぁん！　キ、キ、キミの荒々しさでぇ、ボ、ボクの苦しみを癒いやしてくれぇぇぇぇぇ！」

　とうとつに、理刀の右手に位置する人垣から、シャツのボタンが弾はじけ飛びそうなほど肥え太った男が飛び出してきた。まるで質の悪い風船だ。そのまま、少女に襲いかかっていく。今度のヤツは、先ほどのお兄さんよりひと回りデカイ。

「お黙りなさいっ！」

　しかし少女は、体重及び身長差などものともせず、風船男の顔面にジャンピングブーメランフックを叩き込んだ。しかもカウンターである。

　風をつかんだスカートがふうわりと膨らみ、そこから伸びた白い太ももとエンジ色のニーソックスに、理刀は思わず唾つばを吞のみ込こんだ。

　ビジュアル的には申し分ナシ！　なのだが、やってることはとんでもなく暴力的だ。

　ブヨヨ～ンと音はしなかったが、気持ちがいいほどの派手さで、風船男が地面に倒れ込む。四人目の犠牲者誕生の瞬間だった。

　理刀を含め見ている連中は、おおぉっと驚きの声をあげることしかできない。

「礼儀と節度を教える、という以前の問題ですわね。必要なのは躾しつけ……いいえ、もはや調教かしら？」

　少女が投げ捨てた言葉に、理り刀とは違う意味でまた唾つばを吞のんだ。




　ペンタグラムの専用エレベーターホールに立ち、階数表示盤の数字がゆっくりと小さくなっていくのを眺めながら、キュートは毎朝同じことを考える。

　ホテルからレゾン学院までの通学時間は、たとえ短くとも出す一歩が新鮮で、進む一歩が楽しくて、跳ねる一歩に発見がある。

　理刀が隣を歩いてくれるからだ。

　途中で、黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かとも合流できるし。

　文句のつけようがない時間である。

　だけど、校舎ビルに入ってからは……。

　理刀は独りで普通科へ。

　自分は仲間とペンタグラムへ。

　背をむけ合い、互いに違う方向へ歩き出し、その後、放課後まではほとんどの時間をビルの上と下、別々の教室で過ごさなければならない。

　理刀は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』という魔界でも稀き少しよう極まりない能力の持ち主である。

　すべての魔力を消し去ってしまうという能力だから、ニッポン国にとっては貴重な存在のはずだ。

　はずなのに……。

　理刀はいまだ、普通科で授業を受けている。

　黒媛に頼んで、ペンタグラムの教務へ春日かすが理刀の存在を伝えてもらった。

　それなのに……。

　一〇日もの時間を費やした結果、学校側が出してきたこたえは、「はぁ？」と気の抜けるようなものだった。

「現状維持」だという。

　なぜ？

『混沌とした実在』の資料がないから、それをもとにした検討ができないため。

『混沌とした実在』の能力者を教えることができる専門の人間がいないため。

『混沌とした実在』の能力者を育てる教育課程カリキユラムがつくられていないため。

　いろいろ言っていた。

　要するに、未知なるモノから逃げているのだ。魔力を消し去る能力者を懐へ入れることで、下へ手たに魔界側を刺激したくないのかもしれない。

「大丈夫。春日はきっとスターライトになれるさ」

　突然、黒媛がポンッ、とキュートの肩を叩たたいてきた。

「え？」

　すぐに百もも香かが、姉の言葉を継ぐ。

「そうですよぉ、春日かすがさんはなんといっても『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だし、しかも百香の命の恩人なんですから！　黒姉様の言う通り、バッチリ大丈夫ですよ！」

「そうね」

　巴ともえが、ぽそりと言葉を添える。

「？」

　キュートは、そんな彼女たちを見回し、パチパチとまばたきを繰り返す。

　どうして、理り刀とのことを考えていることがわかったのだろう。

　黒くろ媛ひめが、やさしげな笑みを浮かべた。

「表か情おを見れば、キュートがなにを考えているのかくらいわかる。言い換えれば、キュートは考えていることが顔に出るタイプ、ということになるな」

「春日さんとお別れした途端、キュートさんってば寂しそうな顔になっちゃってますよ。もちろん、百香も寂しいですけど」

　百香が、キュートの顔を覗のぞき込こんでくる。

　恐るべし、亜あ威い姉妹。

「根が素直なのね」

　巴も。

　見抜かれていた恥ずかしさと、気にしてもらっていた嬉うれしさに、キュートは頰ほおが熱くなるのを感じた。

「でも、春日の能力値はいまだ九九のままなんだろ？　不思議だな、どんな魔力も消してしまう能力なのに」

「ホント、不思議」と百香。

「……不思議ね」と巴。

　キュートも、うなずいて同意を示した。

　確かに不思議だが、すべての魔力を消すといっても、それは彼の体に触れた場合のみに限られている。たったそれだけの条件さえ満たせば、どんな系統の魔力をぶつけても、どんな術式を組み上げても、魔法で理刀を傷つけることはできない。

　そんな彼の攻撃力は、ゼロ。

　まさに動く｛中立地帯ニユートラル・ゾーン｝といえるだろう。

「春日をペンタグラムに迎えてもらえるよう、わたしたちも可能な限り学校に働きかけていくつもりだ」

　黒媛の言葉は、本当に心強い。

　でも……、とキュートは心の中で唇を嚙かむ。

　理刀がスターライトになるのは、いったいいつになるのか。

　このままずっと……、ということはないだろうけど……。

　チン、というエレベーターの到着音で、キュートは顔を上げた。いつの間にか、磨き上げられた床に視線を落としていたようだ。

　黒くろ媛ひめたちの心配そうな視線が、自分に注がれている。

　それに気づいたのとほぼ同時に、

「あれ？　フォンターナさん……なんで？」

　エレベーターから降りてきた男子生徒が、きょとんとした顔でキュートに話しかけてきた。彼が自分の右耳に押し当てているのは、ケータイである。だれかと通話中のようだ。このエレベーターから降りてきたということは、スターライトなのだろう。でもキュートはまだ、スターライト全員の顔と名前を覚えていない。

「？」

「おい、フォンターナさんはここにいるぞ……どこ？　って、一階だよ。一階のエレベーター降りたところ。ちょっと待て、だったらだれだよそいつ……え、わかんない？」

「だれと話しているんだ？」

　黒媛が問うとすぐ、その男子生徒は素早くケータイを閉じ、ズボンのポケットに押し込んだ。そして姿勢を正し、

「あ、亜あ威いさん……。なんか、正面入口前で、フォンターナさんが暴れてるって……」




　キュート似の少女が、顔の左側につけた巻き貝を押さえ、なにやら小声でぶつぶつとしゃべり始めた。

　自らをキュートと間違えた相手を問答無用で殴り倒し、しかも、独り言をつぶやく。もしかしたら、ちょっとばかり危険な方なのかもしれない。

　また、野次馬の中から飛び出しただれかが、キュート似の少女へ突進していく。

「キュートさん、キミはいつからそんな……」

　ゴスッ！

　キュートファンらしき私服のお兄さんが、腰の入った左フックにより、また新たな犠牲者となった。これで五人目だ。

　理り刀との周囲がまた、おおぉという驚嘆の声をあげる。

「どうやら、本当に調教が必要なようですわね」

　キュート似の少女が、おもむろに右手をあげた。ユラリ、と掌てのひらに卵大の炎が現れる。そしてひと呼吸後、その炎が縦横五倍ほどにも膨れ上がった。

　集まっていた全員が、驚きに後あと退ずさる。

　理刀は逆に、一歩前へ踏み出した。とめなければ、犠牲者が増える一方だ。特に、キュートファンクラブの人たちが……。

　でも、ちょっと怖いな。そう思いながらも、もう一歩踏み出した。

　キュート似の少女と、むかい合う。

「あなた……調教されるのがお好きなの？」

「えっと、キュートのお姉さん、ですよね？」

「あら、愚妹のことを御存じなのですか？」

　少女の手から、すぐに炎が消えた。いい感触だ。

「キュートなら、この建物の一二階に……」

「スイート！」

　理り刀との言葉は、裏返った声に遮られた。

　振り返ると、キュートが立っていた。黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かも、人垣を搔かき分けて姿を見せる。

　キュートが、理刀に気づいて表情をほころばせた。が、それも一瞬だけ。すぐに、細めた目を姉へむける。

　スターライトの中でもトップクラスのメンバーたちが集まってきたため、野次馬がざわめき始めるが、そんな雑音にはまるで関心を払わず、キュート似の少女、スイートが唇にうすい笑みを浮かべた。

「まあキュート、その制服、似合ってますわね。寸ずん胴どうのあなたにピッタリ」

「あ、あんただって似たようなもんでしょ！」

「相変わらず、違いのわからないお嬢ちゃまですわね」

「違いって……」

「わたくし、多少ながら成長しましたの」

「きゅ！」

　胸を反り返らせて「ふふん」と笑うスイートに対し、キュートがたじろぐように一歩だけ後あと退ずさった。

　だが、すぐに表情を引き締め、

「ふ、ふん、だ、だいたい、あんたなにしにきたのよ？」

「わたくしが人間界へきた理由を、知りたいのですか？」

「だから、そう訊きいてんの！」

「もちろん、理由があったからきたに決まってますわ。でも生憎あいにく、あなたのくだらない質問にこたえる口を持ち合わせていませんの」

「きゅーっ！　ここはあんたがくる場所じゃないでしょ！」

「どこへ足を運ぼうと、わたくしの勝手ですわ」

　あれ？　なんだか仲が悪そうな……。

　理刀、黒媛、巴、百香、そして周囲の野次馬たちが見守る中、スイートがどこからともなく「なに」かを取り出した。そして、それを右手に握りこんだまま、理刀とキュートへ歩み寄ってくる。

　キュートのすぐそばで立ちどまったスイートが、その「なに」かの中からテープのようなモノを引っ張り出した。よく見ると、巻き尺メジヤーである。

　周囲はみんな「？」顔だ。

　スイートが素早くキュートの脇わきに両手を差し込み、巻き尺を彼女の胸に巻きつけた。

「きゅ、ちょっとなにを……」

　すぐに嫌がるキュートから離れ、シュルシュルと巻き尺メジヤーの規身テープを戻しながら、スイートがゆっくりとした仕草でサングラスを外す。

　そしてひと言。

「ほぉ～らやっぱり、二センチ、わたくしの勝ちですわね」

　キュートとは違う、ちょっとばかりつり上がり気味の目、そしてキュートと同じ空色の瞳ひとみが、勝ち誇った光を放っていた。

「きゅ───っ！」




　その後、ひとしきり口こう撃げきを交わし合ったキュートとスイートだが、始業の予鈴が聞こえてくると、スイートのほうから身を引き、ふいっと姿を消してしまった。

「ふふん、お勉強がんばりなさい」

　と鼻を鳴らしながら。

　六六六番目の姉であるスイートは、誕生がほんの数時間、六六七番目のキュートより早かったのだという。

　だから姉、確かに姉、間違いなく姉、悔しいけど姉、でもでもでもぉぉぉ……、いっっっつも相手をバカにしたような態度が許せない！　とキュートは歯は嚙がみしていた。

　そして……。












　昼休み。

　ここ最近、この時間になるとキュートをはじめ、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かが、理り刀との教室へ集まってくる。

　ペンタグラムが入ったフロアは、普通科生徒の立ち入りが禁じられているため、スターライトたちのほうから、お弁当を持って理刀へ会いにきてくれるのだ。

　お陰で、理刀のクラスの食堂組が激減した。みんな、教室の中で弁当を食べている。家庭の事情で弁当を持ってこられない者でも、パンかコンビニ弁当を用意するようになった。

　スターライトと話したい。

　友達になりたい。

　同じ空間にいたい。

　せめて眺めていたい。

　教室はいま、そんな雰囲気に満ちている。

　だから、キュートたちといっしょに弁当をひろげている理刀には、羨せん望ぼうや嫉しつ妬との視線が豪雨のように降り注ぐのは当然で。

　朝の登校時間同様、それがちょっとばかり痛かったりもするのだが……。

　クラスメイトには、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』のことは伏せている。自慢げに言いふらすようなことでもないし、特殊な能力であるため、学校側がちゃんとした対応法を打ち出すまでは、一般の生徒と同じようにしていようと決めていた。

　そんな理刀がスターライトたちと仲よくなれた理由は、人間界に不慣れなキュートに、以前道案内をしてあげたことがあるから、ということにしている。

　理刀はいつものように空いた机をくっつけ、五人で座った。周りの席に、それとなくクラスメイトたちが集まってくる。

　理刀とキュートが並んで座り、対面に黒媛と巴。そして百香が、机の角に弁当箱を置き、小さな体を姉に寄り添わせている。

　みんなそれぞれ弁当を用意してきているが、理刀だけはコンビニ弁当である。だからいつも、オカズをもらう。「ちょうだい」と言わなくとも、みんな「魔界産よ、これ」「食べろ」「このピーマン、おいしいですよぉ」「……はい」といった感じで、ひょいひょいとトレイの中に入れてくれるのだ。

　やさしい友人たちばかりだから、毎回食べすぎで腹がパンパンになる理刀である。

　ありがとう、ベストフレンズ！

　今朝、そんなベストフレンズの前にキュートの姉、スイートが現れた。

「スイートさんは、《星影祭》を観みにきたんじゃないですか？」

　という百香の言葉により、話題は今週の日曜に迫った《星影祭》へ移っていった。

《星影祭》とは、年に一度スターライトたちが能力を披露し、その優劣を競う場のことである。政府関係者やマスコミからも注目されているため、学校側も毎年気合いを入れまくっている。

　個人参加が原則だが、ペアを組むことも許されており、発表方法は自由。制限時間は一〇分。

　しかも優勝者には、トロフィーと期間一ヶ月の学食フリーパス券がもらえるのだ。

　理り刀とは去年、観客席の後方で《星影祭》を楽しませてもらった。今年は、知り合いが出演するのだから、応援にも力が入る。横断幕くらいつくっていいかも。ハチマキやメガホンも用意すべきか。

　普通科の生徒たちにとって、《星影祭》はお祭り騒ぎなのだ。

　そういえば……、と理刀は黒くろ媛ひめへ目をむけた。

「亜あ威いさん、去年はどうして出なかったの？」

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝は、去年の《星影祭》に出場申し込みをしたものの、結局、舞台には立たなかった。

　あともうひとり。

「美み々み津つさんとペアだったんだろ？」

　ふたりがペアを組んで出場するはずだったことは、学院中が知っている。なのに、直前になって欠場したのだ。

　優勝候補ペアの姿が見られないと知った一部のファンが暴れ、会場が一時騒然となったのを覚えている。

　理刀は、黒媛と巴ともえへ交互に目をむけた。

　キュートも、ふたりへ目をむける。

　百もも香かはたぶん、理由を知っているのだろう。心配そうな目で、姉とその親友を見ている。

　もしかして、訊きかないほうがよかったのか？

　黒媛と巴が、チラリと視線を交わした。すぐに、巴の視線は机の上に落ち、黒媛の目だけが理刀にむけられる。

「まあ、いろいろあってな。今年も巴とペアで出るから応援よろしく」

　ウインクする黒媛の隣で、巴が下をむいたままこくんとうなずいた。そして、

「……がんばる」

　ぽそりと言葉をつけ加える。

「巴ちゃん、がんばろうね！」

　百香が、箸はしを握った拳こぶしを軽くあげた。

「ふ～ん、いろいろあって、か。もちろん応援するよ」

　その「いろいろ」に興味があるのだが、あまりしつこく訊かないほうがいいようだ。

　百香や巴の表情が、それを物語っている。だから理刀は、すぐに話題を移した。

「ところで……キュートは？」

　理刀はすぐに、横でふんふんと会話を聞いていたキュートへ顔をむけた。

　百香はまだ、媒体を見つけていないから能力を使うことができないが、キュートは違う。スターライトだし、魔族は出場しちゃダメだという規則なんてのもなかったはずだ。

「あたしは……あんまり興味ないし。黒くろ媛ひめたちを応援するほうに回ろうかしら」

　キュートが消極的な返事をした直後、

「あら、出場なさらないの？」

　理り刀との机に片手をのせた格好で、いきなりスイートが姿を現した。

　突然だったため、理刀は口に入れたばかりの焼肉を吞のみ込こんでしまった。

　黒媛や巴ともえが、目を見開いている。理刀と同じく食べ物を吞み込んでしまったのだろう、百もも香かが姉の腕にしがみついてケホケホと咳せき込こみ始めた。

　ついでに、周囲でスターライトたちの様子を窺うかがっていたクラスメイトたちにも、驚きの波がザワザワッとひろがった。

「な、なにしにきたのよ！」

　キュートの目が、瞬時に刺とげ々とげしくなる。

　そんな妹の視線を、ほんのちょっぴりお姉様のスイートが、ふふん、と鼻を鳴らしながら涼しい目で受けとめる。朝のようにサングラスをかけていないため、空色の瞳ひとみがとても澄んでいることがよくわかる。

　こうして近くからふたりを見比べてみると、すぐに違いがわかるのだが……、遠目だとやはり同一人物に間違われるだろう。大まかな体の線が、本当にそっくりである。

　着ているものが、キュートはレゾン学院の制服、スイートはマッシュルームのような帽子にワンピースと、ハッキリとした違いはあるものの、もし同じ服を着せ同じ髪型にすれば、それこそちょっと離れただけでも同じ人に見えるはずだ。バストが二センチ違ったところで、だれも気づくはずがない。

「姉が妹を訪ねてきてはいけませんの？」

「ここは教室よ」

「あなたの教室じゃありませんでしょ？」

「きゅーっ！　さっさと魔界に帰りなさいよ！」

「用がすめば帰りますわ。でも……面白そうな催しがあるようですから、もう少しこちらに滞在することに決めました」

「あんたには関係ないことでしょ！」

「あら、可愛かわいい妹が出場するのに、応援しないわけにはいきませんわ」

「出ないって言ってるの！」

「本当は……出場して人間に負けるのが怖いんじゃありません？」

「そ、そんなこと……」

「図星、のようですわね」

　スイートの瞳が、嗜し虐ぎやく的な色に染まる。キュートと同じ澄んだ空色ではあるものの、なぜか見る者に冷たさを感じさせる。

　ここで、黒媛が口を挟んだ。

「キュートが参加するしないはともかく、キミも出場してみたらどうだ？」

　その場にいた全員の目が、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝に集まる。

　すぐに百もも香かも口を開く。

「面白いかも。《星影祭》は、生徒の知り合いだったら参加オーケーなんですよ」

「ふぅん、そうなんですの？」

　スイートが、黒くろ媛ひめと百香へ関心と無関心が入り交じったような目をむける。

「ペアの場合、相方の人は能力者じゃなくてもいいんです。スターライトのアシスタントとか、理由がちゃんとしてれば」

「それでは、わたくしも参加させて頂こうかしら。ちゃんとした魔族代表として」

　チラッと、スイートが意味ありげな視線をキュートへ投げる。

「勝手に出ればいいでしょ」

　ふん、とキュートが横をむく。銀色のツインテールがふわりと揺れるが、なんだかいつもの艶つやとなめらかさが霞かすんでいるように見える。

「では、お言葉に甘えて出場させて頂こうかしら。ところで、あなた……」

　不意に、スイートが理り刀とへ顔をむけてきた。

「わたくしとペアを組みませんか？　スターライトの知人であれば、どなたにも参加資格があるんですよね？」

「へ？」

　予想外のご指名に、理刀は言葉を失った。自分は去年も、そして今年も、「観みる」側の人間だとばかり思っていたのに。

「どうして理刀とあんたが関係あんの!?　ひとりで出ればいいじゃない！」

　キュートが、椅い子すから立ち上がらんばかりの勢いで、スイートをにらみつける。

　それでもスイートは、涼しい顔だ。

「キュートは出場しないのでしょ？　関係ないのはあなたのほうじゃなくって？」

「う……」

　言葉に詰まったキュートを無視し、スイートが理刀に顔を近づけてきた。目と目の距離は、およそ二〇センチ。デンジャラスな間合いだ。

　なんの香りだろうか？　うすい紫の三つ編みから、ハチミツや砂糖菓子を連想させる香りが漂ってくる。

　そんな香りに鼻先を撫なでられたら……。

　心臓の鼓動が、バクバクと大きくなっていく。

「あなた、お名前は？」

「えっ……と、春日かすが、理刀」

「春日さん、どうでしょう？　すぐに決めなくても結構です。きょうの放課後にでもお返事を下さいな」

「スイート、あんたねえぇぇぇ……」

　キュートが、握った拳こぶしを胸の前に持ってくる。プルプルと震えるそれが、彼女の怒りの強さを表している。

「もしかして……妬やいてますの？」

「スイートっ！」

　キュートが音をたてて椅い子すから立ち上がったときにはもう、スイートの姿は消えていた。「それではまた……」という言葉と甘い香りを残して。




　昼休み終了の予鈴で、黒くろ媛ひめたちが席を立ち上がった。たったそれだけで、教室の雰囲気がガラリと変わった。

　緊迫感？　緊張感？　切迫感？　とにかく、何色なのかわからない空気が、ピ───ンと張り詰めるのだ。スターライトたちが動いただけで、みんなが息を吞のむ。話しかけたい、でも……、こっちを見て欲しい、お願い！　そんな思いが目に見えるようで、ちょっと怖い。

　そんな中、黒媛が理り刀との胸をポンと拳こぶしで突き、

「どうするつもりだ？」

　そうたずねてきた。

　スイートからの誘いを受けるか否か。

《星影祭》へ出場するか否か。

　さて……。

「う～ん、正直迷ってる」

「そうか。迷うのはいいが、自分の周りに気を配ることも忘れるなよ」

「え？」

「それじゃな」

　微笑ほほえんだあと、黒媛はさっとロングの黒髪を翻し、教室のドアへむかって歩き出した。

「お邪魔しましたぁ」と元気いっぱいの百もも香か。

「………」と目顔でうなずくだけの巴ともえ。

　彼女たちも、黒媛の背についていく。

　周りに気を配る？

　周りには……。

　すぐ横で、キュートがこちらを見上げていた。視線が交わる。

　真剣な表情。

　少し怒っているようにも見える。

　近くで見ると、本当にドキリとするほど肌が透き通っている。髪は混じり気のない銀色で、瞳ひとみの空色は清すが々すがしくて……、あんまりすべてが澄みきっているから、一瞬、息をすることも忘れてしまったほどだ。

　そんなキュートが、二、三度可愛かわいい口をパクパクと動かし、一度うつむき、また顔を上げ、理刀の目を見つめてくる。

　そして、

「あ、あのね……理り刀とがいやじゃなかったら、なんだけど。その、えっと……《星影祭》、あたしと、ぺ、ペア組まない？」

　彼女の瞳空色が、まるで草原を翔かける清涼な風のように、理刀の視界いっぱいにひろがった。言葉が、すとーんと心の核に落ちてくる。

　ど真ん中ストライク！

　剛速球に空振り三振！

　ゲェェェームセット！

　いま、耳の奥でわけのわからない解説をしているヤツはだれだ？　わからない。でも確実にわかっていることは……。

　目の前のキュートは可愛かわいくて、その唇は愛らしくて、そこから紡ぎ出された言葉は愛いとおしくて、彼女の「ペア組まない？」というお誘いは、絶対に太た刀ち打うちできないほどの吸引力を持っていて、太刀打ちできない相手には、最初から逆らう気なんかさらさらなくて。

　とにかく、理刀の気分は最高だった。

《星影祭》は、応援に回るんじゃなかったっけ？　なんてヤボは死んでも言わない。返事を考える必要もない。

　だから、即答した。

「出るからには、上位を狙ねらうぜ！」

　ビシッと右手の親指を立てる。

　キュートの頰ほおから、瞬く間に硬さが消えた。代わりに、いつもの笑みがこぼれ落ちる。そうしながら、彼女も親指を立てた。繊ほそい指を、ちょこんと。しかも両手で。

「もちろん、やるからには上を目指しましょ」

　スイートには悪いが、やっぱり自分はキュートといっしょがいい。

　ふと顔を上げると、黒くろ媛ひめたちが教室の入口でキュートを待ってくれていた。

　彼女たちの顔にも、笑みがひろがっている。





二章　サーベルタイガーバーム騒動







　放課後、理り刀ととキュートはいっしょに《星影祭》への出場申し込みをすませたあと、ふたり並んで駅へむかった。

　きのうまでなら、キュートが宿泊しているホテルに到着するまでの、およそ五分間しかハッピー帰宅タイムを味わえなかったのだが、きょうは違う。

　キュートが、引っ越しをしたからだ。

　引っ越し先の地図を手に、彼女がテトテトと理刀の隣を歩いている。

「見せて」と地図に手を伸ばす理刀から、キュートがそれを庇かばうように胸に抱く。

「ダメ」

「なんで？」

「まだ秘密だから」

「……秘密なの？」

「そ、秘密」

　キュートが、悪戯いたずらっぽく笑う。

　もうそれだけで、いくらでも秘密をつくってくれ、という気持ちになってしまう。

「秘密」の二文字には、なんだか怪しい響きもあるから、こちらもフタを開けたときの驚きを存分に味わえるというものだ。

　秘密結社。秘密警察。秘密基地。秘密戦隊。秘密探偵。秘密計画。秘密兵器。秘密秘密秘密……。世の中は秘密であふれている。

　自分はきょう、その秘密のひとつに触れることができるのだ。そう思うと、ワクワクしてくる。

　おそらくキュートは、そんな理刀の心境には気づいてもいないだろう。相手の心を和ませる笑みを、彼女は無自覚にこぼしているのだから。

　その証拠に、理刀との会話を続けようとはせず、すぐに地図と真剣な顔でにらめっこを始めてしまった。

　駅の改札を通り、電車にのった。理刀がいつも使っている路線である。

　魔族に対する免疫力が低い日本人だから、キュートがそのままの姿で電車にのればかなりの騒ぎになることは必然である。日本で魔族を目にするのは、まだまだテレビや映画の中だけだから。

　だからキュートは、学校の外に出るときは幻術で銀髪と美肌の色を調節している、らしい。理刀には視みえないから、日本人をモデルにして黒髪と黄色の肌にしているというその姿を想像するしかない。

　だが、幻術で髪や肌の色を多少変えたとしても、キュートはやはり人目を惹ひく。

　道でも、駅でも、電車の中でも、キュートを目にした男性のほとんどが、彼女の横顔やツインテールに視線を引きずられているのがわかる。思いの外、女性も多い。

　それが嬉うれしいような煩わしいような、複雑な気持ちの理り刀とである。

　電車が走り出すとすぐ、理刀はたずねた。

「どの駅で降りるの？」

「えっとね、みっつ先の駅、ヒガシオギクボ駅って書いてあるわ」

「東ひがし荻おぎ窪くぼって……」

　そこは、いつも理刀が使っている駅である。もしかして……、少しだけ期待が膨らむ。

　現在、理刀が住んでいるマンションに空きはなかったはずだから、可能性として考えられるのは、ご近所だ。

　まさか隣のマンション？

　部屋の窓を開ければ、すぐ目の前にキュートの笑顔が……。なんてありきたりなシチュエーションを思い描いてしまう。

　だからキュートは、自分を驚かせようとして地図を見せないのだろう。

　そんなところも可愛かわいいなぁ、と思う。

　しかしながら、膨らみかけた理刀のプチ期待は、脆もろくもしぼんでしまった。

　電車を降りたのは、確かに理刀の使い慣れた駅だった。だったのだが……、出た改札はまったくの逆方向。

　それでもすぐに、理刀はしぼみかけた気持ちに気合いと元気という空気を送り込んだ。

　よく考えろ、最寄り駅がいっしょじゃないか。これからは、ホテルから学校への五分間ではなく、駅から電車にのり、ガッツリと時間をかけて学校へいけるのだ。

　ふたりきりで！

　キュートと肩を並べ、彼女の狭い歩幅とゆっくりとした歩調に合わせ、理刀はのんびりと歩いた。

　キュートは駅を出てからずっと、地図と街並みを交互に見比べながら歩いている。時々立ちどまり、地図を逆さにしたりしながら道を確かめている様子は、迷子の子猫ちゃんそのものだ。

　こんな場合、立場的には犬のお巡りさん役をこなすべき理刀だが、べつに困っていないし、ワンワンワワンと鳴くつもりもない。

　キュートといっしょに歩いているだけで、そして彼女を眺めているだけで、なんだかホカホカした気持ちになれるから。

　キュートのほうは、理刀を驚かせようと必死で地図とにらめっこを続けている。慣れない街の慣れない道だから、地図を持っていても目的地を探すのは難しいはずだ。

　どんどん東荻窪駅から遠ざかっていく。当然、理刀のマンションからもどんどん離れていく。

　しばらくすると、キュートの進む方向が定まらなくなってきた。途中で引き返したり、同じ道を二度通ったり。ぐるりと回って同じ場所へ戻ってきたり。

　どうやら、本当に迷っているらしい。

　理り刀とはここでようやく、キュートへ声をかけた。

「地図、見ようか？」

「……ごめんね」

　彼女がむけてきた瞳ひとみには、うすく涙が溜たまっていた。

「いいって、ほら地図貸して。オレをびっくりさせようとしてくれたんだろ？」

　こくんとうなずくキュートから地図を受け取り、紙面に目を落とす。細かい街並みのなかに、赤い印がひとつ。ここが、キュートの新しい住居のようだ。

　でも、ここって……。




　理刀は目的地に到着したところで、念のためもう一度、地図上の赤い印を確認した。

　間違いない、ここだ。

　そしてここは、自分が住むマンション。

　築一二年、総戸数三五戸、鉄筋コンクリート造り、七階建て、外壁は全面タイル張り、オートロックつき。

「あ、ここよ、この建物。毒どく舌ぜつ丸まるが見せてくれた写真と同じ造り。理刀はここの五〇一号室に住んでるんでしょ？　あたし、きょうから五〇二号室に入ることになったから、よろしくね」












「へ？　五〇二は人が住んでるんじゃ……確か、鈴すず木きさんが……」

「えっとね、毒どく舌ぜつ丸まるが、『全住民の移転が完了しました』って言ってたから、大丈夫だと思う」

「全住民の移転!?」

　驚いたのも一瞬、理り刀とはすぐに思い出した。

　キュートが、魔界の公爵家令嬢であることを。

　人間界へ短期留学してきたときも、超のつく一流ホテルをまるごと借りきっていたではないか。

　たかだか中古の二流マンションを買い取ることなど、造作もないはずである。住民たちにはきっと、もっといい住居を与えたに違いない。しかし、五〇二号室だけでなく、全住民を一斉転居させるとは……恐るべしフォンターナ公爵家。

　驚き呆あきれたのも束つかの間、理刀はすぐに嬉うれしくなった。きょうから、キュートがお隣さんになるのだ。

　わざわざ春日かすが家の隣を選んでくれたことが、なんだか無性に嬉しかった。




　暗証番号を押し、理刀はキュートといっしょにマンションの中へ入った。自動ドアを抜けてすぐの場所に、管理人室がある。

　全住民が転居したとはいえ、まさか管理人まで変わっているなんてことは……。いつもなら、廊下側の窓から狭苦しい事務所で仕事をしているオジサンの姿が見えるのだが。

　理刀は、窓から事務所の中を覗のぞいてみた。

　毒舌丸の横顔が飛び込んでくる。

　なにやら真剣な表情で、デスクトップパソコンの画面を射抜くように見つめている。

「！」

　一瞬、呼吸がとまった。

　毒舌丸の鋭い瞳ひとみに、うっすらと涙が滲にじんでいたからだ。

　泣いてる？　あの毒舌丸が？　なぜ？　ネットで悲恋モノの小説でも読んでいるのか？　それとも可哀かわい想そうな動物モノか？

　横に立つキュートと、顔を見合わせた。

　そんな理刀たちに気づいた毒舌丸が、指先でさり気なく目もとを拭ぬぐいながら立ち上がった。そして、無駄のない動きで管理人室から出てくる。

「お帰りなさいませ」

　軽く頭を下げた彼女の瞳にはもう、涙のカケラさえない。そこにあるのは、冷たさと鋭さだけである。

　だが理刀は、もう毒舌丸の涙を見てしまった。キュートも見ている。

「どうしたの？　なにか嫌なことでもあったの？」

　キュートが、毒舌丸に歩み寄る。

「いえ、ご心配をおかけして申し訳ありません。ただ、このビルのセキュリティはすべて、コンピューターで管理しているようなので、それを調べていただけです」

「なんだか、つらそうだったけど？」

「つらかったわけではありません。ただ……」

「ただ？」

「わたしにはコンピューターの知識が皆無ですので、途方に暮れていたというか……」

　毒どく舌ぜつ丸まるにしては、珍しく歯切れが悪い。

　魔法でなんでもできてしまう魔界人にとって、人間がつくり出したコンピューターはまさに、『魔法の箱』なのかもしれない。

「セキュリティをコンピューターに依存しているということは、その操作法をマスターしなければキュートお嬢様の身をお守りできない、ということになります」

　毒舌丸が、事務室のパソコンへ目をむけた。まるで、仇かたきかなにかを射い殺ころすように。

　理り刀とはまた、キュートと顔を見合わせた。

　毒舌丸らしいといえばらしい悩みなのだが、そこまで真剣に考えることもないのでは？　と言葉をかけてあげたくなる。

　だがそれは、彼女にとってなんの助言にもならないだろう。真剣に、大おお真面目まじめにキュートのお世話係兼護衛をやっているのだから。

　キュートが、毒舌丸の鋭利な目を見上げた。

「あまり無理してはダメよ。コンピューターが扱えなくても、毒舌丸がいてくれるだけであたしは安心なんだから」

「お心づかい、ありがとうございます。ですが、現状では『やれるかやれないか』ではなく、『やる』以外の選択肢は考えられません。それがわたしの仕事ですので」

　相対する者を凍いてつかせそうな毒舌丸の瞳ひとみに、わずかばかりの火が灯ともった。どうやら、燃えているらしい。

　がんばって欲しい、と思う理刀である。




　理刀は、キュートとふたりで五階へ上がり、一度それぞれの家に別れた。そこで制服をシャツとジーパンに着替え、一五分ほど経たったあと、理刀のほうから五〇二号室のチャイムを鳴らした。

　ピンポ～ン。

「はぁ～い、どうぞ入って」

　鉄製の扉のむこうから、キュートの明るい声が聞こえてくる。こんな「お約束」が、なんとも新鮮だ。

　初めて入る五〇二号室は、新居の香りがした。リフォームもバッチリのようだ。当然、理刀の家と同じ間取りである。

「ニッポン国の家って、ドアから入ってすぐに靴を脱ぐから、なんだか足がスースーするわね。でも、これって気持ちいいかも」

　玄関広間まで出迎えてくれたキュートが、白いソックスの足先をもぞもぞと動かしている。細い足首は、とても同級生には見えない。

　可愛かわいい……、と理り刀とは一瞬意識が別の場所へ飛んでいきそうになった。

　キュートが、「さ、入って」と理刀を家の中へ招き入れてくれた。

　彼女が身につけているのは、襟ぐりが大きく開いたサーモンピンクの総フリルシャツである。とてつもなくセクシーだ。下は、リボンつきのショートパンツ。色はアクア・ブルー。そこから伸びた白く細い足が、なんとも、いやはや、目に刺激的である。

　キュートについて、理刀はいちばん奥の部屋へ入った。フローリングの八畳間だ。

　小さなテーブルと椅い子すが二脚。それ以外はなにもない。

「あたしが毒どく舌ぜつ丸まるを急せかしちゃったから、まだ家具が揃そろってないの。どうぞ、座って」

　キュートが、少し恥ずかしそうに頰ほおを赤らめながら、椅子を指し示した。

　そんな表情や仕草に、理刀はドキドキである。

　勧められるまま、理刀は椅子に腰を下ろす。キュートも、むかいの椅子に座る。

　部屋に男女ふたりきり。手を伸ばせば、キュートの頰に触れることができる距離。彼女との間にある障害物は、小さなテーブルだけ。狭い部屋の空気を共有しているのは、たったふたり、だけ。

　本当にドキドキだ。

「さ、それじゃ《星影祭》の話し合いをしましょ」

　キュートが、楽しそうに切り出してきた。

　彼女の切り替えの早さに、少しばかり肩を落とす理刀だが、ここには打ち合わせをしにきたのだから、と気持ちを締め直す。

　なにか目的がないと、間をもてあましてしまうだろう。

「よし、それじゃあまずは……」

　理刀は、キュートへむかって身を乗り出した。そのとき、

「？」

　視界の隅の空間が、ぐにゃりと歪ゆがんだように見えた。

「春日かすがさんは、わたくしと《星影祭》に出場して下さるのでしょ？」

「え!?」

　いきなり姿を現したのは、スイートだった。心臓に悪い登場の仕方である。

　キュートの両りよう眉まゆが、跳ね上がった。

　理刀はなんとか驚きを抑え込み、唇を引き締めた。そういえば、スイートからペアを組もうと誘われていたんだっけ、といまさらながらに思い出す。

　だが、理刀がペアを組むと決めた相手はキュートなのだ。そのことをハッキリと伝えなければならない。

「あのさ……」

「理り刀とはあたしとペアを組んだんだから、あんたは他ほかの人を当たんなさいよ」

　理刀の言葉を遮り、キュートがバシッと言い放った。

「え？　春日かすがさんとキュートが、ペアを、組む？」

　信じられないといった感じで、スイートの目が大きく見開かれた。空色の瞳ひとみが、理刀とキュートへそれぞれむけられる。

　だがすぐに、その目が細く、粘つくような色を放つ。

「春日さん、もしかしてキュートに騙だまされていらっしゃるんじゃありません？　魔族といっても、キュートは……」

「知ってるよ」

「半人前以下の……って、え？　御存じ？　ほとんどすべての魔術系統の操作が苦手で、術式構築の拙つたなさといったら、もう目を覆いたくなるくらいの……」

「全部知ってる。それでもオレは、キュートとペアを組むよ。せっかく誘ってもらったけど、ゴメン」

　ゴメン、と口にしながらも、理刀は頭を下げなかった。キュートを見下しているスイートが、なんだか腹立たしくなったからだ。たとえキュートの姉でも、妹をバカにする権利はない。

　理刀の言葉を聞き、『信じられない』といった表情から、『なにを言ってるの？』的な疑問の表情に変わったスイートだが、最後には『ムカつく』を露骨に表した目を理刀へむけてきた。

「おそらく、いいえ、きっと後悔なさいますわよ」

　そんなスイートに、キュートが喰くってかかった。

「理刀はあたしを選んでくれたんだから、あんたはさっさと消えなさいよ！」

「ふん、胸ナシ娘は黙ってなさい」

「あんただって大して変わんないでしょ！」

「わたくしが二センチ勝ってる、ということをお忘れなく」

「きゅーっ！」

　ガタ～ン、と椅い子すを派手に倒し、キュートが立ち上がった。

　理刀も慌てて立ち上がり、キュートとスイートの間に体を入れる。

　小さな女の子たちはそれでも、罵ののしり合いをやめようとしない。

「二センチなんて、なんの意味もないでしょ！」

「あらあら、二センチの価値もわからないお嬢ちゃまがいるようですわね。《星影祭》で大恥をかかないよう、お気をつけて」

「きゅーっ！」

「わたくしに負けるのは、まあ当然ですが、もし人間に負けたら大恥程度ではすみませんわよ。フォンターナの家名に泥を塗ることになるのですから」

「負けなきゃいいんでしょ！」

「根拠のない自信ですこと。胸ナシ娘のくせに」

「きゅ───っ！　何回も言うなっ！」

　身長が一五〇にも届かないふたりの少女に挟まれ、押され、叫ばれながら、理り刀とは苦笑いを浮かべることしかできない。

　毒どく舌ぜつ丸まるさん、助けて下さい。

　頭の片隅で、そんなことを願いながら。




　──火曜。

　普通科も徐々に、今週の日曜に催される《星影祭》モードへ移行しつつあった。

　生徒たちの口に上るのは、スターライトたちのことばかりだ。

　教室の窓際では……。

「優勝するのは、今年こそ｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の亜あ威い黒くろ媛ひめと｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴ともえペアだな」

「ま、手堅いだろうけど、去年みたいなことも考えられるからね」

「｛謎｝はエメラルド第二級でも、能力の最高値は学院ナンバーワンなんだから、ひとりで出ても十分いけるんじゃないか？」

「でも、｛謎｝って気まぐれなんだろ？　能力の最低値はパール第三級並って聞いたんだけど」

　教室の廊下側でも……。

「去年、なんで亜威さんと美々津さん、出なかったんだろ？」

「なんでも、《星影祭》当日に出場をとりやめたんですって」

「ちょっとちょっと、わたしは舞台に上がる直前で、なぜかふたりして控え室に戻っていったって聞いたけど」

「なにかあったのかな？」

「あのふたり、すっごく仲がいいみたいだから、どっちかひとりにアクシデントがあったのかもね、だからふたりとも出場しなかったのよ」

「ひとりでも優勝狙ねらえるんだから、わざわざペア組まなくてもいいんじゃないかしら？」

　話題は《星影祭》一色である。




　放課後、理刀はきのうと同じくキュートとともに学院ビルを出た。と、入口前の広場にいたスイートが、こちらへ歩み寄ってきた。

　キュートが、あからさまに嫌な顔をする。

　きのうも、五〇二号室にやってきた毒舌丸がとめてくれなかったら、いったいいつまで口くち喧げん嘩かを続けていたことやら……。

　理刀は、内心ため息をつきながらも、目の前で立ちどまったスイートに引きつった笑みをむける。

「偶然ですわね。いまからお帰りですの？」

「なにが偶然よ、ずっと見張ってたくせに」

「わたくしが、いつ、どこからあなた方を見張っていたのかしら？　証拠はありますの？　魔力波ウエーブの感知もまともにできないあなたが？」

「しょ、証拠なんかなくても、わかるわ。あたしたちを待ち伏せしてたことが、なによりの証拠でしょ」

「だ・か・ら、偶然だって言いましたでしょ。ぐ・う・ぜ・ん。よろしくて？　あなたの耳、ちゃんと機能してますの？」

　スイートが、キュートの耳を指先でつまみ、ギュッと引っ張った。

「きゅ、なにすんのよ！」

　キュートも負けていない。すぐさまスイートの頰ほおをつまみ返した。逆襲開始だ。

　耳を引っ張られるキュート。

　頰をつねられるスイート。

　理り刀とは、苦笑いを浮かべたままこの幼稚なケンカを見守ることにした。バカバカしくて、とめる気にもならない。

「キュートのくせに、随分と生意気なことをするようになりましたわね。姉として喜ばしいことです、わ」

　スイートが、もう片方の手でキュートのツインテール、そのひと房をつかみ、また引っ張った。耳と髪のダブル攻撃である。

「きゅぅぅぅ……」

　涙目になりながら、しかしキュートも退ひかない。もう片方の手で、スイートの三つ編みの一本をつかんだ。そして、グイッと下に引く。

「きゃっ」

　スイートが、小さな悲鳴をあげた。

　キュートが、プルプルと両手を震わせている。かなり力を込めているようだ。彼女の細腕では、腕力も高が知れているのだが。

「手ぇ放しなさいよ」

「あなたが先にお放しなさい、妹でしょ」

「こんなときばっかりお姉様ぶらないで！」

「痛いでしょ、早くお放しなさいっ！」

　理刀は、そろそろ仲裁に入ろうかと彼女たちの表情を窺うかがうが、そのつかみ合いにはわずかな緊迫感もない、ように見える。

　小さくて、細くて、弱々しいキュートと争っているのは、きのうの朝、数人の男たちを地面に沈めたスイートだから、ガチンコ勝負の行く末は目に見えて明らかである。

　だが不思議なことに、いま現在、彼女たちの力は拮きつ抗こうしているように見える。

　これはつまり、スイートがまったくもって本気を出していない、ということだ。

　理刀にはそれがわかるから、彼女たちの気がすむまで放ほうっておこうと決めた。下校する生徒たちの注目を雨あられと浴びまくるが、それはもう仕方がない。

　スイートが、耳をつかんでいた手を放した。そしてすかさず、キュートの胸を拳こぶしでグリグリと押し始める。

「胸ナシ娘のくせに！」

「いまは関係ないでしょ！」

　キュートは頰ほおと三つ編みをつかんだまま、第三の武器、足を使ってスイートの靴をグリ～ッと踏みつけた。

「おやめなさいっ、靴が汚れますわ！」

「だったら、手ぇ放しなさいよ！」

　きっとスイートは、偶然でもなく、かといって用事があったわけでもなく、キュートの前に現れたのだろう。妹のことが心配なのかもしれない。いや、ただ単に暇だからちょっかいをかけにきているだけなのかも。

　そう思いながら、理り刀とはキュートとスイートの争いをやれやれと眺めている。

　本当は仲がいいのでは？




　マンションへ帰り着くなり、管理人室から出迎えてくれた毒どく舌ぜつ丸まるに、

「トレーニング用の服を用意してちょうだい」

　と言うキュートの目は、燃えていた。

『パソコン入門』というタイトルの本を手にした毒舌丸が、一〇分もしないうちにキュートが待つ五〇二号室にジャージを持ってきてくれた。なぜか、理刀の分まで。

　キュートは素早く、ピンク色のジャージと黒のスパッツを身につけ、ツインテールをポニーテールに直し、白いヘアバンドをつけた。首には青いスポーツタオルを巻いている。

　見た目だけは、一いつ端ぱしのアスリートだ。

　もちろん、理刀もジャージに着替えさせられた。

「特訓よ！　《星影祭》ギリギリまで自分を磨き続ければ、少しは魔力を高めることができるはずだわ」

　彼女の気持ちを代弁するならば、『スイートだけには負けたくない』ということらしい。

　勝算は……、たぶん……、ある。

《星影祭》は当然、能力を審査する場である。そして、審査するのは人間だ。その中には生徒の代表も数人交ざっている。おそらく、今年も去年と同じ採点方式で審査が行われるだろう。

　発表を観みた審査員が、それぞれの持ち点を出し、その合計で勝敗が競われる。

　審査員といっても人間だから、魔族と違って細かいところまで目が行き届かない。能力系統や術式の構築技術など、よほどの能力者か専門家でもない限り見抜くことは難しい。もちろん、理刀にもサッパリだ。

　だからこそ、《星影祭》で審査員から点数をより多く引き出したければ、インパクトの出し方を重点的に考えた方がいい。つまり、演出がものを言うのだ。

　キュートは、幻術を最も得意としている。本人いわく、それしかできないようなのだが。

　しかしながら幻術は、人間の五感に刺激を与える術であるため、演出次第ではいくらでも審査員の心にインパクトを叩たたき込こむことができるはずだ。それに、魔族の中にあっては不器用さの目立つキュートだが、人間と比べれば一流の【幻術使いマジシヤン】である。

　とにかく、やるだけやってみよう。

　と、理り刀とはキュートについて、トレーニングをするため近くの公園へ出かけた。毒どく舌ぜつ丸まるも、『パソコン入門』を手についてくる。

　ジャングルジムやブランコで、小学校低学年くらいの子供たちが遊んでいる。そんな彼らの目などお構いなしに、キュートが準備体操を始めたため、理刀もそれに倣う。

　足、腕、背中、と各部位の筋肉を念入りに解ほぐし、少しずつ体をあたためていく。

　毒舌丸はというと、理刀たちのすぐそばに立ったまま、『パソコン入門』を開いている。

　準備体操が終わると、まずは理刀とキュートのふたりで軽くランニング。距離は、公園の内回りを五周。約一キロ。

　続いてキュートひとりが、毒舌丸相手に魔力の放出トレーニング。これは、理刀にはサッパリ見えないし意味もわからなかったが、魔力を使用したときのみ空色から碧あおへ変色する瞳ひとみには、真剣な光だけが宿っている。しかも、大粒の汗を流しているのを見る限りでは、けっこうハードな訓練のようだ。

　毒舌丸のほうも、真剣な、というか彼女はいつも真顔なのだが……、とにかくお遊びとはかけ離れた表情で、動き回っている。キュートが放つなにかを避よけているようだが、理刀には、彼女がひとりで新種のダンスを練習しているようにしか見えない。しかしその動きは、常識を超えて速く、鋭い。

「えい！」「やぁ！」「とぉ！」という、勇ましくもどこか可愛かわいいキュートのかけ声に、子供たちが集まってくる。

「あのお姉ちゃんたち、すごいねぇ」

「ああいうのって、シージーＣＧっていうんだよ」

「わぁ、格ゲーのキャラみたい」

「あのおっきいほうのお姉ちゃんがやってるのは、ワイヤーアクションっていうんだ」

「ユウくん、もの知りだね」

　子供たちが、瞳を輝かせながらキュートと毒舌丸の訓練を眺めている。まるで、デパートの屋上で催されるヒーローアクションショーでも観みるかのように。なんだかとても楽しんでいるようだ。

　理刀には見えないものの、キュートが放つなにかが、映画やテレビゲームに慣れ親しんだ子供たちの目には、ＣＧに見えるらしい。

　毒舌丸の動きも、ワイヤーなどを使って飛び跳ねているとでも思っているようだ。

　しかし彼らが視みせられているものは、残念ながらＣＧではない。そして、毒舌丸はワイヤーを一本たりとも使っていない。あくまでも己の膂りよ力りよくのみで飛び、跳ね、走っているのだ。『パソコン入門』を手放すことなく。ついでに、汗ひとつかかず、表情さえも変えることなく、理り刀とには見ることのできない幻を相手に、休むことなく動き回っている。

　でも、初日からこんなに飛ばして大丈夫なのか？　見ていて心配になってくる。

　キュートの顔から、大量の汗が流れ落ちている。腕を振った拍子に、指先からも無数の汗のしずくが飛び散り、光の中を飛んでいく。

　ぎごちない動きをちょっと観察しただけで、運動神経があまりよくないであろうことがわかる。

　日ひ頃ごろ、訓練とは無縁の生活を送っているキュートだから、無理のしすぎは本当に危険だ。ほどほどのところで、とめたほうがいいのかもしれない、が……。

　びっしょりと汗をかき、口を大きく開いて喘あえぎ、肩で荒い息をしているキュートを見ていると、「やめろ」なんて言えなくなる。

　がんばっているのだから。

　懸命に、不器用な彼女なりに、全力でがんばっているのだから。とめることなんてできなかった。

　おそらく、毒どく舌ぜつ丸まるも理刀と同じ気持ちなのだろう。

　いまは、子供たちと並んで、キュートのがんばりを見守ってあげることしかできない。




　キュートは何度も何度も手刀で空を切り、小さな風の流れをつくり続けた。そこへ丁寧に幻術をのせ、風の刃やいばをつくり出す。

　その刃を、毒舌丸にむかって放つ。

　三日月のかたちにして、いくつも、いくつも、いくつも放った。単純作業のようだが、これが意外ときつい。

　避よけなくとも毛先ほどの傷さえ負わない幻術刀なのに、毒舌丸は風の刃の軌道から身をかわし続けてくれる。

　集中力を持続させるために、キュートのリズムに動きを合わせてくれているのだ。

　キュートは歯を食いしばり、幻術刀をつくり続けた。ひとつ、またひとつ。腕がだるくなってきても、もうひとつ、と。自分には幻こ術れしかないから。

　だから、たったひとつの能力を磨き続けるしかない。人間と同じように。

　人間は一芸だけ。しかも能力を発動する際には特定の媒体が必要となるのだが、魔族は違う。生まれながらにして様々な魔力を持っている。

　もちろん魔族にも得手不得手はある。だが、間違っても媒体など使わない。

　しかしながら、キュートは違う。

　六六六人の素晴らしい姉たちに似ず、ひとりだけ魔力発動に媒体を必要とするできそこないである。

　キュートは、腕に疲労が溜たまっていくのを感じながらも、懸命に動かし続けた。空気を切って切って切って、風の幻術刀をつくってつくってつくって。

　毒どく舌ぜつ丸まるの動きを追って走った。たとえ追いつけなくとも、懸命に跳んだ。体の動きをとめなかった。

《星影祭》まで、あと五日。

　敗北、という言葉は嫌い……、嫌いだが、黒くろ媛ひめや巴ともえになら負けたっていい。彼女たちの勝利なら、素直に祝福できる。

　でも、スイートにだけは負けられない。

　キュートは、風の刃やいばをつくり続けながら歯を嚙かみ締しめた。

　視界の隅に、理り刀との姿が……。

　自分は、彼といっしょに《星影祭》に出場する。

　誘ったのは自分から。

　スイートとペアを組んで欲しくなかったから。

《星影祭》には、正直出たくなかった。

　自信がなかったから。

　恥をかきたくなかったから。

　それでも、理刀といっしょなら……。

　だからこそ、スイートには負けたくない。

　総合的な魔力量は、圧倒的にあちらが上。使える系統の数も術式構築のセンスも、ずっとずっと上。本当は勝ち目なんかない。

　わかってはいても、もう決めたのだ。最初からあきらめていたら、勝負にならない。

　あと五日。

　とにかく少しでも精神を磨く。

　つけ焼き刃でもいい。

　やらなきゃ！

　とにかくやらなきゃ！

　理刀のためにも、無様なマネはできない。

　絶対に！




　──水曜。

『朝でぇ～す。起きましょうぉ～。朝でぇ～す。起きましょうぉ～。コラッ、起きろぉ～』

　目覚まし時計が呼んでいる。

　わかってる。昨晩、寝る前に自分で朝の六時半にセットしたから。毒舌丸に頼るのをやめ、ひとりで起きようと決めたのだ。

『オラッ、いつまで寝とんじゃい。オラッ、いつまで寝とんじゃい』

　だんだん、乱暴な『声』になっていく。

『くぉらぁ～。さっさと……』

　ここでやっと、キュートは枕まくら元もとの目覚まし時計に、ビシッと空手チョップを入れた。

『声』がとまる。

　なんだか、泥の中で眠っていたかのように体が重い。チョップを入れた腕も重い。肩だって重い。

　ベッドを出なきゃ……。

　キュートは、掛け布団から腕を出した。

　と……、ピシッ。

「きゅ」

　足を動かした。

　と……、ピシピシッ。

「あう」

　か、体が、痛い。筋肉痛？

「ど、毒どく舌ぜつぅ……」

　ベッドの中から手を伸ばし、内線で毒どく舌ぜつ丸まるを呼ぼうとして、やめた。ひとりで起きると決めたのだ。

　キュートは、ギシギシと軋きしむ体を無理やり動かし、ベッドから立ち上がった。

　体が思うように動かない。まるで、皮膚の上に錆さびの浮いた鉄板をまんべんなく貼はりつけられているかのようだ。しかも、痛い。足が攣つりそう。

　それでもキュートは、体を引きずるようにしてどうにか洗面所へむかった。そこで、鏡の中を覗のぞき込こむ。

　バフッと銀髪が爆発していた。

　いったい、どんな格好で寝れば、こんな寝癖がつくのだろう。

　夜中、無意識のうちに体の痛みでのたうち回っていたのかもしれない。

　きのうの訓練、少しばかり張り切りすぎたかも……。情けなくなってくる。

　温水で顔を洗っても、痛みは消えない。冷たい水で洗っても、結果は同じ。とれたのは眠気だけ。

　着替えなきゃ。そう思いながら、ベッドルームへ戻る。

　歩くたびに、お尻しりが、太ももが、ふくらはぎが、悲鳴をあげる。

　ダメかも。

　弱音を吐きそうになった直後、玄関のチャイムが鳴った。

「はい？」

　キュートの声に、カチャリとドアが開く。そのむこうに立っていたのは……。

「おはようございますお嬢様。よくお休みになれましたか？」

　寝癖ひとつない艶つや光った黒髪。シワひとつない黒のスーツ。曇りひとつない眼鏡めがね。いつもとなにも変わらない、隙すきひとつない毒舌丸だった。

「それが、ちょっと……」

　キュートが口ごもったと同時に、彼女がスーツのポケットからなにかを取り出した。

　平たい、円柱状の容器だ。

　それは、まさか……。

「はい、お察しの通り、『サーベルタイガーバーム』です」

　打ち身捻ねん挫ざ筋肉痛に効果覿てき面めんの魔界軟なん膏こう、その名も『サーベルタイガーバーム』。

　ほとんどの魔族が用いる治癒魔法は、ほんの気休め程度のものでしかない。しかし、この薬と併用することでその効果が数倍に膨れあがるのだ。もちろん、薬だけでも効果は絶大である。

　ただ……。

「それを、塗るの？」

　キュートは、毒どく舌ぜつ丸まるの手にのった『サーベルタイガーバーム』の容器に目を落とした。

「塗らなければ、筋肉の炎症はそのままですが、お決めになるのはお嬢様です。どうなさいますか？」

　毒舌丸の瞳ひとみが、冷たい光を放つ。常つね日ひ頃ごろから温度のない目をしているが、こんなときは特に冷たく感じる。

　魔界軟膏、『サーベルタイガーバーム』。

　塗るべきか、塗らざるべきか、それが問題なのだが……。

　ちょっと、難点が……。




　部屋まで迎えにきてくれた理り刀とが、ドアから顔を覗のぞかせた瞬間、顔を歪ゆがめてウッと後あと退ずさった。二メートルほど一気に。彼に悪気がないことはわかっている。

　悪いのは……、自分なのだ。

　キュートは激しく後悔した。

　塗らなきゃよかった。

　打ち身捻挫筋肉痛に効果覿面の魔界軟膏『サーベルタイガーバーム』は、痛みをたちどころに消し去ってくれるという効能には確かに目を見張るものがある。

　だがその一方で、一度体に塗ると半日は鼻を突く強烈な異臭が取れなくなるというマイナス面も持ち合わせているのだ。

　石せつ鹼けんで洗っても、タオルで擦こすっても、スポンジで磨いても、香水をふりかけても、臭においは消えてくれない。

　キュートはいま、全身から『サーベルタイガーバーム』臭を発散させている。自分でもそれがわかるから、堪たまらなく嫌になる。

　事情を説明すると、理刀はすぐに笑顔を浮かべ、登校中はずっとキュートのそばを離れず、「なんの臭いもしませんよ」という顔でしゃべり続けてくれた。

　彼のそんなやさしさが、逆につらかった。まるで、笑顔でゆっくりと首を絞められているようで……。

　電車の中では、キュートのそばにきた人間が、鼻を押さえてキョロキョロと辺りを見回し、臭においの出所がツインテールの女の子だとわかった瞬間、それとなく距離を取っていた。

　周りにいるのは理り刀とひとりだけ。

　人の五感を操る幻術において、視覚をいじるのは比較的簡単なのだが、その視覚からの情報を経由しない場合における味覚、聴覚、嗅きゆう覚かくを単独でつくり出すのは、かなり難しい。特に、『サーベルタイガーバーム』のような異臭を打ち消せるような嗅覚操作は、キュートにはまだまだできない。

　だからいまは、周囲の冷たい、迷惑そうな、呆あきれ返った、哀れみに満ちた視線に耐え続けるしかないのだ。

　いつものように、途中で合流した黒くろ媛ひめたちも、すぐさま『サーベルタイガーバーム』臭に反応した。

　情けなさを堪こらえ、理刀のときと同様、事情を説明すると、黒媛、巴ともえ、百もも香かが、口を揃そろえて「気にしなくていい」と言ってくれたが、気にならないはずがない。

　ペンタグラムの教室に着いても、当然臭いが消えるはずもなく……。

　スターライトたちは、文句ひとつ口にしなかった。それが余計に申し訳なくて……。

　こんなときに限って現れるのが、ひとつ上の姉、スイートである。

　休み時間にいきなりやってきた彼女が、

「まあ、この臭いはなんですの？　もしかして『サーベルタイガーバーム』かしら？　いやだ、鼻が曲がりそうですわ」












　鼻が曲がりそう、と言いながらも嬉うれしそうに近づいてきた。

「……だったら離れてなさいよ」

　キュートの中で、消えてしまいたいほどの羞しゆう恥ちと、髪の毛がすべて逆立ってしまいそうなほどの怒りがごちゃ混ぜになる。

「教室の空気を汚染して、どうなさるおつもり？　みなさん、こんなに臭くて大丈夫ですの？　下校する頃ころには鼻がなくなってるかもしれませんわね。まさにホラーですわ」

「あんたねぇ……いい加減に……」

　キュートは必死で怒りを抑えながら、スイートをにらみつけた。

　たったひとりの妹の泣き所を見つけ、スイートはいま有頂天なのだ。ここで怒ったら、余計に彼女を喜ばせてしまう。だから、相手にしてはいけない。

　我慢だ。

「胸がないのに臭においだけはあり余るほどあるなんて……ああ、なんて不幸せな妹なんでしょう」

　我慢、とにかく我慢。

「やだ、こちらを見ないで下さいます？　臭いが伝う染つってしまうでしょ」

　が、が、我慢……できないっ！

「きゅーっ！　調子にのってんじゃないわよっ！　あんたなんか……」

　ポン、と背を叩たたかれ、キュートは言葉を吞のみ込こんだ。見ると、すぐ横に黒くろ媛ひめが立っていた。その後ろには巴ともえの姿も。

「キュート、まずは深呼吸しろ。怒っても臭いは消えないぞ。それと……」

　すぐにスイートへ目をむけ、

「キミも、あまりキュートをからかうな。妹を可愛かわいいと思う気持ちはわかるが、少しばかり愛情表現が不器用すぎるな」

　そうつけ足した。

　スイートが、妹、つまり自分を可愛いと思っている？

　そんなわけない。絶対ない。あり得ない。

　キュートは、素直に深呼吸をしつつも、スイートをにらみつける視線の強さはゆるめなかった。ついでに、自分の臭いを大量に吸い込んだため、鼻の奥がツンとしてくるものの、表情には死んでも出さない。

　スイートが、わずかに驚きの表情を浮かべたあと、再び意地悪そうな目をキュートへむけてきた。

「そうですわね、妹は可愛いオモチャですから、大切にしなければなりませんわね」

「ふむ、歪ゆがんだ愛情表現だな」

「歪んでるわね」

　黒媛と巴が、真面目まじめな顔でうなずき合う。

　スイートが、そんなふたりへ尖とがった冷たい視線を投げる。だが、なにも言い返そうとしない。すぐに、ふんっと横をむき、無視する構えをみせている。

　そう、黒くろ媛ひめと巴ともえが言うように、スイートは歪ゆがんでいる。ぐりんぐりんにねじれ曲がっている。

　だから、彼女の行動はすべて、間違っても、百歩譲っても、どんなに好意的に捉とらえても、愛情表現なんかでは決してない。ただのストレス解消だ。

　だってスイートは、『ママドラ』だから。

　ママ・ドランカー、略して『ママドラ』。

　ひとつ上の姉に対し、キュートがつけたアダ名である。

　母マ親マに頼った生活ばかりしている、母親依存症ママ・ドランカーの娘。顔の左側につけた巻き貝も、飾りなどではなく母親との通信機なのだ。

「ちょっと運動しただけで『サーベルタイガーバーム』が必要な娘こですから、大切に扱ってあげないと簡単に壊れてしまいますわね。性格はこんなにふてぶてしいのに……」

　そんなスイートの嫌味に、黒媛が大きくうなずいた。

「そうだな、最初から無理はよくない」

「……よくないわ」

　巴も、小さくうなずいている。

「だって……」

　がんばって、自分の精神を少しでも磨いて、理り刀とに迷惑をかけたくなくて、スイートに負けたくなくて。

　キュートは、しゅんとうなだれた。

　それを見たスイートが、声のトーンを上げる。

「そうそう、無理はよくありませんわ。どうせ無理したって、なぁんにもできませんのに、足あ搔がくだけ無駄というものです。自らの未熟さに一刻も早く気づくべきですわね」

「だから、きょうは息抜きを兼ねたトレーニングをしてみたらどうだ？　わたしたちといっしょに、な」

「いっしょにトレーニングするの、嫌？」

　黒媛と巴が、キュートに顔を寄せてくる。『サーベルタイガーバーム』の刺激臭をものともせず。

「嫌、じゃないけど、トレーニングって、どんな？」

「よし、決定だな」

「決定ね」

　爽さわやかな笑みの黒媛と、そっと微笑ほほえむ巴を横目に、スイートが面白くなさそうな顔をした。





三章　トレーニングdeスイミング







　放課後になると、キュートが心底嫌がっていた『サーベルタイガーバーム』とかいう塗り薬の臭においも、ほとんど気にならなくなっていた。

　理り刀とはいま、そんなキュートと並んで歩きながら、ある場所へむかっている。黒くろ媛ひめいきつけのフィットネス・ジムだ。

　学校を出て、みんなで駅へむかうのはいいのだが、なぜかスイートもついてきている。黒媛が誘ったのだという。姉妹が仲よくなるキッカケでも見つかれば、という彼女らしい配慮かもしれない。

　巴ともえと百もも香かも加え、総勢六名の集団だ。

　嫌そうな顔のキュートに、

「ふぃっとねす・じむ、というところはどんなところでしょうか？　あなたのような不器用者のお嬢ちゃまがトレーニングできるなんて……もしかして、託児所のようなところかしら？」

　スイートが相変わらずちょっかいをかけている。

　気を利かせてくれたのか、キュートとスイートの間に百香が割って入ってきた。

「いろいろありますよ、バーベルとかランニングマシーンとかトランポリンとか、キュートさんたちも、自分に合った器具でやれば楽しいですよ」

「きょうは、筋力トレーニングはしないぞ」

　黒媛も会話に入ってくる。

「？」

　キュートと百香の視線に、黒媛がふっと口元をゆるめた。

「体に無理なことをしても、思ったほどの成果は得られないからな。まずは疲れをとることを考えないと」

「それじゃ間に合わないわ」

　キュートが、唇を尖とがらせた。

　黒媛が、軽く首を振る。

「どんなことにでも、順序というものがあるからな。自分を高めるためには、焦らず、ゆっくりやることが大切なんじゃないか？　つまるところは、日ひ頃ごろの努力、というやつだ」

「ゆっくりしてる暇なんて……ないもの」

「焦っても、ゆっくりやっても、結果は同じですのに」

　すかさず、スイートがチクリと嫌味を口にする。

　キュートとスイートの視線がぶつかり、バチバチと火花が散る。

　やれやれ、と理刀は黒媛と視線を交わし、互いに肩をすくめた。

　巴が、心配そうな顔をキュートたちへむけている。

　百もも香かだけが、ニコ～と笑顔をつくり、

「日本では、『ケンカするほど仲がいい』っていうんですよ」

　幸せなことを口にする。

　一瞬だけ、キュートとスイートの目が百香に集まるが、すぐにまた互いに視線をぶつけ合う。

「あたしとスイートが仲よし？　あり得ないわ」

「頭を下げて頼めば、仲よくしてあげないこともありませんわよ」

　またまた、魔界の少女たちの視線がバチバチと音をたててぶつかり合う。

　やれやれだ。




　黒くろ媛ひめがいつも通っているというフィットネス・ジムに到着した理り刀とたちは、そこで初めてトレーニング内容を聞かされた。

　水泳、だという。

　疲れた筋肉を解ほぐしつつ体を鍛えるには、泳ぐことがいちばんだ。事前にジムへ連絡を入れ、人数分の水着を用意してもらったから、と黒媛と百香がさっさと女子更衣室へむかう。ちょっと頰ほおを赤くした巴ともえも、彼女たちのあとに続く。

「泳ぐの？」

　と、キュートが顔を強こわ張ばらせた。

「そういえばあなた……」

「上等じゃない！」

　スイートの言葉を遮り、なぜか握り拳こぶしをつくったキュートも女子更衣室へ。

「ちょっと、お待ちなさい」

　スイートも、大きく揺れるツインテールを追って足早に更衣室へ入っていく。

　ひとり取り残された理刀は、男子更衣室のドアに手を伸ばした。

　水泳……。

　といえば水着。

　みんな、水着に着替えるの？

　あ、ヤバイ、鼻血が出そうになってきた。

　理刀は、大きく深呼吸を繰り返しながら更衣室へ入った。

　落ち着け落ち着け……、冷静になれ。

　しかし……、水着なんて。

　黒媛はナイスバディで、巴はスレンダーで、キュートとスイートと百香はロリロリで。

　いったい彼女たちは、どんな水着を……。




　女子更衣室に入ったキュートは、指定されたロッカーを開けた。中には、ハンガーにかけられた水着が一着。

　水色のワンピースタイプ。腰の周りに、ひらひらとした飾りがついている。

「それしかないと言われたんだが、気に入らないか？」

　横から、黒くろ媛ひめがロッカーの中を覗のぞき込こんできた。

「きゅ、そんなこと、ないわ。水着なんて、泳げればなんだって……」

「そうか、よかった」

　黒媛の嬉うれしそうな顔を見れば、「こんなお子様デザインは嫌だ」とはとても言えない。

　仕方なく、笑みが崩れないよう気をつけながらシャツのボタンに手をかける。

「まあ、この水着、可愛かわいらしいですわね」

　横で、スイートが自分の水着を手に取って眺めている。キュートのと同じデザインだが、色は黄色だ。

　黄色より空色のほうがずっとマシだが、スイートとお揃そろいはちょっと……。

　そう思いながらも、文句は口にしない。

　せっかく黒媛が好意で用意してくれたんだし、着てしまえば自分の格好なんて見えないし、ここにはトレーニングをしにきたんだし、と自らに言い聞かせる。

　なによりも、意外に素直な反応を見せているスイートと比べ、わずかでも不満を抱いた自分が情けなくなった。

　ふと横を見ると、黒媛の大きな胸が目に飛び込んできた。

　うわっ、と驚きの声がこぼれ落ちそうになる。近くで見ると圧巻だ。しかも、ただ大きいだけじゃなくかたちも整っている。理想的、と言い換えてもいい。

　なぜこうも重力に逆らうことができるのだろう？　浮遊術式で周囲を覆っているのだろうか？　とバカらしい疑問が頭を過よぎる。

　服を脱ぐと、着ていたとき以上に体の線が細く見えるのに、この胸だけはブラを外しても変わらない。いや、むしろ大きく見えるから不思議だ。かといって、バランスが悪くなることもなく、亜あ威い黒媛という少女の色香を十二分に発揮している。

「おっきいわねぇ～」

　思わず、その言葉がため息混じりにもれ出てしまう。

　ついでに、指でつついてみた。ぷるるんるん、と揺れるそこには、弾力とやわらかさが見事なまでに共存していることがわかる。

　黒媛が唇をゆるめながら、キュートの肩をコツンと小突く。

「こら、つつくな。くすぐったい」

「きゅ、あ、ああ、ごめんなさい」

　キュートは、サッと前にむき直り、急いで上着を脱いだ。なにかに引き寄せられるように触ってしまったが、よくよく考えると失礼なことである。

　それでもやっぱり、もう一度チラリと黒媛へ目をむける。

　テキパキとした動きでスカートと下着を脱ぎ、競泳用の水着に大きな胸を押し込んでいる。水着に押さえつけられても、そのボリュームはわずかも衰えない。

　胸の大きな女性は、もうそれだけでひとつの存在感を醸し出しているから、ハッキリ言って羨うらやましい。

　フォンターナ家の長女、｛魔界の至宝｝スキュースしかり、だ。三女のリイザもかなり大きいが、黒くろ媛ひめのそれはまたタイプが違う。健康的でスポーティな躍動感がある。

　本人たちにしてみれば、無駄にボリュームのある肉は邪魔なだけ、肩も凝る、とマイナスだらけなのかもしれないが、ぺったんこな人間にとっては憧あこがれるのだ。ないものねだり、ともいう。

　黒媛の胸が水着にすっかり収まったあと、キュートの視線は、圧倒的な乳房の弾力によってポヨヨ～ンと跳ね飛ばされ、彼女のむこう側にいる巴ともえに移った。

　黒媛も細いが、巴はさらに細かった。しかしガリガリというわけではない。無駄な肉がほとんどなく、少女としてのやわらかさを必要最小限にとどめている、といった感じだ。

　濃い若草色のブラとパンティを脱ぐ前に、バスタオルを巻いて胸から下を覆い隠し、それからもそもそと下着を脱いでいる。堂々と着替えている黒媛と違って、女の子同士でも見られるのが恥ずかしいようだ。

　巴の後ろではすでに、セパレートタイプの水着に着替えた百もも香かが、ベンチの上で丁寧に脱いだ服を畳んでいる。ペンギンの絵柄がついた水着が、彼女にとても似合っていた。

　キュートも、急いでお子様水着に着替えた。空色の水着は、体にピッタリだった。腰のひらひらも、着てみると意外と可愛かわいい気がする。












　それでも、「お子様」水着がピッタリな自分って……、考えると気が滅め入いりそうなので、いっしょに入っていた水泳帽に丸めた銀髪を押し込みながら、急いでロッカーを閉めた。

　気持ちを切り替える。

　さて、訓練開始だ！

　振り返ると、入口横のベンチに座ったままいまだ服どころか帽子や巻き貝さえ取っていないスイートと視線がぶつかった。膝ひざの上で、黄色のお子様水着を握り締めている。

　ふん、と目をそらされる。

　みんなが出ていくのを待っているのだろう。アレを見られたくないから……。

　それがわかるから、キュートは黙っていた。だが、なにも知らない黒くろ媛ひめが、

「着替えないのか？」

　タオルを首にかけながら、スイートに声をかけた。

「すぐに着替えますわ、わたくしに構わず先にいってて下さい」

　ベンチから立ち上がったスイートが、自分のロッカーに歩み寄る。

「そうか、それじゃ先にいってるから。プールは、廊下の先を右だから」

　言って、黒媛が更衣室を出ていく。

「……お先に」

「早くきて下さいね！」

　巴ともえと百もも香かも。

　キュートは、スイートとふたりきりになった更衣室で、二秒ほど彼女と視線をぶつけ合ったあと、自然な仕草で目をそらした。

　アレを懸命に隠そうとしている彼女を、いまは攻撃したくない。やはり、口くち喧げん嘩かは対等な立場でやるべきものだ。

「早く着替えてきなさいよ」

　軽い調子で声をかけたあと、ドアノブに手を伸ばす。

「いつ着替えようが、わたくしの勝手ですわ」

　憎まれ口を叩たたくスイートだが、その声はどこか弱々しく、いつもの張りがない。

　ドアを開け、廊下へ出た。その際、肩越しに振り返ってスイートを見た。

　帽子を取り、ようやく着替え始めた彼女の姿からすぐに目を離し、扉を閉めた。




　水と薬品の匂においが充満したプールサイドで、黒媛たちが準備運動をしていた。理り刀との姿もある。他ほかに人の姿はない。貸し切り状態だ。

　キュートは、廊下よりずっとあたたかな室内を見回した。広く、そして静かで、暖房もちゃんと効いている。

　みんなの輪に交ざり、見よう見まねで体を動かした。意外に楽しい。だが、理刀の水着が、ググッと角度のついた生地の少ないものだったため、少々目のやり場に困ってしまう。

　理刀と初めて会った夜、やむにやまれぬ事情から、いっしょに浴室へ入ったことを思い出した。あのときは、彼と並んでシャワーを浴びた。自分は一糸もまとわず、彼は水着姿で目隠しをして。

　キュートは、急に恥ずかしくなった。

　理り刀とはいま、目隠しをしていない。自分のお子様水着姿を見ることができる。

　水着は、体にピッタリとしたもので……、ということは、体のラインが彼にバレバレであるということで……、胸にもパットは入れてないから……。

　微笑ほほえんでいる彼の目に、自分はどう映っているのだろう？

　やはり、子供っぽいと思われているのだろうか。ひらひらお子様水着だから、仕方がないのかもしれない。密ひそかに自信を持っている髪も、いまは水泳帽の中に押し込んでいるし。

　でも……、できることなら、「お子様」ではなく「可愛かわいらしい」と見て欲しい。

　そんなことを考えながらも、キュートはできるだけ笑顔を心がけた。

　理刀の目が気になる。ちょっと腰の辺りに視線がいっているような……。ひらひらは、やっぱり子供っぽい？

　彼と視線が重なった。

　頰ほおの辺りが熱くなる。熱が、目元や額ひたいへひろがっていく。

　きっと、顔全体が赤くなっているに違いない。

　恥ずかしい。

　慌てて目をそらした。どうしよう、なんだかとても照れくさい。彼の水着も、けっこう際どいし……、やだ、なにを考えているんだろう。

　頭が混乱してきた、とそのとき……、

「……水中眼鏡めがね」

　ぼそりとつぶやいた巴ともえが、足早にプールサイドから出ていった。

　更衣室に、水中眼鏡を忘れてきたのだろう。彼女の細い背を見送るフリをしながら、キュートは理刀に背をむけ、顔の火ほ照てりを隠した。

　更衣室？

　キュートは、アッと口に手を当て、すぐに巴を追って走り出す。

「キュート？」

「あ、あたしも更衣室に用事が……」

　理刀に適当な言葉を返し、廊下に飛び出した。

　更衣室ではいま、スイートが着替えているはず。帽子を取って、ワンピースや下着を脱いで……。

　そんなところへ巴がいけば……。

　更衣室の扉を開けた。

「！」

　巴が、床の上で仰あおむけに倒れている。それを見下ろしているのは、水着姿のスイートだ。

　開いたドアの音で、スイートが弾はじかれたように水泳帽をかぶった。

　彼女の怯おびえたような目が、キュートに突き刺さってくる。だが、相手が自分の妹だとわかった途端、怯えが苛いら立だちに変わった。

　キュートとスイートの視線が、正面からぶつかり合う。が、珍しくスイートが先に顔をそらした。

「なにか、言いたいことがあるようですわね」

「見られたの？」

「ふん、人間に見られたところで、痛くもかゆくもありませんわ」

「だったら、どうして巴ともえは倒れてるの？」

「い、いきなりドアを開けるような失礼をなさったから、ば、罰ですわ」

「ふ～ん、罰ねぇ」

　キュートは、倒れた巴の横に屈かがみ込こみ、彼女の頰ほおに触れた。スベスベの肌に外傷はない。

　彼女の上体を抱き起こし、呼びかける。

「巴、大丈夫？　巴？」

　ちょんちょんとかたちのいい鼻をつつくと、彼女の長いまつげがピクリと動いた。

「巴？」

　巴の目が、薄く開く。

「ん、キュート？　わたし、どうしたの？　水中眼鏡めがね、取りにきて、それから……」

「起きられる？」

　キュートは巴に肩を貸し、彼女が立ち上がるのを手伝った。

　スイートが、黙ってそれを見ている。

　巴は、なぜ床に寝ていたのかよくわからない、といった表情ながら、ロッカーの中から忘れ物を取り出し、プールへ戻っていった。

　キュートは、そんな彼女の背に、「ごめんね」と小さく声をかけた。




　プールに入った理り刀とは、女の子たちの水着姿をチラチラと横目に見ながらドキドキを懸命に抑えていた。

　黒くろ媛ひめと巴が、競泳用。百もも香かがペンギン模様のセパレート。そして、キュートとスイートが、腰回りにひらひらとした可愛かわいらしい飾りのついた、ちょっと幼さを強調した水着。

　みんな似合っている。直視できないけど。

　黒媛の胸や、巴の体の線や、百香のおへそや、キュートの可愛らしさは、もはや犯罪だ。ずっと水に入っていないと、とんでもないことになる。か、下半身のアイツが……。

　いつの間にか、監視員の指定席に毒どく舌ぜつ丸まるが座り、『パソコン入門』を読んでいる。彼女の水着は、女性陣の中では最も刺激的なビキニである。色は潔いくらいに黒。いつもスーツを着ているからわからなかったが、かなりナイスバディだ。

　理刀はそれでも、いちばん気になるキュートへ目をむけた。彼女はいま、プールサイドに座り、足だけを水の中に入れてバシャバシャやっている。

「泳がないの？」

「きゅ、あ、あとで……」

「気持ちいいよ」

「そうね、気持ちよさそうね」

　水に入らず、視線だけを泳がせているキュートである。

　ピンときた。

「もしかして、泳ぐの、苦手？」

「きゅ……苦手、というか……泳げない、というか……」

「練習すれば、泳げるようになるよ。オレ、手伝うからさ」

　理り刀とは、キュートへ真まっ直すぐ手を伸ばした。

　彼女が、自信なさそうにその手へ目を落としたあと、周りに顔をむけた。

　プールの中ではすでに、黒くろ媛ひめがクロールでガンガン泳いでいる。巴ともえは、浮き輪を使っている百もも香かといっしょに、のんびり漂っているだけ。毒どく舌ぜつ丸まるは、監視員席で相変わらず『パソコン入門』に目を落としており、スイートは、プールサイドをテクテクと歩き回っていて、水に入ろうとしない。

　キュートがもう一度、理刀の手に目を戻した。そして、恐る恐る腕を伸ばしてくる。

　理刀は彼女の手をつかみ、やさしくプールの中へ引き入れた。

「あっぷ、うぷ、放さないでね、放しちゃダメよ、ダメだからね」

　キュートが、理刀の腕にしがみついてきた。

　なにかやわらかいものが、プヨン、ムニュ、フワンと腕や腰や太ももに押しつけられてくる。密着状態が、なんというか、素晴らしい！

「大丈夫。放さないよ。ほら、両手を持って、まずはバタ足の練習をしよう」

　気合いと根性で平静を保ちつつも、ドキドキが加速していく理刀である。

　嬉うれしいやら楽しいやら恥ずかしいやら気持ちいいやら狂おしいやら……要約すると、快感の二文字が最も相応ふさわしい。

　理刀は、キュートのやわらかいぷにぷにとした両手を持ったまま、ゆっくりと水の中を引っ張った。彼女は、必死でバタ足をしている。それでも、顔をつけようとしない。

「顔を水につけて、ブクブクブクって息吐いてみて」

「できないわ、水は嫌なの」

「できなきゃ、泳げないよ」

「きゅ～、でもぉ……」

「手、放そうか？」

「……イジワル」

　泣きそうな顔になりながらも、キュートは大きく息を吸い、水の中に顔をつけた。が、ブク、とひとつ泡をつくっただけで、すぐに顔を上げてしまう。

　目をギュッと閉じ、プフェ、とちょっとマヌケな顔で水を吐いたあと、ケヘケヘと咳せきを始めた。

　どうやら、息を吐かず水を飲んでしまったらしい。

　可愛かわいいし、やさしくしてあげたいと思いはしても、ここで甘くすればキュートは一生泳げないかもしれない。彼女の周囲には、この公爵家の末娘に厳しい人はひとりもいないようだから。

「息を吐かなきゃ」

「やっぱりダメ、あたしできない……」

「ひとりで泳いでみる？」

　すでに、プールの真ん中辺りまできているから、いちばん近くのプールサイドまで、少なくとも六、七メートルは泳がなければならない。深さも理り刀との肩ほどまであるため、キュートの足はつかないだろう。

「きゅ」

　気持ちがムズムズしてくるほど愛らしくも情けない顔で、涙を浮かべたキュートがギュッッッと目を閉じ、大きく息を吸い込んだ。

　そして、水に顔をつける。

「そこで息を吐いて！　思いっきり！」

　理刀の声に、キュートがブクブクブクと息を吐くことでこたえてくれる。

　いち、にぃ、さん、プヘェ、と顔を上げたキュートが、すぐに片手で自分の顔を拭ぬぐう。

　苦しそうだし、情けない顔をしているが、空色の瞳ひとみは喜びに輝いていた。

「息を吐けたわ！」

「なんだって、一生懸命やればできるさ」

「できたっ！」

　キュートがまた、水に叩たたきつけるような勢いで顔をつけ、ブクブクブクっと息を吐く。まだ泳げたわけでもないのに、大はしゃぎである。

　いち、にぃ、さん、しぃ、ごぉ、ペフェ、と顔を上げ、

「今度は五秒保もったわ！」

　彼女の笑顔につられ、理刀も思わず頰ほおをゆるめた。

　ブクブク、プヘェ、ブクブクブク、パァ、と何度も繰り返すキュートは、見ていてとても可愛らしい。

　彼女の小さな手を握ったまま、ずっとこうしていたいと思う理刀である。




　三〇分もしないうちに、キュートは犬かきをマスターした。犬かきというよりは、ナマケモノ泳ぎと命名したほうがしっくりくる泳法だが、本人は大満足の様子である。

「新記録よっ！」

　一〇メートルラインで、キュートが手を振っている。溺おぼれて助けを求めているようにも見えるが、本人は、格好よく立ち泳ぎをしているつもりなのだ。

　それでも、短時間でここまで泳げるようになるとは、理り刀とにも予想外だった。

「凄すごいよキュート」

「理刀の教え方が上じよう手ずなのよ」

　嬉うれしい言葉を返してくれる。

　会ったばかりの頃ころ、ちょっとしたすれ違いからキュートは素っ気ない態度で理刀と接していた。そんなツンとしたところもよかったのだが、やさしく素直な彼女はその何十倍も可愛かわいらしい。

　理刀はホッとひと息つき、周囲へ顔を巡らせた。

　それまでガンガン泳いでいた黒くろ媛ひめが、ようやくプールサイドへ上がるのが見えた。

　巴ともえと百もも香かはまだ、浮き輪につかまってのんびりと仲よく浮いている。

　毒どく舌ぜつ丸まるはずっと同じ姿勢のまま『パソコン入門』から顔を上げない。

　そしてスイートは……。

　理刀は、キュートと色違いの水着を着た彼女が、プールサイドに座り込んでつまらなさそうにしていることに気づいた。ひとりで、顔の左側につけた巻き貝をいじくっている。

　お尻しりの部分がずれた水着をパチンと指先で直しながら、黒媛がそんな彼女へ歩み寄っていく。

「泳がないのか？」

　その言葉を受けるなり、ムスッとした表情で立ち上がったスイートが、くるりとプールに背をむけて歩き出した。

　黒媛が、無言でそれを見ている。

　理刀は少しだけ声に力を込め、スイートの背に声をかけた。

「いっしょに泳がない？」

　いっしょに、という言葉を強調したつもりだったのだが……。

「わたくし、そろそろ帰りますわ。あなた方と違って、暇じゃありませんの」

　スイートの口から出てきたのは、素っ気ない返事だった。そのまま、振りむきもせず歩き去っていく。

　ツンとした姉の態度に、プールの中のキュートが、眉まゆ根ねにシワを寄せる。

「放ほうっておけばいいわ。スイートって、昔からああなの。集団行動ができないのよね」

「少しずつ慣れていけばいいさ」

　そう言って、黒媛が肩をすくめた。

　スイートの小さな背中が、顔の左側につけた巻き貝が、水泳帽からこぼれ落ちた十数本の三つ編みが、腰回りのひらひらが、「バイバイ」という言葉もなく離れていくことに、理刀は寂しさを感じた。

　こちらも、「バイバイ、またあしたね」と返せない。

　それがなんだか、とても、嫌だった。




　スイートが帰ってから一〇分もしないうちに、突如、とうとつに、いきなり、なんの前触れもなく、

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「キュートォー！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　プールサイドに大勢のお姉様方が現れた。百人近くはいるだろうか……。

　全員、水着姿である。

　色とりどりの水着、水着、水着、水着、水着。まさに極彩色。目がチカチカしてくるほどだ。しかも、ナイスバディばかり。

「きゃー、キュートぉ、泳げるようになったのね、凄すごいわ」

「キュートはがんばり屋さんだから、なんでもできちゃうのよね」

「わたしたちも仲間に入れて！」

　お姉様方が、プールの中へ次々と飛び込んでくる。中には、水の上を歩いたり滑ったりしているお姉様もいるから驚きだ。

　瞬く間に、理り刀とたちはお姉様方に囲まれてしまった。

　右を見ても左を見ても上を見ても、お姉様、胸、お姉様、肩、お姉様、うなじ、お姉様、鎖骨、お姉様、巨乳、お姉様、美乳、お姉様、豊乳、お姉様、胸、胸、胸、胸、胸……。

　芋洗い状態ならぬ、胸洗い状態である。水にタプタプと浮かんでるし……。

「きゅーっ！　もうっ！　フェリシエお姉様もキリカお姉様もアイスお姉様もキーラお姉様もメアお姉様もココナお姉様もサヴァーお姉様も、とにかくみんな練習の邪魔よっ！」

　キュートが大声で叫ぶが、だれも言うことを聞かない、というか聞こえていない。もしかしたら聞こえないフリをしているのかもしれない。

「やんもう、水かけないでよぉ」

「ほらほら、水鉄砲ぉ」

「やだぁ、髪が濡ぬれたでしょ」

「ほらほら、この水竜、カワイイでしょ」

「なによ、こっちだって水芸にかけちゃ負けないからね」

「危ないわよ、確か、その辺に人間がいたはずだから……」

「いいっていいって」

　いや、よくないだろ。いったい、お姉様方はなにをやろうとしているんだ？

　理刀は、胸やお尻しりに押されながらも、そばにいたキュートに手を伸ばした。これでは練習ができないため、一時プールサイドに避難しようと思ったのだ。

　だが、この胸洗い状態のプールから脱出することはできなかった。

　水が爆発したからだ。

　爆発した……。

　少なくとも、理刀はそう感じた。

　まるで花火のようにひろがった水みず飛沫しぶきに視界をふさがれたと思った直後、水の塊が理刀の顔面を殴りつけてきた。

　ジャブジャブ、右フック、左ボディ、アッパー、とどめはコークスクリューブロー！　とばかりに全身を殴りつけられた。弾はじき飛ばされ、お姉様のだれかにぶつかり、意識を半分飛ばしながら水の中へ。

　鼻と口の中に、大量の水が入ってくる。早く水から出なきゃ、とそう思うものの、水の流れが強く、なかなか浮かび上がれない。

　いつの間に流れるプールになったのだろう？　しかも、これは激流じゃないか！

　理り刀とは、必死で手足を動かした。だが、強い流れには逆らえない。

　魔力を消し去る『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を持っていても、動いた水を「動かなかった」ことにはできない。つまり、理刀の体に触れた時点で、水を動かしていた魔力は消え去るが、流れる力はそのまま残っている。

　あ、やばい、息が……。

　わずかに残った意識の片隅で、警鐘が鳴り響く。やばいヤばいヤバいヤバイ……。本当に、ヤバイ。

「理刀ぉ！」

　どこかずっと遠くから、キュートの声が聞こえたような気がした。




「理刀？　ねえ、理刀、しっかり！」

　キュートは、プールサイドに引き上げられ、仰あおむけに寝たまま動かない理刀に寄り添い、その頰ほおをピシャピシャと叩たたいた。が、反応がない。

　彼の唇は、紫色に染まっていた。その端から、水の流れが一筋。

　溺おぼれて、完全に意識を失っている。

　呼吸も……、していない。

　お姉様の防護魔法に、理刀はひとりだけ助けてもらえなかった。彼の『混沌とした実在』が、自分を守ってくれるはずの魔法を打ち消してしまったのだ。

　キュート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人は、お姉様たちがつくり出した水竜と大おお水みず亀がめと水すい虎こと人魚部隊とクラーケンの大激突から防護膜によって守ってもらった。傍若無人に暴れ、はしゃぎ回るお姉様たちだが、その辺はしっかりしている。というか、百人近くもいれば、だれかが気を利かせて助けてくれる。

　助けてもらったのか自分で災難をかわしたのか、キュートのそばに立った毒どく舌ぜつ丸まるが、理刀の顔を覗のぞき込こんだ。彼女の瞳ひとみは碧あおに染まっている。一〇分先の未来を〝視みて〟いるのだ。

「どう？」

　キュートの問いに、毒舌丸が落ち着いた声を返してくる。

「このままでは、春日かすがさんの脳に障害が残ります。早く意識を取り戻させないと……。ですが、彼は我々の魔力を退けてしまいますので、魔法ではどうすることも……」

「そんな、どうしたら……」

　涙が出てきた。

　理り刀とが、理刀が、理刀が……。

　自分のせい。自分がここにいたから、お姉様たちが遊びにきたのだ。

　涙があふれてくる。

　キュートの周りで、お姉様たちが申し訳なさそうに理刀を見下ろしている。

「救急車ってのを呼んだほうがいいみたいね」

「この子、魔法を消しちゃうんでしょ？　跳んで運ぶってわけにもいかないわね」

「体の中から水を取り出すこともできないなんて……不便よね」

　顔を見合わせているお姉様たちは、だれも動こうとしない。彼女たちは、こういった事態にはまるで慣れていないのだ。

　生まれながらに、怪け我が人や病人は治癒魔法を使える者にまかせ、不測の事態に陥ったときは自らの魔力で対処しなければならない、という環境で育った魔界人だから、魔力ではなにもできない、という状況には不慣れなのだ。根本的に、解決法が思い浮かばないのである。

　それは、キュートも同じだった。もちろん、毒どく舌ぜつ丸まるも。

　だが、その毒舌丸が、慌てる様子など微み塵じんも見せず、お姉様たちへ目をむけた。いや、正確には、お姉様たちを搔かき分けてやってきた黒くろ媛ひめへ、である。彼女の後ろから、百もも香かと巴ともえも姿を現す。

「春日かすが？　気を失っているのか？」

　黒媛が、素早くキュートのむかいで膝ひざを折り、理刀の顔を覗のぞき込こんだ。そして……。

「きゅっ!!」

　キュートは、驚きに空気の塊を吞のみ込こんだ。涙の味が、ツンと鼻を突く。

　黒媛が、倒れたまま動かない理刀に覆い被かぶさるようにしてキスしたからだ。

「く、く、黒媛……な、な、なにを……」

　驚きに舌が回らなくなったキュートを無視して、黒媛が顔を上げた。だが、すぐにまた理刀にキスをする。

「大丈夫、人工呼吸よ」

　キュートの横に座った巴が、そっと肩を抱いてくれた。心を支えてもらえたような気がして、少しだけ焦りが消えた。

　ジンコウコキュウの意味がよくわからないが、理刀を助けるためには必要な行為のようだ。でも……。

　胸の前で手を握り合わせた百香が、理刀と黒媛をジッと見つめている。

　黒媛が、何度か理刀にキスしたあと、彼の胸を両手で数回押した。そしてまた、キスを繰り返す。なにかの儀式のように。

　理刀の唇と黒媛の唇が重なるたび、なにかがチクッ、チクッと胸の奥に刺さってくるのを感じた。

　なんだろう？

　チクッ、チクッ、チクッ……。

　あまり好きな感覚じゃない。

　むしろ嫌いな……なにか。

　これはなに？

　理り刀とと黒くろ媛ひめの唇が重なる。

　何度も、何度も、何度も。

　チクッ、チクッ、チクッ。

　なんだか、嫌だな……。

　こんな感覚は、嫌だな……。

　理刀のためだけど、嫌だな……。

　不意に、ゲホッ、と理刀が水を吐き出した。ゲホゲホッと咳せき込こみながらも、水を吐き出し続ける。

　彼が、意識を取り戻したようだ。

　お姉様たちが歓声をあげた。拍手もついてくる。抱き合い、飛び跳ねているお姉様たちもいる。両手をあげているお姉様も。

　百もも香かもいっしょになって跳ね回っている。

「……よかった」

　巴ともえが、ぽそりと安あん堵どの息をもらした。キュートの肩にのっていた彼女の手が、静かに離れていく。

　よかった。本当によかった。でも……。

　このどこか重い気持ちは……いったい……なんだろう。




　──木曜。

　発表会の三日前となったきょう、舞台の感触や立ち位置などを確かめるため、会場となる三階講堂が一日限定で生徒たちに開放される。それどころか、必要な場合は宿泊も認められているのだ。

　スターライトたちはもう、授業どころではない。

　スターライトばかりでなく、キュートとペアを組んでいる理刀も、内心とんでもなく緊張している。

　去年は観みる側だった。緊張感もなにもない観客として、スターライトたちの演技を楽しんでいればよかったのだ。

　でも今年は……。

　会場には、学院内外の人間が一〇〇〇人近く集まってくる。

　緊張する。




　放課後、スターライトたちがさっそく三階にある講堂に集まってきた。

　理り刀ともその中に交ざっている。

　キュートや黒くろ媛ひめや巴ともえもいる。《星影祭》には出ない百もも香かもいるし、隅のほうには、きのうプールに入りもせずに帰ったスイートの姿もある。

　講堂の舞台は、間口一一メートル奥行八・五メートル……、だともらったプリントに書いてあった。その上で、一〇分間以内にインパクトのある演技を終えなければならない。

　まだほとんど演技内容を決めていない理刀は、少々焦っていた。

　ほとんど、というか全部がキュートの演技になるだろう。だからといって、彼女に丸投げというわけにもいかない。ペアを組むからには、彼女の負担を少しでも減らしてあげるのが自分の役目だと思っている。

　それでも、客席の多さを見るとさらに緊張感が膨れあがってくる。一〇〇〇脚はあるだろうか……、二階席まであるし……。普通の劇場など及びもしない数である。まさに超のつく大劇場だ。それだけの目に注視されると考えただけで、ゾクリと背筋が寒くなる。

　それでも、と腹の底に力を入れる。

　緊張感をバネにやるしかない。大勢の観衆を前に少しもあがらないヤツはいないのだから。自分ひとりだったら緊張に押し潰つぶされるかもしれないが、キュートがいてくれる。いっしょにがんばれる。だから、きっとやれる。

　理刀は、自分にそう言い聞かせた。

　しばらくすると、スターライトたちが舞台上で動き始めた。

　順番に舞台の広さを確かめたり、歩幅を測ったりしたあと、それぞれ思い思いに演技練習を開始する。

　理刀はまず、彼らの演技を観客席から眺めることにした。自分たちの参考になるかも、とそう思ったからだ。

　ひとりの男子生徒が、おもむろにお手玉を始めた。と、隣の生徒が次々と新しい手玉を投げ渡していく。

　最後には通常では考えられない二〇個近くの数を回転させるまでに至る、という技は風系統を操る【精霊使いエレメンタラー】だからこそできる技に違いない。風の道をつくり、その中に手玉を放ほうり込んでいるらしい。その証拠に、彼の髪が風を受け激しくなびいている。

　一方では、用意された段ボールの中に女の子が入り、フタを閉めたかと思うと、次の瞬間には箱の横に現れ、相方の娘となにやら顔を寄せて話し始めた。【無を歩く者ナツシングウオーカー】の能力者だからこそできる脱出芸である。箱に入った美女を剣で突き刺すマジックショーを連想させられたが、もしかしたら、似たようなことをやろうとしているのかもしれない。

　その他ほかにも、手から小さな噴水をあげている者、ほんの数センチではあるものの宙に浮いている者、全身を淡く発光させている者、と様々である。

　だが、これは！　というものがない。まだみんな、舞台の感触をつかもうとしている段階だから、軽く流しているようだ。

　キュートの幻術をどのように演出すれば、観客にインパクトを与えることができるのだろう？　なんとなく、彼女が他ほかのだれかになってみせたら面白いかも、などと考えてはいるのだが。

　例えば有名な女優や芸能人とか、また｛魔界の至宝｝スキュース・フォンターナになってみるとか……。キュートに可愛かわいい服を着てもらうのも、案外いいかもしれない。そして自分が、ちょっとした無言劇なんかで笑いをとれば……でも、いまいちピンとこない。

　演出、演出、演出……、考え始めると、その難しさがよくわかる。

「理り刀と、あたしたちも練習しましょ」

　不意にキュートが、舞台の上から声をかけてきた。

　そのとき、

「夜く闇ろの不知火しらぬい、濃あ紅かの邪眼、玉し随ろの火花、汝なんじらを不朽の劫ごう火かから救い出さん、起たちて幽光ひかりに集え、灼しやく爍しやくとした宇そ宙らに背をむける者たちよ、我が声に頭こうべを上げよ」

　透き通った巴ともえの声が聞こえた。

　それにこたえ、舞台の床から三体の死霊が浮かび上がってきた。ボロボロになった黒っぽい制服は、旧日本軍の軍服だろうか？

　おおぉっ、とスターライトたちから感嘆の声があがる。

「さすが｛謎エニグマ｝だよな」

「いつまでもエメラルド第二級なんて、ちょっとおかしいよ。どう考えたってダイヤ第一級だろ」

「霊的濃度がハンパじゃないもん、ほんと、スゲェな」

　そんな周囲の反応に、舞台の隅に立っていた巴が、顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。

　彼女のそばにいる黒くろ媛ひめが、満足げに死霊を眺めている。

　三体の死霊が、互いに手を取り合って輪をつくり、くるくると回り始めた。本来なら微笑ほほえましいはずの動きなのに……。一種異様な光景だ。

　また、おおぉっ、という声があがる。

「強敵ね」

　舞台から下りてきたキュートが、細い腕を組みながら死霊たちを見上げた。

「『強敵』、と書いて『とも』と読むんだよ」

　理刀は、すかさず教えてあげる。

「なんで？」

「『ライバル』って、『好敵手』って意味だろ、たぶん、それの進化形だと思う」

「ふ～ん、よくわかんないけど、ニッポン国って、人間界の中でも言葉の意味が複雑な国なんでしょ？　『強敵』をわざわざ『とも』と読むなんて、なんか奥が深そうね」

　キュートが、理刀の適当な言葉に真剣な顔でうなずいた。

　と、そのとき、

「さあ、おいでなさい！」

　舞台に跳び上がりながら、鋭く叫ぶ人物がいた。スイートだ。

　すると、新たに三体の死霊が床の中から飛び出してきた。ボロ雑ぞう巾きんのような衣服は、かろうじて元がスーツであったことがわかる。

　さすが魔族なだけあって、呪じゆ文もんの暗唱を必要としない。

　これで、舞台上に六体の死霊が現れたことになる。

　手を取り合い、憑つかれたようにぐるぐると回っていた巴ともえの死霊たちが、ピタリと動きをとめた。そして、ギロッとスイートが喚よび出だした死霊たちへ目をむける。

　スイートの死霊も、ギョロギョロと眼球を動かしながら、メンチを切り返している。

　舞台上の空気が、ピ───ンと張り詰めた。

　巴が、きょとんとした顔でスイートを見ている。

　一方、スイートのほうは、わずかにアゴを上げ、ふふんと余裕の表情を浮かべている。

　理り刀とは、ゴクリと唾つばを吞のみ込こんだ。

　隣のキュートも、胸の前で両の拳こぶしを握り締めている。

　周りのスターライトたちも、だれひとり、ひと言も発しない。

　巴の死霊vsスイートの死霊。

　場の空気が、その一点に絞り込まれていく。

　スイートが、余裕の笑みを口元に貼はりつけたまま、巴の死霊たちへ見下したような目をむけている。そしてゆっくりと右手を顔の前にあげ、パチンと指を鳴らした。

　それがキッカケだった。

「！」

　闘いが始まった。

　スイートのスーツ死霊たちが、巴の軍服死霊たちへいっせいに襲いかかっていく。

　スーツと軍服をまとった死霊たちが、正面から激突した。

　敵も味方も入り乱れてのガチンコ勝負だ。

　理刀の目には、操り糸のない滑こつ稽けいな人形劇に見えてしまうのだが、やっていることは凄すさまじいものだった。

　スーツ死霊が右フックをきめれば、軍服死霊も負けじと左アッパーを叩たたき込こむ。

　その反動で飛んだスーツ死霊の頭部を、別の死霊がサッカーボールのように蹴けり飛とばした。その頭をジャンピングキャッチで受けとめた仲間の死霊が、ラグビーのタッチダウンよろしく、元の持ち主へ頭を戻す。

　その横では、スーツ死霊が軍服死霊の頭を両手でつかまえ、その腹にムエタイ選手も真まっ青さおの鋭さで膝ひざ蹴げりを連打している。

　軍服死霊が殴った。スーツ死霊が蹴った。軍服死霊が頭突きを入れた。スーツ死霊が肘ひじを突き入れた。

　どこか冗談のような死霊たちの攻防は、一進一退のまま果てしなく続くかに見えた。が、三分もしないうちに、徐々に戦いの均衡が崩れていった。

　スーツ死霊が一発殴れば、軍服死霊が二発殴り返すというかたちになり、二発が三発、三発が五発、五発が一〇発と、気づいたときには一方的な展開になっていた。

　巴ともえが喚よび出だした軍服死霊が、スイートが召喚したスーツ死霊をボコボコに殴り始める。

　ただ殴るだけじゃない。普通に蹴けるだけでもない。

　自らの頭部にヒビが入るほどの頭突き、自らの拳こぶしが砕けるほどの連打、足の骨が折れるほどの回まわし蹴げり、相手から折り取った肋ろつ骨こつでの凶器攻撃と、もはや極楽行き暴走特急状態である。極楽に逝いけるだけ、スーツ死霊たちは幸せかもしれない。

　理り刀とは、心の中で手を合わせた。

　ナムアミダブツ。

「きゅ、巴の死霊……なんか、凄すごいわね」

「凄いね」

　凄い、としかコメントできない。それほどまでに、軍服死霊の攻撃は凄すさまじかった。

　頭をかじり始めたヤツもいる。

「きゅ、ダメ、あたし、あんなのダメなの」

　キュートが、理刀の肩口をつかみ、顔を押しつけてきた。舞台上を直視できないらしい。

　理刀も、ちょっと見るのがつらかった。

　軍服死霊たちが、スーツ死霊たちを頭からバリバリと食べ始めたからだ。

　バリバリバリバリパリポリグチャニチャバリゴリグリモグモグムグ………、ゴクン×三。

　ワンサイドマッチ終了。

　唇を強こわ張ばらせたまま戦いを見ていたスイートが、戦いが終わるのと同時に、スッと静かに目を閉じた。

　だが、まぶたが微かすかに震えている。腰の横で握り締めた拳も震えている。薄い両肩も震えている。

　彼女の全身が……、震えている。

　声を出しづらい雰囲気が、場を支配する。

「……ご、ごめんなさい」

　静寂を破ったのは、小さな小さなかすれて消えてしまいそうな巴の声だった。

　その言葉で、スイートの目が弾はじかれるように開いた。

　思わず身構えてしまった理刀だが、彼女の唇から出てきたのは、怒りや負け惜しみの類たぐいではなかった。

「あなたは、いい術者のようですわね。まずは、ありがとうを言わせて頂きますわ。これでまた、わたくしは自分自身の未熟さを痛感することができました」

　すぐに、顔の左側につけた巻き貝に片手を添え、なにかに聞き入るように目を閉じた。

　そして再び目を開くなり、

「ごめんなさい、用事ができましたので、これで失礼させて頂きますわ。それではみなさん、ごきげんよう」

　歪ゆがんだ空間に包み込まれるようにして、姿を消してしまった。

　この場の全員が、啞あ然ぜんとした顔でスイートが立っていた場所を見ている。理刀も、黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かも。

「負けたから、逃げたわね」

　キュートだけが、ふんと鼻で息をつく。

　微かすかに漂う後味の悪さに、スターライトたちが顔を見合わせている。

　理り刀とは、そこでようやく気づいた。キュートが、いまだしっかりと自分の肩口をつかんでいることに。

　キュートと視線が合う。

　キュートの頰ほおが紅あかくなる。

　いまさらながらに照れる理刀である。





四章　カオティック爆弾







　演技練習は三時間程度で終わり、参加したスターライトのほとんどが学院ビルで宿泊することになった。

　みんな、最初から泊まるつもりで準備をしてきていたらしい。演技の練習だけでなく、仲間と楽しく夜を明かす、も目的のひとつだったようだ。

　黒くろ媛ひめ、巴、百香も宿泊組だった。そしてキュートも、「毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれたの、理刀のぶんもあるから」と宿泊組参加をさらりと表明してくれたから驚いた。

　お泊まり道具が自分のぶんも？　キュートや黒媛たちとご宿泊？

　それって、もしかして……、女の子たちといっしょに一夜を明かす、ということ？

「男子と女子は、当然寝る場所は別々だからな」

　黒媛の言葉に、少々気持ちの高ぶりが抑えられたものの、たとえ男同士とはいえ、スターライトたちと泊まれるならなんだってする、というファンは大勢いるはずだ。

　貴重な体験である。




　学院ビル内にあるスターライト専用の宿泊所で、キュートは女の子たちに囲まれ、様々な質問を受けていた。

　三〇人以上は手足を伸ばして楽に寝られるであろう部屋の中、ニッポン国の伝統的な寝具であるフトンを敷き、たった八人で顔を寄せ合って座っている。

　輪になって座っているのは、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香か、そして、高校生の三年生がふたり、大学生もふたり。

　みんな、魔界の公爵家令嬢であるキュート・フォンターナに興味津々のご様子だ。

　常つね日ひ頃ごろ、教室の中でも様々な質問を受けるのだが、いまは就寝前の時間帯であり、ひとつ下の階には男の子たちが休んでいるという状況も手伝い、話題は自然と恋愛方面へ転がっていった。

「ねえねえ、魔界の求愛方法ってどんなの？　教えてよ」

　大学生の先輩が、いきなりキュートへ質問を投げてきた。途端、残り六人の視線が集まってくる。

「キュウアイ方法？」

「そ、わたしはあなたのことを好きなんです、っていう気持ちの伝え方ね」

「え……、『好き』って言うだけじゃダメなの？」

　キュートは、逆にたずね返した。他ほかにどんな方法があるのか、とっさには思いつかない。

「まあ、それもアリだけど、やっぱりストレートにぶつかるのは怖いし、好きな男ひとにはなにかしてあげたいって思うじゃない」

　怖い？　なにが怖いのだろう？　好きな相手になにかしてあげたい、という気持ちはわからなくもないのだが。そんなこと、してやりたいと思ったとき、素直にやってあげればいいだけなのでは……。

「そうかもね」

　などと調子を合わせながらも、キュートには先輩の言っていることがよくわからない。

　と、もうひとりの大学生の先輩が、横から口を挟んできた。

「求愛行動なんて、なんか動物みたいよね。訊きくんなら、たとえば、えーっと……魔界のメジャーな口説き文句とか？」

　また、みんなの目がキュートに集まってきた。なにかこたえなきゃ、という追い立てられるような気持ちになってくる。

　口説き文句くらい、わかっている。異性へ言い寄るときに使う言葉のことだ。これも、『好き』というひと言で片づけてはいけないのだろう……、たぶん。

「メジャーな口説き文句はぁ……」

　考えるフリをしながら、キュートは懸命に記憶の引き出しを漁あさった。

　人間界へくる前に観みた映画のセリフ……、なんて言ってたっけ？

「あなたの血を啜すすらせて」「いっしょに朝日を浴びてくれ。そしてふたりで灰になろう」「キミこそ悪魔集会サバトの巫み女こに相応ふさわしい」「ボクには大切なものがふたつある。生き血とキミだ」「あなたの犬歯にピッタリなのは、わたしの首筋だけよ」

　なんだか違うような気がする。

　伝説の宝玉を探す旅に出た吸血種の主人公とヒロインが、行く先々で悪党をバンバンやっつけて、そのあとは……、寝てしまったからよく覚えていない。いっしょに観みにいったお姉様たちは、とても喜んでいたようだが。

　キュートは、う～んと頭を抱えた。

　ちゃんとした口説き文句なんて、急に訊きかれてもわからない。たぶん、考える時間をもらってもわからないだろうけど。

　考え込んだキュートに、黒くろ媛ひめと巴ともえが心配そうな目をむけている。百もも香かはまだ、キラキラした瞳ひとみのままこたえを待っているようだ。

　気をつかってくれたのだろう、高校生の先輩のひとりが、次の質問を投げかけてくれた。

「じゃ、じゃあさ、魔界の有名なデートスポットって、どんなところかな？」

「デートスポット？　デートすぽっと……。でぇとすぽっとぉ……」

　よくよく考えると、男の人とふたりで遊びにいった経験なんかない。お姉様たちはどうか知らないが……。だから、デートスポットなどと訊かれても。

「う」

　頭から煙が出てきそうだ。

　ここまでで、キュートが「恋」や「愛」や「男女間の機微」というものにかなり疎いということを察したらしく、「魔界の求愛法」をたずねてきた大学生の先輩が、質問の内容を変えてきた。

「ところで、いま好きな男ひとはいるの？」

「好きな人？　好きな人はぁ……」

　デートスポットのことを意識から追い払い、一度クリアにした頭で、キュートはアゴ先に人差し指の先を押し当て、問いに対するこたえを考えた。

　すると、フトンの上をコロコロと転がってきた百香が、なぜかキラキラとした目でキュートの顔を覗のぞき込こんできた。

「もうっ、キュートさんったら、いるくせにぃ」

　ニマ～っと笑うその笑みは、確かに可愛かわいらしいが、どこか意地悪風味も漂っている。

「きゅ？　あたしに、好きな人がいるの？」

　たずねた直後、ある男の子の顔が脳裏に浮かんできた。

　黒媛と巴も、キュートのこたえを待っている。黒媛は微笑ほほえみを浮かべ、巴は頰ほおを紅あかくしたまま上目づかいで。

　キュートは、そんな彼女たちの期待にこたえるべく、心を整理してみた。自分のことを知りたい、という好奇心もある。

　頭の中に思い描いた男の子を「好き」か「嫌い」かで秤はかりにかけると、間違いなく「好き」に傾くのだが……、質問された「好き」な人のそれは、簡単な二択では決まらないような気がする。

「好きって、どんな感じのこと？」

　キュートは思わず、周りにたずね返した。

　すかさず、大学生の先輩がこたえてくれる。

「そりゃあ、その人といっしょにいると居い心地ごこちがいいとか、安心するとか、このままずっとそばにいたいって思うとか、かな？」

　同意を求めるように、他ほかのスターライトたちへ顔をむける。

「ドキドキしたり、ウキウキしたり」

「喜ぶことをしてあげたいって、思うよね？」

「うん、思う思う。求められたら、すぐにでも許しちゃう」

「こらこらそこの少女よ、安売りはいかんぞ」

「やだぁもう」

　先輩たちが、勝手に盛り上がっている。

「春日かすがさんのこと、あんまり好きじゃないんですか？」

　キュートに体を密着させるようにして、百もも香かが不意にたずねてきた。どういうわけか、心配そうな表情をしている。

　理り刀との顔なら、先ほどから頭の中をゆらゆらとたゆたっている。ノー天気に笑っているいつもの顔が。

「理刀のことは……」

　彼といっしょにいると安心するし、居心地いいし、たまにドキドキするし、登校中はウキウキ状態だし。

　これって……。

　思い至った瞬間、みぞおちの辺りがキュ～と絞られたように痛くなった。だが、嫌な痛みじゃない。同時に、心臓がドクドクドクッと早鐘を打ち始め、顔が熱くなる。

　もしかして自分は、理刀のことを……。

　す、す、す、す、す、すすす、すぅ……。

「キュートさんは、春日さんのことをぉ……」

　キュートの肩に、ググッと胸を押しつけてきた百香がいきなり、ころんとフトンの上に転がった。そしてそのまま、動かなくなる。

「百香、ちゃん？」

　返ってきたのは、くぅくぅ、すぴ～、という細い寝息だけ。

　見ると、黒くろ媛ひめと巴ともえもフトンに突っ伏すようにして寝てしまっている。先輩たちも全員。

「これは……」

　キュートは、反射的に息をとめた。

　気づくと、宿泊所の入口ドア、その隙すき間まから煙が流れ込んでいた。

　意識がかすれていく。

　このままでは、いけない……。




　演技練習が終わったあと、理り刀とは男子専用の宿泊所に敷き並べられた布団のいちばん端で、あぐらをかいて座っていた。

　女子の宿泊組は八人ほどだったが、男子は理刀を含めて一七人と倍以上の数である。下は中学生から上は大学生まで、と年齢層も幅ひろい。

　理刀のそばで車座になった数人のスターライトたちが、現在、レゾン学院の警備員が実際に見た、という怪談話で盛り上がっていた。

　聞くともなしに聞いていると……。

『ここ最近、夜になると地面の下から怪しい物音が聞こえてくる。まるで、地の底からだれかが叫んでいるような声も。学院ビルは地下二階までしかないはずなのに、音や声はそのさらに下から、夜な夜な……』

『実は、地下三階が秘密裏に建設されており、そこには行方不明になった街の人々が監禁されていて、満月の夜になるとひとりひとりの生き血を……』

『トイレの便器に溜たまった水が、地震でもないのに揺れている』

『髪の長い美しい女の幽霊が、壁の中や床の下へ消えていく』

『現在レゾン学院の校舎ビルが建っている土地は、昔、戦没者を祀まつった慰霊碑が建立されていた場所である』

　などなど、普通の学校にありがちな怪談話のオンパレードである。

　その一方で、大学や高等部の先輩方が、部屋の奥のほうで騒ぎ始めた。

　見ると、手に手にビールや酎ちゆうハイの缶を握っている。どうやら、酒盛りを始めたようだ。ツマミもしっかりと揃そろっているらしく、スナック菓子や乾き物の袋も見える。

　いいのか、おい。

　内心でツッコミながらも、ちょっと交ざりたいな、などと思ってしまう理刀である。

　すでに顔を赤くした先輩のひとりが、缶ビール片手に立ち上がった。

「それでは、僭せん越えつながらわたくし、新宿のブラッド・ピットことぉ……」

　なにやら能力での一発芸でも披露してくれるのか、と理刀が心の中で拍手を送ろうとした次の瞬間、新宿のブラッド・ピットが布団の上にくずおれた。

　え？　スターライトなのにズッコケ芸？　にしては自然体すぎるような……。すでに酒が回っている？

「え？　あれ？」

　驚いたことに、怪談話をしていたスターライトたちも、まるでタイミングを合わせたかのように全員が布団へ倒れ込み、そのまま寝息をたて始めたではないか。

　そして数秒もしないうちに、理刀以外の一六名全員が、それぞれ思い思いの格好で寝入ってしまった。

「なんで？」

　宿泊所の中で、たったひとり取り残された理刀は、ただただ驚くことしかできない。が、すぐにその煙に気づいた。

　ぼんやりとした無臭の煙が、部屋の中にうっすらとひろがっている。

　煙は……、入口ドアの隙すき間まから潜り込んできているようだ。




　怖々と男子専用の宿泊所を出た理り刀とは、煙が流れてくるほうを確かめながら廊下を歩き、階段を下り、三階にある講堂にたどり着いた。

　煙の出所は、講堂の入口前に置かれた卵大の香炉だった。理刀だけが寝なかったことから推測するに、魔法的な睡眠効果を及ぼす煙を発生させる道具なのだろう。

　問題は、香炉をここに置いたのはだれなのか？　ということである。

　その人物はおそらく、講堂の中にいる。

　なぜなら、理刀たちが演技練習を終えたあと、ちゃんと消したはずの明かりが、しっかりと扉の隙間からもれ出ていたからだ。

　扉をソッと押し、理刀は開いた隙間から中を覗のぞき込こんだ。

　扉は、講堂前方の右端に位置していたから、舞台はすぐそばである。観客席が真っ暗であるため、照明によって舞台全体が浮かび上がって見えた。

　舞台上にいたのは、紛れもなくスイートだった。扉から一〇メートルも離れていないため、彼女の顔がよく見える。

　顔の左側には相も変わらず巻き貝をくっつけているが、帽子はかぶっていない。

　スイートが、白いシャツと黒のスパッツという格好で、全身汗だくになりながら舞うように動き回っている。どうやら、演技の練習をしているようだ。

　両手両足に炎をまとったまま側転を繰り返したり、高々とジャンプして紫の髪に光の粒子をまとったり、全身を七色の光で包み込んだままバック回転をしたりと、彼女の素晴らしい演技は、理刀の目を捉とらえて放さなかった。

　そんな彼女の頭に、どういうわけか小さくて丸い動物の耳がついている。

　クマ耳？

　動物の耳をつけての練習？　集中力を高めるためのアイテム？　魔界では当たり前？

　様々な疑問があふれ出てくるが、こたえなどわからない。ただ、ハッキリしていることがひとつだけ。

　スイートが、泣きながら演技をしている、ということ。

　目元を手の甲で拭ぬぐいながら。

　グスグスと鼻をすすりながら。

　ふぇぇぇ……、と涙で吐息を震わせながら。

　彼女の動きは素晴らしい。素人目にも、魔力発動の流れがスムーズだし無駄がない。でも、泣きながら演技をしているのはなぜなのだろう。

　巴ともえに負けたから？

　たぶん、理由はそれだ。

　魔族が「一芸だけ」と見下している人間に敗北を喫したのだから、彼女の悔しさは想像に難かたくない。

　泣くほど悔しかったから、いまこうして練習をしているのだろう。

　理り刀とは、スイート・フォンターナという少女の新しい一面を見て、ほんのわずかではあるが、彼女を見直した。香炉でみんなを眠らせたのも、ひとりで練習しているところを見られたくなかったからだろう。

　陰の努力。シビれるフレーズである。

　邪魔をしては悪いから、と理刀は講堂のドアを静かに閉めようとした。

　そのとき……。

「ガァッ……」

　声質の粗い、低いうめき声が聞こえた。

　スイート？

　反射的にドアを押し開け、見た。

　スイートが、舞台上でうずくまっている。

「スイートっ！」

　理刀は講堂に駆け込み、舞台の上に飛び乗った。滑り込むようにして、彼女の横に膝ひざをつく。

　スイートが、自分で自分の両肩を抱き締めるようにしてうずくまっている。荒い息を吐き、まるで激しい寒さに凍えるように、ガタガタと全身を震わせながら。

「！」

　理刀は、ソレを見て息を吞のんだ。

　スイートの細い五指の先端に、獣のような長く鋭い爪つめが……。

　丸いクマ耳も、カチューシャの類たぐいなどではなく、どう見ても本物である。

「スイート、おい、どうした？」

「ア、ガ、ァァ、あ、うぅぅ、はぁぁぁ……」

　理刀の声が届いたのだろうか、スイートの呼吸が少しずつ整っていく。それにしたがい、彼女の鋭い爪も徐々に縮んでいった。

　ゆっくり、ゆっくり、彼女の体から震えが消えていく。

　ゆっくり……、落ち着いていく。

「ふぅぅぅぅぅ……」

　呼気が静かになったときにはもう、真珠を連想させるきれいな爪に戻っていた。だが、クマ耳はそのまま消えずに残っている。

　いまはもう苦しんでいるようには見えないが、安心は禁物だ。もしかしたら、深刻な事態に陥っているのかもしれない。

　こんな場合、魔族であるキュートなら適切な対処法を知っているかも。

　そう思い、

「大丈夫？　キュートを呼んでこようか？」

　理り刀とは、うずくまったまま動かないスイートの顔を横から覗のぞき込こみ、問いかけてみた。

「う……ん、結構です、どなたか存じませんが、ご親切にどうも……でも、キュートだけは呼ばないで……って、あなたっ、どうしてここに!?」

　顔を上げ、声の主が理刀であることにようやく気づいたスイートが、上体だけを起こし、お尻しりを床に擦こすりつけるようにしてバタバタッと三メートルほど後あと退ずさった。

「な、な、なぜ寝ていないのですっ！　あっ！　やっ、見ないでっ！　ぼ、帽子、帽子……」

　彼女はすぐに、両手でクマ耳を押さえながらあたふたと立ち上がり、頭上にある見えないポケットから取り出すように帽子を出現させると、素早くそれをかぶった。

　クマ耳を見られるのが、とても恥ずかしいようだ。顔は真っ赤だし、涙で目も充血している。

「あなたにもう一度たずねます。なぜ寝ていないのです？」

　帽子をかぶったことで、いくらか余裕が生まれたようだ。理刀へ静かな視線を突き刺してくる。

「いや、その、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だから……かな？」

「は？　あなた、なにを仰おつしやってるの？」

「だから、オレは『混沌とした実在』の能力者だから、たぶん眠らなかったんだと……」

「……あなた、混沌竜カオスと同じ能力を持ってらっしゃるの？　まあ素敵」

　スイートの目が、スッと細くなる。












「だったら、この火球を肌に押しつけても火傷やけどをしない、ということになりますけど？」

　言うなり、彼女が右手人差し指の先にパチンコ玉大の赤い火球を出現させた。

　火球を押しつける？　ちょっと怖いぞ。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力があるとはいえ、自分ではどうやって発動させているのかまるで実感がないのだ。もし発動しなかったら？　火傷するじゃないか。

「あなた、本当にご自分が『混沌とした実在』の能力者だと言い張るのですか？」

　スイートが、理り刀との額ひたいに指先を近づけてきた。

「う、うん」

　理刀は唾つばを吞のみ込こみながらも、うなずいた。噓うそは言っていない。でも、やっぱり怖い。

「まあ、強情ですわね。火球を押しつけられたら肌に痕あとが残ってしまいますのに……。あなたの強情さに免じて、これで許して差し上げますわ」

　スイートの指先から火球が消え、代わりに理刀の顔の前で片手をひろげた。

　そして、

「ハッ！」

　気合いの呼気を吐き出した。が……、なにも……、起こらない。

　スイートの目が、見開かれた。目の前の状況が信じられない、といった表情である。

「ヤッ！」

　もう一度、彼女の唇から気合いの声がもれ出るものの……、変化ナシ。

　理刀には、彼女がなんの魔法を使ったのかさえわからないため、ポカ～ンとしていることしかできない。

「あなた、本当に……」

　スイートが、驚きと感動を混ぜ合わせたような声をもらした。

　理刀は、もう一度うなずいた。なんだかよくわからないが、納得してくれたようだ。

「エイッ！」

　再び、スイートがなんらかの魔法を理刀へ放ってきた。しかし、対象である理刀には毛ほどの効果も及ぼすことができない。

「ヤァッ！」

　今度は、手の中にピンポン球ほどの火球をつくり、いきなり投げつけてきたのには驚いた。が、なにも起こらない。

「凄すごい……あなたに接触した途端、術式が完全に分解するなんて……本当に、凄いですわ」

　褒められても、なんだかくすぐったいだけで、なんとこたえていいのかわからない理刀である。ただ、へへ、と笑ってスイートのキラキラな瞳ひとみを受けとめた。

　そうしながらも、いつの間にか彼女の涙が乾いていることに、内心でホッと胸をなで下ろす。女の子の涙は、やっぱり苦手だ。

　次の瞬間、

「これならどうかしら？」

　スイートの手に現れたのは、長さ五〇センチほどの光り輝く棒だった。いや、棒の両端が鋭く尖とがっているため、槍やりといったほうがしっくりくる。刺さったら、ちょっと、いや、かなり痛そうだ。

「それは、なんか……」

「トォッ！」

　トォッって……。

　理り刀との躊躇ためらいなどお構いなしに、スイートが光の槍を投げつけてきた。なんだか、とても楽しそうに。

　しかし、今度は違った。

「！」

　槍が理刀に接触した途端、なにかが爆はぜた。

　大きな爆音はない。だが、理刀を中心にゴオォッと強い風が巻き起こり、スイートの帽子を吹き飛ばした。舞台そでに寄せられていた緞どん帳ちようも、大きく揺れている。

「あ、やん、ぼ、帽子……」

　クマ耳を手で押さえ、スイートが慌てて飛ばされた帽子を追っていく。

　これって……、いったい……。

　理刀は、自分の体に触れてみた。痛みはないし、傷もないようだ。

　帽子をかぶりながら戻ってきたスイートが、目を見開いている。

「いまのは、なんですの？」

「さあ、オレにもよくは……」

　首を傾かしげることしかできない理刀である。

　スイートがすぐに、顔の左側につけた巻き貝に手を添え、話し始めた。

「もしもし？　あ、お母様、おたずねしたいことがあるのですが……。ええ、そうです。いまレゾン学院のビルにいます」

　そういえば……、と理刀は、初めて会ったときのスイートが、巻き貝に手を添えてぶつぶつしゃべっていたことを思い出した。どうやら、ケータイのようなモノだったらしい。

　スイートが、しゃべり続ける。相手は母親のようだ。

「はい、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に破は壊かい呪じゆをぶつけてみたら、魔力爆発のような現象が起こったのですが、これはどうしてなのですか？」

　彼女が、巻き貝のむこう側にいるであろう母親の『声』に、何度も相づちを打っている。

「まあ、そんなこと……。それではまるで、混沌竜カオスそのものですわね。はい、ええ、二日後に人間界こちらへ？　はい、お待ちしてます」

　巻き貝から手を放したスイートが、理刀へ目をむけてきた。そして、まるで呆あきれと感動をまとめて吐き出すかのように、ふぅ～、と細い息をついた。

「驚きましたわ……あなたって、なんというか、とにかく、凄すごい人だったのですね」

「いや、そんな……」

　理り刀とには、実感なんてまるでない。

　思わず、手を握ったり開いたりしてみる。自らの能力である『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の使い方は、いまだによくわからない。

　だから、驚かれても、感心されても、凄すごいと褒められても、やっぱりピンとこないのだ。




　理刀は、スイートと並んで舞台縁に座り、話を聞いた。

　先ほど、スイートの帽子を吹き飛ばした爆発は、始祖竜、または混沌竜カオスと呼ばれる魔界の稀き少しよう生物と同種の能力、『混沌爆弾カオテイツク・ボム』なのだという。

　殺傷を目的としたある一定レベル以上の強い攻撃を受ければ、その魔力量に応じて周囲に『混沌とした実在』を放出する、防御に特化した特殊能力らしい。

「魔族にとっては、極めて厄介な能力ですわね」

　スイートの言葉に、理刀は「へぇ～」と感心するばかりだ。

　自分では、『混沌とした実在』の能力者である自覚や、『混沌爆弾』を発動させているという実感がないのだから、新しい能力があるんだよ、と聞かされても「へぇ～」以外にコメントが思いつかない。

「いつも、どのような鍛錬法で能力を磨いてらっしゃるのですか？『混沌とした実在』の高め方なんて、想像もつきませんわ」

　目を輝かせたスイートの問いにも、なんとこたえればいいのかわからない。恥ずかしい話だが、努力なんてなにもしていないのだから。自分が能力者だと知らずにやってきた努力はたくさんあるが、それはすべて的はずれなものばかりだったし……。

「う～ん、キミみたいに陰の努力を積み重ねて手にしたもんじゃないから、実を言うとオレ自身、扱い方をわかってないんだよなぁ」

　理刀のこたえに、スイートの目から力が抜けた。そして、わずかに顔を伏せる。

「陰の努力、ですか……。そうですね、なにごともまずは努力ありき、ですから。努力努力努力。わたくしはいままで、努力で様々なものを手にしてきましたから、それが身に染みてしまっているのでしょうね」

「見習いたいよ」

「そうですか？　ですが、たまに……本当にたまにですけど……耐え難いほどつらくなることもあります」

　スイートが、弱々しく微笑ほほえんだ。

「でも、努力って、そういうもんじゃ……」

「あなた……春日かすが理刀さん、でしたわよね？」

　スイートが、不意に理刀の言葉を遮った。努力の話題を打ち切りたいのかもしれない。

「キュートは、理刀って呼んでくれるよ」

　名前を覚えててくれたのは嬉うれしいが、『さん』づけはなんだかくすぐったい。

「わたくしも『理刀』と呼んでよろしいの？」

「オレはそのほうが嬉うれしいかな。呼び捨てのほうが、早く友達になれるだろ？」

「友達……ですか。ありがとうございます。でしたら、わたくしのことも『スイート』と呼んで下さいますか？」

「もちろん」

　理り刀とのこたえに、スイートの唇がふんわりとゆるんだ。

　努力の話をしているときよりも、ずっといい表情である。キュートとはまた違った、スイート本来の愛らしさが垣かい間ま見えたような気がした。考えてみれば、努力の話ばかりする男はちょっと煩わしいかもしれない。

「きょうから友達、ということでヨロシク！」

　理刀は、スイートにむかってビシッと親指を立てた。

　直後、彼女の目が宙を泳いだ。なにかを躊躇ためらい、すぐに決意を固めたような空色の瞳ひとみで、理刀の目を覗のぞき込こんでくる。

　ドクン、と心臓が波打つほど、スイートの表情は真剣で、どこか儚はかなくて、きれいだった。

「理刀には、どんな術式や系統の魔法も通じないのかしら？　例えば、その、生得的な内在術式が複雑に絡み合った、鬼系の魔力なんか……」

「さあ、どうだろ？」

　スイートが言った、生得的ななんたらかんたらの鬼系魔力など、理刀にはさっぱりわからない。

「た、た、試してみても、よろしいですか？」

「別に、いいけど……」

　どんな魔法をぶつけられるのだろう？

　スイートが緊張しているのがわかるから、少しばかり不安になってくる。

「でも、どんなヤツを……」

　理刀がたずねようとするよりも先に、スイートが素早くお尻しりをずらし、理刀にすり寄ってきた。

　ぶつけられたのは……、

　チュッ。

　頰ほおを啄ついばむようなキス。

「え!?」

　理刀は一瞬、自分がなにをされたのかわからなかった。

　頰に受けた感触はぷにゅっとやわらかくて、ちょっと濡ぬれていて、これは間違いなく、確実に、否定のしようもなく、キスであることは明白であり……。

　でも、なんで？

　頭が混乱し、どんな表情と言葉を返せばいいのかわからないから……、ただただ呆ぼう然ぜんとスイートを見つめ続けた。

　熱を感じるほど強い舞台照明の下、彼女の頰は紅一色に染まっている。

「やっぱり、わたくしのキスも『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の前には役立たずですわね」

　なんの予告もなく、ソフトタッチなのに強烈なキス攻撃をぶつけてきたスイートは、なんだかとても嬉うれしそうである。

　理り刀とには、そんな彼女の考えがわからない。キスと『混沌とした実在』にどういった関係があるというのだろうか？

　だが理由はどうあれ、理刀の心臓はドキドキドキドキドキッと連打状態である。

「きゅ───────っ！」

　いきなり、耳慣れた声が講堂の中に響き渡った。

「スイートっ！　理刀から離れなさいっ！」

　理刀と同じドアから入ってきたのは、キュートだった。なんだか、足もとがふらついている。香炉の煙から、かろうじて逃れてきたのだろう。

「キュート、大丈夫か？」

　理刀は舞台縁から降り、キュートに駆け寄った。そして、ヨロヨロと腕にすがりついてきた彼女を、観客席に座らせる。

「スイート、あの煙を……」

　消してくれ、と言葉を続けることができなかった。振りむいた先には、スイートの姿がなかったから。

　キュートが、ふーっと細い息を吐いたあと、理刀を見上げてきた。瞳ひとみの中に怒りが見えるのは、気のせいだろうか。

「で……どういう流れから、キスに至ったわけ？」

　ほっぺにチュ、を見られたようだ。声が、いつもより冷たいような……。

「いや、オレにも、さっぱり……」

　意味もなく後ろめたさを感じながら、理刀は頭を搔かいた。

「座って」

　キュートが、ポンポンと自分の隣席を叩たたいた。

　なんだか怖い。




　理刀は、ほっぺにチュ、までの経緯をキュートに話した。スイートが泣いていたことなどは、適当に端折はしよりつつ。

「理刀だからよかったようなもんだけど……ほ、本当はよくないけど」

　聞いた彼女が、ぶつけどころのない苛いら立だちを吐き出すように、言葉を続ける。

「スイートはね、魔界じゃ｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝って呼ばれてるのよ」

「あすふぉでる……リップ？」

「唇を相手に接触させることで、数分間の記憶を失わせることができるの」

　なるほど、と理刀はうなずいた。

　泣いているところやクマ耳を見られたから、その記憶を消したかったのだろう。だが、それができなかったにもかかわらず、スイートは嬉うれしそうだった。

　自らの能力が通用しなかったことを喜ぶ理由は？

　わからない。

　だから、キュートにたずねた。

「その、あすふぉでるリップの能力でオレの記憶を消せなかったのに、なんだかスイートが嬉しそうだったんだけど、どうしてかな？」

　理り刀との問いに下唇を嚙かんだキュートが、投げ出した自分のつま先へ視線をむけた。

　そして数秒後、

「スイートの耳、見たんでしょ？　あの娘この血は、四分の一が獣人のものなの。クオーターね。｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝は、上位獣人の中でも変異種だけが持ってる特殊な能力だから……あんまり、自分の能力が好きじゃないのよ」

　理刀は考えた。

　スイートは、｛不凋花の唇｝という自分の能力を嫌っているのか？　それならば、能力が通じなくても喜んでいる理由が説明できる。

「好きじゃない、か……」

「家族ともキスができない能力だから、好きになれるはずがないわよ」

　キュートの言葉が、心のどこかにチクリと刺さった。

　痛くはない。

　だが、深く深く刺さったような気がして、なんだか、とても、苦しくなった。




　──金曜。

　放課後。理刀は、キュートと並んで駅からマンションへの道を歩きながら、考えていた。いや、朝からずっと考えていたのだ。

　昨晩、レゾン学院の講堂で、スイートはひとり汗を流していた。涙も。

　泣きながら、悔しさに歯を嚙かみ締しめながら、懸命に努力していた。

　黒くろ媛ひめや巴ともえだって、見えないところで努力しているはずだ。そうでなければ、あれほどの能力値を得ることなどできはしない。

　みんながんばっている。

　二日後に迫った《星影祭》にむけ、いまもがんばっているはずだ。

　だから、自分たちもやらなければ。

　理刀はずっと、なにかに急せかされるように、静かに、ひっそりと、態度には決して出さず、ひとり興奮していた。

　やらなきゃ。

　やらなきゃ。

　なにかをやらなきゃ！

　でも、なにをやれば？

　朝からずっと、考えている。

　正確には、昨晩、スイートの涙を見て、彼女のキスを受け、｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝が置かれた境遇の一端を知ったすぐあとから、考え始めていた。

　イメージしてみる。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の亜あ威い黒くろ媛ひめ。

｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴ともえ。

｛不凋花の唇｝のスイート・フォンターナ。

　その他ほか、多くのスターライトたち。

　最初から負けることなど考えたくはないが、知名度や能力の種類でいえば【時の統治者タイムルーラー】と【死霊使いネクロマンサー】のふたりには及ばないし、魔力の総量だけで見れば、スイートには到底かなわないだろう。

　他のスターライトたちも、自らの能力をアピールするために、様々な工夫を凝らしてくるに違いない。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』を持つ春日かすが理り刀とと、魔族とはいえ一芸しか持っていないキュート・フォンターナが勝つためには？

　そればかり考えている。

　不意に、隣を歩いていたキュートが、微笑ほほえみかけてきた。

「ずっと考え込んで……。どうせ《星影祭》のことなんでしょ？　でも、なんだか理刀らしくないよ」

　いつもの笑みが心に染みて、もうそれだけで悩んでいる自分がバカらしくなってくる。

　そこで気づいた。

　理刀らしくないよ……。

　らしくない。

　自分は自分らしく。

　キュートはキュートらしく。

　彼女の何気ない言葉で、心の重さがスーッと溶けていく。

「そうだよな、オレたちはオレたちにしかできないことを最大限に活いかそう」

　勝つことばかりがすべてじゃない。『勝つ』ために、という考え方ではなく。

　そう、もっと……。

　キュートの目が、パチパチッと数回またたき、それからまたふわりと笑みを浮かべてくれる。

「そうね、あたしたちにしかできないことをやりましょう」




　制服を着替えたあと、キュートの部屋にお邪魔した理刀は、毒どく舌ぜつ丸まるも交え、《星影祭》の演出について話し合った。

　キュートにできることは、もうほとんど幻術のみ。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』を持つ理り刀とには、彼女の幻術が通用しないため、幻に気け圧おされることも、惑わされることもない。

　この二点をどのように融合させ、そして演出すれば、観客にウケるのか？　演技に惹ひき込むことができるのか？

　三人で意見を出し合った。

　その結果……。

　いままでにないストーリー仕立てで勝負する、ということで大きな流れが決まった。

　大筋は単純明快。魔王にさらわれたキュート姫を理刀が助けにいく、というものである。

　その際、魔王と姫の二役をキュートにやってもらわなければならない。姫救出にやってくるピエロに扮ふんした理刀に対し、魔王が幻術をぶつけて追い払おうとする。

　この流れを、どう演出し、どう観客に見せるのか？　三人で話し合った。

　その結果、キュート用のドレスと理刀用のピエロ服、それに加え、ドレスとピエロ服を隠すためのローブが二着必要であることがわかった。

　他ほかにも、使う小道具がいろいろと出てきた。

　そこで、小道具は理刀とキュートでつくり、手間と人手が必要な衣装を毒どく舌ぜつ丸まるが担当するというかたちで、話し合いが終了した。

「それでは、大至急手配いたします」

　毒舌丸が音もなく椅い子すから立ち上がり、部屋を出ていったあと、理刀とキュートは互いにうなずき合い、すぐに行動を開始した。

《星影祭》まで、あと二日。





五章　サタデー・フィーバー







　──土曜日。

　学校が休みのきょう、あすに控えた《星影祭》にむけ、理り刀ととキュートは机の上に舞台の平面図を置き、大まかな流れをチェックしていた。

　昨晩から、ずっとふたりいっしょで、今朝方になって二時間ほど仮眠を取り、毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれた朝食を摂とったあとも、再び顔を寄せ合って話し合いを続けている。

　夜中に、小道具として必要な材料を買いに、駅むこうにある二四時間営業の雑貨屋『ドンキ・ホタテ』へ買い出しにもいった。

　演技時間は一〇分。大筋の流れは決まった。あとは細部の演出を固めていくだけだ。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』は、ちょっと使えないが……。

　まずピエロ服をローブで隠した理刀が舞台に出て、画えに描いた魔王の顔を観客に見せたところで、キュートが幻術でそのイメージを膨らませ、本物の魔王を観客に視みせる。

　そのままキュート姫へ近づいた理刀は、彼女の体に触れないようにして画を渡し、舞台下左手側へ消える。キュートのほうは、魔王にさらわれたフリをして、

「ここであたしが悲鳴をあげるでしょ？　それから舞台上右手側に消えて、だいたい一〇秒後に理刀が飛び込んでくる、でいい？」

「オッケー、一〇秒くらい経たってからね」

　ローブを脱ぎ、ピエロとなった理刀が姫救出のために舞台上へ現れる。

　そこへ今度は、ドレスをローブで隠したキュートが、魔王として戻ってくるのだ。

「ここからが、本当の見せ場よね」

「そうだね、オレにはキュートの幻術が見えないからさ、タイミングを合わせないと変な動きになるかも」

　ピエロを追い払うために魔王が使う術はみっつ。洪水と吹雪ふぶきと大岩だ。

　洪水は宙に撒まいたコップの水を、吹雪は細かく砕いた発泡スチロールを、大岩は拳こぶし大だいに丸めた紙のボールを観客に見せ、そこから幻術へつなげていこうと考えている。

　そして、やられてもやられても立ち上がってくるピエロが、最後に魔王へ閃せん光こうのような体当たりを喰くらわせて倒し、姫を救出する。

　だいたい、こんな感じだ。

「成功、するかしら？」

「やるだけやってみればいいさ」

「そうよね」

　キュートが、空色の瞳ひとみに確かな決意を走らせる。

　ほとんど寝ていないのに、彼女の目も肌も表情も疲れた様子はなく、生気に満ちている。それが絶え間なく自分に注がれるため、理刀も元気が出てくるのだ。

　キュートの笑顔は、活力を与えてくれる。

　彼女といっしょなら、なんだってやれそうな気になってくるから不思議だ。

　しゃべっているだけで、時間も、疲れも、空腹も忘れてしまう。

　楽しくて、心地よくて、いつまでも彼女の笑顔を見つめ、その声を聴いていたいと思う。

「のど渇いたでしょ？」

　会話の合間にさりげなく立ち上がったキュートが、微笑ほほえみと銀髪から漂ってくるイチゴの香りを残し、部屋から出ていった。

　間もなく戻ってきた彼女の手には、お盆に載せられたガラスのコップがふたつ。中には、氷が浮かんだ乳白色の液体が揺れている。危なっかしい持ち方だから、コップがカタカタと揺れている。まるで、幼い女の子がお母さんのお手伝いをしているようで……。そんな危ういところもまた、可愛かわいいのだが。

「こんなものしかないけど……」

　言いながら、理り刀との前にジュースを置いてくれた。ご丁寧に、ストローまでついている。

「ありがとう」

　キュートの笑顔に、理刀も笑みを返す。

　公爵家の令嬢なのに、彼女はフットワークが軽く、ほとんどのことは自分でやっているようだ。他人に対する気づかいも細かい。やさしいし、なによりも笑顔が素敵である。

　理刀は幸せな気持ちのままストローをくわえ、乳白色の液体を飲んだ。

「？」

　これって……、牛乳を水で薄めたもの？　しかも水道水？　強いカルキ臭と薄すぎる牛乳の味が、なんとも、そのぅ、ハッキリ言って、不ま味ずい。

　これはいったい……。

　ストローで乳白色の液体を飲んだキュートの眉まゆ根ねに、細かなシワが寄っている。

「あれ？　味が変ね」

「なんで、水で薄めたの？」

　牛乳に氷なら、まだ納得できるのだが。

「えっとね、この前、毒どく舌ぜつ丸まるがつくってくれたの。白いのに水入れてつくるジュース。おいしかったんだけど……水の量を間違えたのかしら？」

　それってもしかして、カ○ピスだったのでは？

　理刀が内心で苦笑いを浮かべた直後、ピンポ～ンと玄関チャイムの音が聞こえてきた。

　毒舌丸だろうか？

　理刀は、キュートとほぼ同時に立ち上がり、玄関へむかった。

　ドアを開けたそこに立っていたのは、驚いたことにリイザだった。フォンターナ公爵家の三女であり、絶大な魔力を誇るキュートのお姉様である。

「キュート、元気にしてた？」

　リイザが、いきなりキュートを引き寄せ、その豊かな胸で顔を挟み込むようにして抱き締めた。

「リ、リイザお姉様、ちょっと、く、苦しい……」

　キュートがすぐに、リイザの腕から自分の頭を引っこ抜くようにして逃れる。

「まあキュートったら、そんなに嫌がらなくても……」

　リイザの瞳ひとみに、淋さびしそうな色が滲にじんだ。

　理り刀とは、そんな彼女を呆ぼう然ぜんと見ていることしかできない。

　初めて彼女の前に立ったときもそうだったが、もうなにも言えなくなるのだ。その美しさと気品は、まるで質量を持っているかのように見る者の心と体に覆い被かぶさってくる。

　床に届きそうな銀髪は、目にするだけで気持ちが癒いやされるほどなめらかであり、少し眠たげな目は、見つめられた相手がため息をもらしてしまうほど安らかな光を放っている。

　そんなリイザが、ドレスの裾すそを引きずりながら玄関に入ってきた。

「まあ、こぢんまりとした可愛かわいらしいお家ね」

　そのまま家の中へは入ろうとせず、理刀へ目をむけてきた。

　たったそれだけのことなのに、ドキリと心臓が波打ってしまう。

「三〇分ほどキュートを連れ出してもいいかしら？　ごめんなさいね」

「ちょ、ちょっとリイザお姉様、なにを……」

　リイザとキュートの姿が、いきなり理刀の視界から跡形もなく消えてしまった。

　どこかへ跳んでいったようだ。

　微かすかな疎外感に、理刀は小さく息を吐いた。だがすぐに気を取り直し、キュートの家を出た。三〇分、どこで時間を潰つぶそうかとしばし考える。

　自分の部屋で寝て待つか、それともコンビニへ立ち読みにでもいくか……。

　さて。




　キュートは、初めて見る光景にわずかばかり緊張しながら、周囲を見回した。

　リイザに連れてこられたのは、知らない建物の中だった。

　ニッポン国の人間があちらこちらに見えたため、急いで幻術を使って髪を黒に染め、肌を彼らと同じ黄色に染める。リイザはすでに、黒髪と黄色の肌に変へん化げしている。それでも、彼女の美しさはわずかもかすまないのだが……。

　キュートは、建物の中へあらためて視線を巡らせた。

　やわらかな音楽の中、いくつものテーブルでそれぞれ数人がむかい合い、食事をしている。テーブルとテーブルの間を、なにかの制服を着た女性が行き交い、笑顔を振りまいている様子に、なんだか心が和んだ。

「ファミリーレストランっていうのよ」

　リイザが、キュートの耳元でそっとささやいた。

「ふぅん、家族フアミリーで食事をするところね。この広さじゃ、うちの家族全員は無理だけど」

　思わず、六六六人の姉たちが建物の中で押し合いへし合いしている姿を想像してしまう。騒々しいことこの上ないだろう。

　キュートはふと、自分が靴を履いていないことに気がついた。リイザに無理やり連れてこられたため、履く暇もなかったのだ。

「あら、ごめんなさい。気づかなかったわ」

　キュートの視線を追ったリイザも、末の妹が靴下のまま立っていることに気づいたようだ。

　次の瞬間、

「はい、これならあなたにピッタリでしょ」

　キュートは、リボンのついた赤い靴を履かされていた。

　どこか別の場所から持ってきたのか、なんらかの物質を分解し、精製し直したものなのかはわからない。だが、キュートにはとても真ま似ねのできない、高レベルの術式が組まれた結果であることだけはわかる。それも、あっさりと。

　どんなに背伸びをしても、どんなに努力をしても、決して手の届かない存在。それが、フォンターナ家の三女、リイザなのだ。

「あ、ありがとう」

「どういたしまして。ほら、こっちの席よ」

　リイザに背を押され、キュートは窓際の席へ案内された。

　その席にはすでに、様々なものが用意されていた。それも、甘そうなものばかり。そして、キュートが好きそうなものばかり。

　イチゴ、チョコ、抹茶、マロン、という数種類のパフェ、ケーキも様々な種類が並んでいる。アイスも、白、緑、黄、チョコをトッピングしたものなどなど、色とりどりである。

　ああ、目にまぶしすぎる。

「好きなだけ食べなさい」

　リイザの声までが、甘く耳に響いてくる。

　事前にしっかりと準備を整えた上で、キュートを連れにきたようだ。

「これ、全部食べきれないわ」

「残しても構わないわよ」

　リイザが、やさしい笑みを浮かべたまま席に座った。

　キュートも、彼女のむかいに腰を下ろす。

　周囲の目がこのテーブルへ集まっていることに気づいてはいるが、気にしない。どうせみんな、リイザの美び貌ぼうに目を奪われているのだ。たとえ変化術で外見を変えたとしても、リイザのような女性が視界の中へ入ってくれば、食事どころではないだろう。

　そんな周りの目を気にするよりも、いまは目の前のものに集中しよう。

　キュートは、用意されたスプーンに手を伸ばした。が、思い直し、テーブルに両手を置いて、リイザに強い視線をむけた。

　まず、訊きいておかなければならないことがある。

「リイザお姉様、どうしてあたしだけここに連れてきたの？　理り刀ともいたのに。なんだか仲間外れにしたみたいで可哀かわい想そうだわ」

　今いま頃ごろ、玄関にひとり取り残された理刀は、どうしているだろう。なんだか申し訳ない。

「久し振りに、あなたとふたりだけで話したかったの。ダメかしら？」

　ダメかしら？　と可愛かわいらしく訊きかれれば、「ダメ！」なんてこたえづらくなる。

「もうっ、リイザお姉様はいっつも強引なんだから」

　キュートは、ようやくここでスプーンを手に取った。実をいうと、話している最中も心はすでにテーブル上の甘味にむかっていた。

　まず、いちばん近くにあったチョコパフェにスプーンをつけた。くるくるっと巻き上がったクリームの先端をすくい、口に運ぶ。

　舌の上でスーッと溶ける冷たさと甘さに、

「ん」

　と言葉にならない感動が湧わき上がってくる。

　コクのある甘さが舌に残っているうちに、スプーンをフォークに持ち替え、そばのシフォンケーキからひと口分だけ切り取り、パクリと嚙かみつく。織り込まれたクリームとチーズの味わいが、口の中でとろとろぱらりと解ほどけていく様はまるで、様々な甘味たちが手を取り合って踊っているかのようだ。

「おいしい？」

　微笑ほほえむリイザに、キュートも笑みを返した。

　甘いものは大好きだ。一度だけ食べたことのあるレゾン学院の食堂で売っているソフトクリームもおいしかったが、こういった場所で食べる甘味もまた格別である。

　そこで、ふと思った。

《星影祭》で優勝すれば、一ヶ月という期間限定ながら、食堂のフリーパス券がもらえる、とだれかが言っていたような……。

　つまりこれは、一ヶ月の間、学食のソフトクリームが食べ放題ということではないか。

　フリーパス券を手に入れれば、ソフトクリームを買うからお金頂ちよう戴だい、と毒どく舌ぜつ丸まるに頼む必要もない。昼休みは毎回、食後のデザートにソフトクリームを食べることができる。

　これでまた、がんばる理由ができた。

　キュートは、パフェやケーキやアイスをそれぞれつまみ食いするようにちょっとずつ味わいながらも、あらためて《星影祭》への闘志を燃やした。

「おいしい？」

　また、リイザが先ほどと同じ質問を投げかけてきた。

「おいしいわよ」

「そ、よかった」

　このとき初めて、キュートは気づいた。

　姉の瞳ひとみが、いつもより弱々しい、ということに。

　やさしさ、あたたかさ、やわらかさはいつものリイザである。だが、末すえっ娘このキュートに対する勢いが、いつものそれと比べて弱い。いつもはもっと、煩わしいほどに強い愛情を惜しげもなく放出しているのに。

「リイザお姉様、どうかしたの？」

「ちょっと、訊きいていいかしら？」

　妹の反応を待っていたかのように、リイザが心持ちテーブルに身を乗り出してきた。

　キュートは一瞬、身構えた。なんとなく嫌な予感がする。

　魔界へ帰ってこい。あなたがいないと寂しい。ニッポン国は魔法教育のレベルが低すぎる。などなど……、あまり好ましくない言葉を脳裏に思い描きながら、反論を用意した。

　だがしかし、わずかばかり強こわ張ばったリイザの唇から出てきた言葉は、

「あなた、混こん沌とんの少年のこと……どう思っているの？」

　予想外のものだった。

　混沌の少年、というのは理り刀とのことだから、つまりキュート・フォンターナが春日かすが理刀のことをどう思っているのか？　ということをリイザは知りたいらしい。

「どう思ってるって？」

「混沌の少年に対する、あなたの感情を確認しておきたいの」

　感情とはもちろん……、恋愛感情のことで……、『好き』か『嫌い』もしくは『どちらでもない』というこたえを求められているわけだから……。

　二日前、レゾン学院に泊まったときも、似たような問いに慌てたばかりである。

　あのとき、こたえは喉のど元もとまで出ていた。

　自分が抱いている、理刀に対する感情は、

「す……」

「混沌の少年とあなたの関係は、いま、どうなのかしら？」

　新たな質問に言葉を遮られ、キュートは出かかった声をコクッと吞のみ込こんだ。

　関係？　自分と理刀の？

　恋人？　彼氏？　ついつい頭に浮かんだ単語を振り払う。いま現在は、そのどちらでもない。現段階は……友人という言葉がピッタリだ。

「友達……よ」

　キュートのこたえで、リイザの瞳ひとみに明るさと力強さが戻ってきた。唇はずっと笑みのかたちを保ったままだったが、やはり表情の輝きがぜんぜん違う。魔女というよりも女神と評したほうが適切なのだが……。

　フォンターナ公爵家の三女であり、魔界屈指の大魔女であり、キュートなど到底及ばない女神のような存在であるリイザが、細く端麗な体全体を使って安あん堵どの息を吐いた。

「変なこと訊いて、ごめんなさいね。あなたがわざわざ引っ越したり、あすの催しで混沌の少年とペアを組んだって聞いたものだから、少し心配になったの。でも、お友達だったら安心ね。毒どく舌ぜつ丸まるも近くにいることだし」

　リイザが、どこかつくりものめいた笑みを浮かべた。

　キュートの口いっぱいにひろがっていた甘さが、いつの間にか消えていた。

　リイザは、キュートの本心や理り刀とに対する想おもいに気づいている。彼女ほどの女性が、気づいていないはずがない。きっと、もう、すべてをわかっているはずだ。なにもかも見通しているはずなのだ。

「お友達とは仲よくね」

　キュートは、リイザが言外に匂におわせていることに気づき、うつむいた。

　キュート・フォンターナと春日かすが理刀は、魔族と人間。魔界の公爵家と人間界の一般人。しかも理刀は、魔族の天敵ともいえる『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　あまりにも、住んでいる世界に差がありすぎる。違いが大きすぎる。

　だから、理刀へ想いを寄せてはダメ。

　必ず後悔するから。

　魔族には魔族の生き方がある。

　人間には人間の生き方がある。

　寄り添うことはあっても、交わることはない。

　絶対に。

　リイザは、それをキュートに伝えたくてやってきたのだ。ファミリーレストランという明るい場所を選んだのも、テーブルが埋まるほど甘いものを並べたのも、すべてこの話を聞かせるためだったのだ。

　嫌な話も明るい雰囲気の中で聞けば、気分的に少しは楽になるかも。甘いものを食べながらだと、気持ちがリラックスできるかも、とそう考えたのだろう。

　いかにもリイザらしい。

「あすは、無理のないようにがんばりなさい。みんなを連れて応援にいくわ」

　リイザが、慈しみに満ちた微笑ほほえみを浮かべた。

「……うん」

　キュートは、力なくうなずいた。

　自分を取り巻く環境は、なにも変わらない。理刀という友人の存在にも、変化はない。甘いものだってたくさん食べた。

　それなのに、どうしてこんなにも気持ちが重くなるのだろう。

　なんだかとても、理刀に逢あいたくなった。




　理刀は、なんとなく一階へ下りてきたところで『パソコン入門』を読んでいた毒どく舌ぜつ丸まるに声をかけられ、いま現在、管理人室の六畳間で緑茶を飲んでいた。

　時間は、一一時を少し回った頃ころ。

　入口の左に台所、その奥にトイレのドア、風ふ呂ろナシ、という管理人室には、ふたりの先客がいた。

　丸い、なんだか懐かしい雰囲気を醸し出しているちゃぶ台を挟んで、理り刀とは彼女たちとむかい合っている。

　ひとりはスイート。そしてもうひとりは、彼女の母親、刃は哭な。

　毒どく舌ぜつ丸まるに紹介してもらった刃哭は、二十代半ばにしか見えず、スイートが娘だと言われてもピンとこない。

　だが、ふたりはよく似ていた。

　対する相手にきつい印象を与えない、まさに絶妙な角度でつり上がった切れ長の目。ロングウェーブの髪は、薄い紫色。

　そしてなによりも、頭の上にちょこんとくっついているようなクマ耳が、親子の決め手である。いや、親子というよりも、歳の離れた姉妹といったほうがいい。

　美人にクマ耳、というアンバランスが、なんとなくコケティッシュだ。しかも刃哭は、日本の着物に似た服をまとっており、その胸もとをはだけさせているため、首から鎖骨にかけて大きく露出している。その病的なまでに白い肌が、あまりにも艶なまめかしい。

　だから理刀は、できるだけスイートや、ちゃぶ台から離れた場所に座っている毒舌丸ばかりに顔をむけていた。

　刃哭へ目をむけると、彼女の首筋やわずかに覗のぞく胸の谷間に視線が引き寄せられるからだ。直視困難な色気を持つ女性と差しむかいに座るのは、ちょっとした拷問である。

「そこで、理刀が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だとわかりましたの。それどころか、『混沌爆弾カオテイツク・ボム』の能力まで持ってるなんて、驚きを通り越して呆あきれてしまいましたわ。まさに、二足歩行の混沌竜カオスですもの」












　スイートが、甘えるように母親の腕をつかんだまま、先ほどから嬉うれしそうにしゃべっている。

　刃は哭なは、そんな娘に穏やかな目をむけたまま、「そうなの？」「まあ」「あらあら」と合いの手を入れているだけだ。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、スイートの話にうなずきながら、黙って話を聞いている。

　今週の月曜からきょうまで、スイートがこのマンションの二階に泊まっていたことを、理り刀とはついさっき知った。彼女と初めて会った日からきょうまで、ずっと同じビルの五階と二階で生活していたことになる。

　刃哭のほうは、きょう魔界から出てきたという。もちろん、スイートが出場する《星影祭》参観のためだ。

　彼女の表情や仕草のひとつひとつが、娘への愛情に満ちていることが、見ていてよくわかる。スイートも、母親をとても慕っている様子だ。

　クマ耳の母娘おやこを見ていると、なんだかホッとする。

　理刀はスイートの話に耳を傾けながら、両手で湯飲みを包み込むようにして持ち、ズズッと緑茶をひと口すすった。

　これもまた、ホッとする。

　そのとき、瞳ひとみを碧あおに染めた毒舌丸が、衣きぬ擦ずれの音ひとつなく立ち上がり、管理人室のドアへ歩み寄った。

　なにが〝視みえ〟たのだろう？

　彼女が、静かにドアを押し開ける。

　タイミングよく入ってきたのは、

「ただいま。理刀、ごめんなさいね」

　キュートだった。

「リイザさんは？」

「理刀が管理人室ここにいるって教えてくれたあと、すぐに帰ったわ、またあしたくるって」

　言い終わるなり、キュートはスイートへ視線をぶつけた。火花が散る。

　だがすぐに目をそらし、今度は刃哭にむかって笑顔を浮かべた。

「お久しぶり、刃哭様」

「お久しぶりです、キュート。元気そうでなによりですね」

「あしたの《星影祭》を観みにきたんでしょ？」

「ええ、キュートも出場すると聞いていますよ。がんばりなさい」

「もちろん、優勝を狙ねらってるわ！」

「まあ、狙うだけなら自由ですから、いくらでも狙って下さいな。わたくしも出場する、ということをお忘れなく」

　スイートが、会話に割り込んでいく。

　また、キュートとスイートがにらみ合いを始める。

　そんなふたりの少女たちを、刃は哭ながにこやかに眺めている。毒どく舌ぜつ丸まるは、相変わらず無言、無表情のままだ。

　ここで、刃哭が壁の時計に目をやった。

「そろそろお昼時ですから、食事にしましょうか？」

　すかさずその言葉を受けたのは、いままで口を開こうとしなかった毒舌丸だった。

「そうですね。あすが《星影祭》ですので、きょうのお昼はトンカツ専門店へ食べにいく、というのはいかがでしょうか？」

「トンカツって、豚っていう動物の肉料理なんでしょ？　食べにいくのは構わないけど、どうしてトンカツなの？」

　キュートの問いに、毒舌丸が眼鏡めがねのブリッジを指先でくいっと押し上げた。

「はい、ここニッポン国では、同音異義語にあえて類似の意味を見み出いだし、縁起をよいほうへ持っていこうとする風習があると耳にしました。ですので、あすの《星影祭》でお嬢様たちの必勝を願う意味で、『勝つ』と『カツ』をかけてみました」

　どこで聞いてきたのだろうか？　風習、というわけではないのだが……。毒舌丸の言いたいことはだいたいわかった。

「なるほど」

　と、この場で唯一、生まれも育ちもニッポン国の理り刀とは、大きくうなずいた。

「へぇ、『勝つ』ために『カツ』を食べるのね？　なんだか辺境の土着呪じゆ術じゆつみたいね」

　キュートが、目を輝かせた。

「まあ、トンカツを食べて『勝つ』なんて、ニッポン国の方々はユーモアのセンスがおありのようね」

　スイートも笑顔になる。

　だが次の瞬間にはもう、バチバチと視線をぶつけ合うふたりである。

　そんな彼女たちに、刃哭が微笑ほほえみかけた。

「それでは、ふたりの必勝を願って、トンカツというものを食べにいきましょう」

「はぁい、刃哭様」

「はい、お母様」

　キュートとスイートが、ほぼ同時に甘えた声で刃哭へ笑顔を返す。

　だがやはり、一秒もしないうちににらみ合いを始める少女たちである。




　およそ二〇分後、理刀たちは駅ビルの三階にあるトンカツ専門店『豚とん喝かつ亭てい』の暖の簾れんをくぐっていた。

　キュート、スイート、刃哭、毒舌丸、そして理刀の五人で、ぞろぞろと店の中へ入っていく。

「ぃらっしゃい！」

　威勢のいい店員の声に、碧あおに染まった毒どく舌ぜつ丸まるの目が、スッと細くなる。そして、鋭さと冷たさが二割ほど増した視線で、店の中を見回し始めた。

『豚喝亭ここ』は危険な場所じゃないし、店員はべつにケンカを売っているわけじゃないんですよ？　と彼女に教えてあげるべきか否かと迷いながらも、理り刀とは店員に案内してもらった席に腰を下ろした。

　毒舌丸には、公爵家の令嬢たちとその母君を守る、という役目もあるのだから、彼女の過敏な反応は仕方ないのかもしれない。

　理刀の隣にキュート、むかいの席にスイートが座った。スイートの隣に、刃は哭なが優雅な仕草で腰を下ろす。が、

「あれ、毒舌丸さんは？」

　彼女だけが、テーブルの横に立ったまま座ろうとしない。

「わたしはここで結構ですので」

　主たちとは同じテーブルに着けない、ということだろうか？

　そんな毒舌丸に、刃哭が声をかけた。

「ここは魔界じゃないのだから、あなたもいっしょに食事をしましょう」

「おやさしいお言葉、ありがとうございます。しかし、けじめは大切ですので」

　軽く頭を下げただけで、毒舌丸は動こうとしない。

「相変わらず固いのね」

　軽く息を吐いて、刃哭が小さく肩をすくめた。

　今度は、キュートが口を開いた。

「じゃあ、隣のテーブルが空いてるから、そこに座れば？　そしてあたしのためにトンカツ食べてよ」

　毒舌丸の細い眉まゆが、わずかに上がった。お嬢様から、「あたしのために」と言われれば、断れないだろう。

「いいえ、わたくしのためにトンカツを食べて下さる？」

　スイートも言葉を加えてきた。

　少し迷った様子の毒舌丸だったが、

「それでは、お言葉に甘えさせて頂きます」

　素早く空いたテーブルへ腰を下ろし、メニューを開いた。

　表情はまったく変わらないものの、彼女の瞳ひとみが嬉うれしそうなのは、理刀の気のせいばかりではないだろう。




　みんなの注文した料理がテーブルに並んだため、キュートはようやく割わり箸ばしをパチンとふたつに分け、手を合わせた。

「いただきます」

　ニッポン国式の食前の祈りは、いたって簡単だ。

「あらあら、面白そうね」

　刃は哭なも、キュートの真ま似ねをして手を合わせる。すると、スイートと毒どく舌ぜつ丸まるもそれに倣い、「いただきます」と合掌した。

　なんだか変な光景だが、『勝つ』ために『カツ』を食べるのだから、食べ始めもニッポン国式がいいだろう。

　物珍しそうに割わり箸ばしを眺めていたスイートが、理り刀とのやり方を見てそれをふたつに割り、不器用極まりない手つきでご飯を食べ始めた。まだまだニッポン国初心者の動きである。

　一方、刃哭も箸はしの使い方を知らないようだ。このテーブルでただひとりのニッポン国人である理刀の手もとを、ジッと観察している。

「刃哭様、お箸の使い方は、こうよ」

　キュートは、箸の先でトンカツをひときれつかんでみせた。と、ぽとりと皿の上に落としてしまったため、慌ててもう一度つかむ。今度は成功だ。

　キュートも、まだまだ他人に教えられるほど箸の使い方が上じよう手ずなわけではないが、スイートや刃哭よりはニッポン国の滞在期間が長い。理刀や黒くろ媛ひめたちとも、よくいっしょにお弁当を食べている。

「まあキュート、上手なのね」

　刃哭に褒められると、とても嬉うれしくなる。彼女の笑顔は、もうそれだけで素敵な魔法なのだ。

「ふん、ニッポン国にいれば、そのくらいできて当たり前ですわ。でも、これって、本当に食べづらいですわね」

　スイートが、箸でトンカツを突き刺しながら、どうにかこうにか口に運んでいる。持ち方が逆さになっているが、教えてやらない。

　そんな娘に、刃哭がやさしく言葉をかけた。

「どんな国の文化にも、それぞれ大切な意味があります。そのひとつひとつに歴史の重みがあることを知らなければいけませんよ」

「はい、お母様」

　スイートが、素直にうなずいた。

　キュートの横では、理刀が、「おお、なるほど」と感心したように声をもらしている。

　そんな彼が、嬉しそうに言った。

「こうやってみんなで食べるのって、なんかいいよなぁ。オレは……ひとりで食べることが多いから」

「ご家族は？」

　刃哭の問いかけに、理刀の笑顔がわずかに陰る。

「親はふたりとも緊急対処センターってところに勤めてるもんで、ほとんど休みが取れないんですよ」

「まあ、大変ですね」

「慣れてますから」

　スイートが、話に割り込んでいく。

「理り刀とは、自分で食事をつくっているのですか？」

「たまにはね。でも、ほとんどスーパーの惣そう菜ざいや弁当ばっかりだよ」

「そんな食生活では、栄養のバランスが悪いのではありませんか？」

「う～ん、どうだろ？　なるべく野菜は食べるようにしてるんだけどな」

「このトンカツ料理にも野菜がたくさんついてますから、どんどんお食べになったらいいですわ」

「そうだね。ここって、キャベツお代わり自由なんだよ。あと、ご飯とみそ汁もね」

「まあ素敵、それだったら、お腹なかいっぱい召し上がって下さいな」

「よっしゃ、食べるぞ！」

　刃は哭なが、そんなふたりに微笑ほほえみかけながら、

「それでは、あす、あなたたちが『勝つ』ことを願い『カツ』を頂きましょう」

　見よう見まねで箸はしを動かし始めた。

　キュートはそこで、ふと思った。

　勝ちたいのは、自分もスイートも同じ。そして、ふたりとも同じトンカツを食べている。互いに意識し合い、いちばん高い料理を頼んでしまったから、値段も同じ。

　そうなると、どちらがより強く『カツ』の効能を得ることができるのかが問題となってくる。

「同じ『カツ』を食べたら、どっちが『勝つ』のかな？」

　つい、声に出してしまった。

　スイートの目が、キラリと光った。

　長いつき合いから、すぐにわかった。あれは闘やる気の目だ。

　キュートはもうほとんど反射的に、彼女の視線を跳ね返した。

　理刀が、キュートとスイートの間で、落ち着かない様子で視線を動かしている。

「それは当然、量的なものが勝負の分かれ道になるのではありませんか？」

　スイートが、挑発的な仕草でトンカツをグサッと箸で突き刺し、ひょいと口の中へ放ほうり込んだ。

「上等じゃない」

　キュートも負けじと、トンカツに嚙かみついた。リイザと甘味を食べたあとだから、少々きついかもしれないが、ここは退ひけない。

　こうして、《星影祭》をあすに控え、少女たちの熱い前ぜん哨しよう戦せんが始まった。




　理刀は、少女たちの大食い勝負をただおろおろと見守っていることしかできなかった。

　刃哭が、とめもせずに黙って見ているから、理刀もそれに従うしかない。頼みの毒どく舌ぜつ丸まるは、「一〇分ほどで戻ります」と言い残し、つい先ほど店を出ていった。

　ご飯とキャベツとシジミのみそ汁はお代わり自由だが、メインのトンカツは注文しなければならない。

　現在、いちばん値段の高い『チーズな猪ちよ八はつ戒かい御ご膳ぜん』が三皿目に突入している。

　キュートもスイートも、なんだか顔が青くなっているような……、そろそろやめさせたほうがいいかも。

　そう思うものの、慈愛に満ちた刃は哭なの笑みは、いっこうに崩れる気配を見せない。

　だから、理り刀とも動けないのだ。

「む、無理しなくても、よろしいのですよ？」

　スイートが、わずかに充血した目をキュートへむけた。

「ふ、ふん、まだまだ、い、いけるわ」

　強がるキュートだが、そろそろ限界であろうことがわかる。先ほどから、箸はしがとまっているのがその証拠だ。ほっぺにつけたご飯粒は可愛かわいらしいのだが、鬼気迫る雰囲気のため、それを取ってあげるタイミングさえつかめない。

　カラリと揚がったおいしいトンカツも、食べすぎれば体に悪い。味もわからなくなるし、食事の楽しさもなくなってしまう。

　それでも少女たちは、互いに退ひこうとしない。

「そうですか、あえて自滅の道を歩むつもりですわね。いいでしょう、わたくしの真の実力を見せて差し上げますわ」

　言うなり、スイートがみそ汁をグイーッと飲み干した。続けて、子供のように箸を握り締め、ご飯をガバガバと口の中へ搔かき込み始める。驚異的なスピードだ。

　小さな体のどこに、あれだけのパワーが残っていたのだろう？　キュートとほとんど同じにしか見えないのに……。胸は、二センチ彼女のほうが大きいようだが、まさかそれがパワーの源だとは思えない。

「すげぇ……」

　思わず、驚きの声をもらしてしまう理刀である。

「くっ」

　キュートも負けじと、トンカツをひと口かじり、続けざまにご飯を口に入れるが、もしゃ、も、しゃ、もぐ、む、と咀そ嚼しやくのリズムさえつかむことができないでいる。

　スイートのリズムは、わずかも乱れない。それどころか、ドンブリまで食べてしまいそうな勢いである。

　一方、キュートの胃は、もはや限界のようだ。

　勝負はついたかに見えた。

　が……。

「スイート、ルール違反はいけませんよ」

　いままでひと言も口を挟まず、黙って勝負を眺めていた刃哭が、ようやくここで口を開いた。

「口の中に次元孔ホールをつくって別の場所へ跳ばしているだけでは、量を食べた、とはいえません」

　ホール？　魔法を使って、みそ汁やご飯を飲み込まずどこかへ跳ばしていた、ということだろうか？

　母の指摘に、スイートがわずかに顔をしかめた。

「お、お言葉ですがお母様、そ、そんなルールは決めていませんでしたわ」

「ルール、という言葉で納得できなければ、暗黙の了解といったほうがいいですか？　勝負というものは、どんなに些さ細さいなものでも厳正に行われなければなりません。いいですかスイート、あなたは勝負を汚すようなマネをしたのですよ」

　母親の手厳しい言葉を受けたスイートが、唇を引き締め、うつむいたままテーブルにドンブリを戻した。

　刃は哭なは、娘にやさしいだけではないらしい。筋の通らないことをすれば、ビシッと怒る厳しさも兼ね備えているようだ。

「キュートは、ちゃんと自分の力で食べていましたよ」

　刃哭が、キュートのほっぺについていたご飯粒を細く長い指先でつまみ、それを自分の口へ運んだ。

「エヘヘ」

　キュートが、心底嬉うれしそうな顔で頰ほおを染めた。

　そこへ、ようやく店に戻ってきた毒どく舌ぜつ丸まるが、テーブルの上に小さな瓶を置いた。中には白い錠剤が入っている。なにかの薬だろうか？　ラベルもなにも貼はられていないため、よくわからない。

「お食事はおすみでしょうか？　でしたら、おふたりともこれをお飲み下さい。少しはお腹なかの負担が軽くなるかと思います」

　胃腸薬を取りにいっていたらしい。さすが毒舌丸、気の利く女性である。

「あら、わたくしは平気でしてよ、そのようなお薬は、弱々しいお嬢ちゃまがお飲みになれば？」

　スイートが、ふふんと鼻を鳴らす。

「あ、あたしだってまだまだ食べられるわよ、魔法を使って逃げるくらいだから、あんたのほうが必要なんじゃないの？」

　キュートも負けてない。

「ほらほら、ふたりとも、せっかく毒舌丸が持ってきてくれたのだから、素直に飲みなさい。あとでお腹が痛くなっても知りませんよ」

　小瓶を手に取った刃哭が、スイートとキュートへそれぞれ錠剤を手渡した。

　少女たちが、素直にそれを飲む。刃哭の言うことには逆らおうとはしない。

「この勝負は引き分けですね」

「「はぁ～い」」

　にらみ合いながらも、刃は哭なへの返事だけは忘れない少女たちである。





六章　カーニバル開幕







『豚とん喝かつ亭てい』から帰ってきてからもずっと、理り刀ととキュートは《星影祭》の準備に余念がなかった。

　午後からは、狭い部屋の中を舞台に見たて、立ち位置を頭と体に叩たたき込こみ、動きを何度も繰り返し練習した。

　さすがにコップの水や砕いた発泡スチロールを部屋に撒まき散ちらすようなことはできなかったが、紙でつくった岩石を投げつける練習は、何度も行った。

　そしていま、時間はすでに夜の九時を回っているが、理刀もキュートも休まない。

　何度も何度も、動きを練習した。

　魔王にさらわれたキュート姫を、ピエロに扮ふんした理刀が助けにいく。魔王が、追ってくるピエロへ、洪水を、吹雪ふぶきを、岩石を次々とぶつけて追い払おうとするのだが、ピエロはしつこく追いかける。やられてもやられても、しつこくしつこくむかっていく。

　同じ動きを繰り返した。タイミングが合わなかったり、立ち位置が悪かったりしたら、その都度修正をしていった。

　小道具づくりも忘れない。

　四枚の画用紙を板に貼はり、そこに怖そうな魔王の顔を描いたのは、意外にも絵心のあるキュートだった。

　学院からもらった「発表会参加規定」プリントの内容確認も忘れない。

　発表は一〇分以内で終わらせる。スターライトとしての自覚を持つ。可燃物及び爆発物の持ち込みは不可。エトセトラ。

　参加するのは、スターライトのおよそ三分の二。個人七名、ペア六組。

　発表する順番は、当日の朝、クジ引きで決める、と書いてある。

　衣装のほうは、あした朝イチで毒どく舌ぜつ丸まるが学院のほうへ持ってきてくれることになっている。だから、衣装合わせはほとんどぶっつけ本番だ。

　時間がなくても、いま、自分たちにできることをやろう。そして、自分たちにしかできないことをやろう。

　理り刀ととキュートは、互いにそう言葉をかけ合っている。

　理刀には、洪水、吹雪ふぶき、岩石の幻術が見えない。だが、キュートが懸命に魔力を放出している様子はわかるから、あとは観客が驚いてくれることを祈るだけである。

　ふたり、真剣な視線を交わし合い、ときに笑い、意見を交換し、舞台上での流れを固めていく。

　そんな時間が楽しくて、キュートと同じ空間にいられることが嬉うれしくて、理刀はこんな練習ならずっと続けていたい、と心底思うのだが、いや、思っていたのだが……、いまは微かすかな違和感を覚えている。

　昨晩から今朝方、そして昼前にリイザがやってくるまで、理刀とキュートはほとんど同じ部屋で過ごしている。ハッピータイムを共有していた、といってもいい。

　キュートも、ずっと楽しそうにしていた。

　それなのにいまは、キュートの様子が微妙に変わっているのだ。なにがどう、というわけではない。が、どこか硬いというか、近くて遠いというか、なんとなくもやもやする感じが拭ぬぐいきれないのである。

　リイザとふたりでどこかへいったとき、なにかあったのだろうか？　『豚とん喝かつ亭てい』で食べすぎたことが原因なのか？　それとも、いよいよあすに迫った《星影祭》を思い、緊張しているのか？

　とにかく、いま自分にできることは、演技を成功させるための準備を抜かりなく終わらせることと、彼女をリラックスさせてあげることだけだ。

　なにか気持ちが解ほぐれる話題は？　と理刀が思いを巡らせていたとき……。

「あのぅ、少しお時間よろしいですか？」

「！」

　いきなり、スイートが部屋の中に現れた。唐突に跳んでくるのがお好きなようだ。

　帽子をかぶらず、クマ耳を出している。しかも、なぜかクマ顔のアップリケがついたエプロン姿だ。鍋なべつかみをはめた両手で支え持つようにしているのは、スープの入った皿である。

「きゅっ！　なによスイート、勝手に跳んでこないでよ！　ちゃんと入口から入ってくるのがマナーってもんでしょ！」

　間髪入れず、キュートが嚙かみついた。

「ごめんなさい。次回からそうさせてもらいますわ。でも、いまちょっと急いでますの」

　ぴこっとクマ耳を動かしたスイートが、理り刀との前にスープの皿を置いた。ちゃんとスプーンもついている。

「あ、あの、あなたが、いつも惣そう菜ざいやお弁当ばかり食べてるって仰おつしやってたから、たまにはオニオンスープでもどうかと思いまして……。母に教わらなければ、まだうまくはつくれないのですが……」

「え、オレに？」

「はい、理刀に食べてもらいたくて……。がんばって、人間界の料理をつくってみました」

　ピクッと、キュートの眉まゆが動いた。

「理刀？　呼び捨て？　ふっ、ふん、相変わらずママドラね。ついでに努力病も治ってないみたいじゃない。あんまり努力ばかりしてると、そのうちバカになっちゃうわよ」

「ママドラ？」

「母親依存症ママ・ドランカー、略してママドラよ」

　フンッと鼻を鳴らしたキュートの言葉に、理刀はわずかに首を傾かしげた。「ママドラ」なんて変なあだ名をつけられるほど、スイートは刃は哭なに依存しているのだろうか？　そうは見えないのだが……。

　眉を逆立てた妹を完全無視し、スイートは理刀から目を離そうとしない。

　食べないわけにはいかないだろう。

「それじゃ、頂きます」

　理刀は軽く手を合わせたあと、スプーンを使ってスープをすすった。

　コンソメの濃厚な香りとしっかりとした味わいが、鼻び腔こうと舌を同時に包み込んでくれた。細かく切ったタマネギが、口の中でゆるゆると溶けていく。熱さもちょうどいい。

　旨うま味みが、ジュワッと口の中にひろがっていく。

　うまい。

　理刀は、どんどんスプーンを動かし、次々とスープを口へ運んだ。最後のほうになるとスプーンを使わず、不作法を承知で皿を持ち、スープを飲み干した。

　スイートが、嬉うれしそうにそれを見ている。

　キュートは、なんだか面白くなさそうな顔だ。

　理刀は、大きく息をついた。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷどころか、周囲の空気までオニオンスープ色に染まっているかのような心地になってくる。

　スイートが、ツツッと理刀に身を寄せてきたと思いきや、

「次回は、スープ以外もご馳ち走そういたしますわ」

　いきなり頰ほおにキスをしてきた。

「！」

「きゅっ！」

「やっぱり、理り刀とにはなんの効果もありませんわね、ふふ」

「きゅーっ！　ちょ、ちょ、ちょっとスイート、あんたなんのつもり……」

「それでは、これで……」

　キュートには目もむけず、スイートは皿を取るなり、微笑ほほえみを残して姿を消した。

「きゅーっ！」




　スイートが消えて三〇秒もしないうちに、あれほど苛いら立だちを露あらわにしていたキュートの表情が、急に真面目まじめなものに変わった。

　理刀は、まだ頰ほおに残っているキスの熱に戸惑いながらも、彼女の視線に動けないでいた。

　彼女はいま、キスされてヘラヘラしている自分に対し、怒っているのか、呆あきれているのか、その表情からはよくわからない。

「あの、本当に、スイートがなんであんなことするのか、オレにもさっぱり……」

　なぜか、卑屈になってしまう。

　なんとなく、わかっている……。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝と呼ばれているスイートだから、気兼ねなく他人にキスできることが嬉うれしいのだろう。いままでにないことだから。

　だから、春日かすが理刀という個人に対しては、特別な感情など抱いていない……、はずだ。

　そのことをキュートへ伝えたかった。でも、なんだかうまく伝えきれなくて……。

「スイートって、努力家なんだね。キュートは、努力病なんて言ってたけど……」

　とにかくいまは、会話のキッカケが欲しかった。キスからキュートの意識を離したい、という狡ずるい計算もあるけど。

　薄い肩をすくめながら、キュートが軽く息をついた。

「スイートの努力病には、理由があるの……」

「理由？」

「あの娘こが｛不凋花の唇｝だってことは、教えたでしょ？　不凋花ってね、天国と地獄の狭間はざまに咲く花なの。

　狭間……。つまり天国でも地獄でもない、どっちつかずの場所ってことね。

　魔界の神話に出てくるそこは、地獄の辺土リンボって呼ばれてる、荒れ果てたなにもない土地って意味なの。

　不凋花は、絶対に凋しぼまない花。だから、魔界じゃ魔族と獣人の混血児をバカにするときに使われる言葉よ。

　しつこいし、どんなに過酷な環境でも凋まないから、害虫とか病原って意味もあるわ」

「それじゃあ、スイートは……」

「あの娘の母親、刃は哭な様は魔族と獣人のハーフだから、スイートを産む前はすっごく苦労したみたい。だから、娘にだけは同じ思いをさせたくないんでしょうね。

　スイートもそれがわかってるから、自分を磨くことをやめようとしないの。絶対に」

　理り刀とから視線を外したキュートが、先ほどまでスイートが立っていた場所を見つめた。そのまま、再び話し始める。

「ときどき、あんまり努力ばかりしているスイートが可哀かわい想そうになるの。周りに認めてもらうためだけの努力って、なんだか味気ないから……」

　そこでまた、キュートが理刀へ目を戻した。空色の瞳ひとみに宿っているのは、いつものやさしい輝きだ。

「前にね、黒くろ媛ひめが言ってたの……自分はひとりでがんばらないで、友達といっしょにがんばるんだって……」

「わかるよ。どうせ努力すんなら、楽しいほうがいいに決まってるもんな」

「あたしも、人間界にくる前は……いろいろひとりでがんばってたけど……いまは……」

「少なくとも今回は、オレとふたりでがんばっただろ？」

　理刀の言葉にキュートが、ため息がもれそうなほど愛らしい笑みを浮かべた。そして、胸の前で両の拳こぶしを握り締める。

「そうよね……あたしは、理刀といっしょにがんばったんだもの。だから、スイートには負けないわ！　今回だけは、絶対に勝つんだから！」




　──日曜日。

《星影祭》は、一三時開場、一四時開始であるが、理刀たち出場者は朝の九時にはもう学院に集まっていた。

　クジ引きの結果、順番はなんと黒媛と巴ともえペアに続いての出場となった。しかも、最後の発表である。しかし、本当の最終発表を行うのは、特別出演が許されたスイートである。

　発表順が決まっても、理刀とキュートはリラックスしていた。緊張がないと言えば噓うそになる。でも、楽しむと決めた。練習や準備を楽しんだという自信もある。

　真剣に楽しんだ者勝ち。

　昨晩から、これが理刀とキュートの合い言葉だ。




　開場まであと三〇分と迫った頃ころ、理刀とキュートが落ち着きなく待っていた出場者控え室に、毒どく舌ぜつ丸まるがようやく姿を現した。

　彼女の手には、大きな衣装ケースが握られている。

　待ってましたとばかりに、キュートが駆け寄っていく。

「遅くなりました」

　毒舌丸がさっそくケースを開け、中から取り出したのは……。

　レースをふんだんにあしらった、高級感あふれる純白のドレスだった。スカートには、これでもかとばかりにフリフリがくっついている。フリフリのフリフリによるフリフリのためのドレス。まさにそんな感じにフリフリだ。

「さ、ご試着を……」

　毒どく舌ぜつ丸まるに背を押され、キュートが女子専用の更衣室へ入っていく。

　理り刀とは、ドレスを着たキュートを想像して意味もなく照れながらも、毒舌丸が持ってきた衣装ケースの中を調べた。

　黒いローブが二着。そしてピエロの衣装が一着。ちゃんと揃そろっている。小道具の準備も抜かりナシだ。

　それから二〇分ほど経たった頃ころ、女子更衣室のほうが騒がしくなった。

　なんだ？　理刀が更衣室のドアへ目をむけて一秒、二秒、三秒……、それが開いた。

　女の子たちのため息を背負って現れたのは、純白のドレスに身を包んだキュートだった。銀髪を下ろしているため、銀と白の調和に一瞬目がくらむ。

　こんなことって……。

　目を離すことができない。言葉を発することさえも。唯一できることは、まばたきだけ。

　控え室にいたスターライトたちが、おおっと感嘆の声をもらした。

　ああ、やっぱり本物のお嬢様だったんだな、と理刀はいまさらながらに思い出した。

　見た目の可か憐れんさはもとより、これがオーラなんだと、初めて知ることができた。

　持って生まれた高貴な血が、育った上質な環境が、キュート・フォンターナという少女をかたちづくったのだ。

　目の前の少女はまさに、プリンセスだった。

　わずかに頰ほおを染めたキュートが、理刀に歩み寄ってくる。その距離が縮まるにつれ、心臓の暴れ方がひどくなっていく。

　理刀の前で立ちどまったキュートが、はにかむように微笑ほほえんだ。

「きゅ、こんな服着るの久し振りだから……変じゃない？」

　とっさに声が出ない。出せない。頭も動かない。だから理刀は、プルプルプルと首を振った。変じゃない、どころか似合いすぎだ。

　そんな理刀の反応にどういうわけか満足したらしく、キュートは「ありがと」と顔中を笑みだらけにし、頰の紅をさらにひろげた。

　そんな表情が可愛かわいすぎて、ますます声が出せなくなる。

　キュートが、女子更衣室のドア脇わきに控えていた毒舌丸へむき直り、

「刃は哭な様はくるんでしょ？」

　そうたずねた。

「はい、いま隣の部屋にいらっしゃいます」

「ほんと？　だったら、この衣装見せてこようかしら」

　言うなり、理刀に「ちょっといってくるね」と声をかけ、ドレスのスカートを持ち上げながら控え室を出ていった。

「？」

　理り刀とは首を傾かしげた。

　どうして、お姉様方ではなく、刃は哭ななのだろう？　いけない、というわけではないのだが……。

「毒どく舌ぜつ丸まるさん、キュートって、えらく刃哭さんに懐いてるみたいですけど……自分のお母さんは？」

「キュートお嬢様には、お母様がいらっしゃいません。ですから、そのぬくもりを刃哭様に求めていらっしゃるのかもしれません」

　聞いて、理刀は唇を嚙かんだ。

　キュートの明るい笑顔が、いまもまだ脳裏に残っているにもかかわらず、なぜか無性に哀しくなった。

　表には決して出さない彼女の寂しさが、なんとなく見えたような気がしたからだ。

　スイートに「ママドラ」なんてあだ名をつけたのも、本当は仲のいい母娘おやこが羨うらやましかっただけなのかもしれない。

　なにかしてあげたいと思った。

　たくさんしてあげたいと思った。

　まずは、きょうの舞台だ。

　彼女のためにがんばろう。

　理刀は、そう心に誓った。




　刃哭に衣装を見せようと廊下へ出たところで、通路のむこうから歩いてくる百もも香かを見つけた。彼女もすぐキュートに気づき、

「うわぁ、うわぁ、うわぁ、素敵ですぅ！」

　と、いつもの元気さ全開で駆け寄ってきた。

「舞台衣装なの」

「ん─────っ、きれいすぎですっ！」

　あまり褒められると、嬉うれしい反面恥ずかしくなってくる。周りには、学院関係者がたくさんいて、みんな驚いたような顔でこちらを見ている。

「黒くろ媛ひめと巴ともえなら、女子更衣室にいるわよ」

「黒姉様と巴ちゃんと、それからキュートさんと春日かすがさんもしっかりバッチリ応援しますね。もちろん、スイートさんも応援しちゃいます」

　百香が、ニパッと笑顔をつくる。

「それじゃ、またあとでね」

「はぁい、でもホントに素敵ですぅ」

　全身全霊で賛辞を贈ってくれた百香に手を振りながらも、キュートの意識はすでに、すぐそばのドアへ吸い寄せられている。

　刃哭は隣の部屋にいる、と毒舌丸が言っていた。

　百もも香かが出演者控え室へ入っていったのを見届けたあと、キュートはドアをノックした。なぜか、『審査員控え室』と書かれた紙が貼はってある。

　ひと呼吸ほど間を置き、ドアを開けた。

　パイプ椅い子すに座った刃は哭なの姿が、目に飛び込んでくる。ついでに、彼女のそばに立つスイートの顔も。

「あら、衣装だけは一人前ですのね」

　さっそく、スイートがチクリと攻撃を仕掛けてくる。でも、そんなことでいまの気分は微み塵じんも崩れない。

　スカートをちょっとだけ持ち上げ、刃哭に「どう？」と目でたずねた。

「とても似合っていますよ、キュートに相応ふさわしいドレスですね。あなたの魅力がまたいちだんと引き立っています」

　彼女のやさしい言葉とあたたかな微笑ほほえみを受け、心が躍った。

「ま、能がない方は、少しでも見栄えを取り繕うより方法てがありませんものね」

　スイートが、しつこくチクチク攻撃を放ってくる。

　確かに、彼女は普段通りの格好だ。

　だが、ここは退ひけない。理り刀とと懸命に考え、その結果使うと決めた衣装なのだから。

「なんでも楽しまなきゃ損でしょ。だからこの《星影祭》は、観客といっしょに自分も楽しむって決めたの」












「せいぜい楽しんで下さいな。あなたは外側だけで、わたくしは中身で観客を楽しませましょうね」

「ふんだ、あたしと理り刀とのがんばりを見てなさい！」

「がんばった、と胸を張って言えるのは、満足のいく結果を残したときだけです。そのことをよぉく覚えておいて下さいね」

「上等じゃない」

　バチバチバチバチバチッと、キュートとスイートの間でなにかが弾はじけた。視線の衝突、もしくは意地と意地のぶつかり合いから生じた激しい火花である。




　時計の針が、一四時を指した。

《星影祭》の始まりである。

　衣装はすでに身につけている。

　キュートは純白のドレス。

　理刀は……、ピエロ服。メイクもバッチリだ。みんなに笑われたが、ここに至っては、ドンとこい！　という心境になっている。

『はぁ～い、解説はわたし、フィー・フォンターナでぇす。よろしくお願いしますねぇ』

　舞台そでの暗室で観客席を覗のぞいていたキュートが、アナウンスを聞いた途端、ハァ～とため息をついた。

「お姉さん？」

「二九○番目のお姉様よ。仕切り屋さんなのよね、フィーお姉様って……お調子者だし」

　理刀はまた、下りた幕を背にして舞台縁に立つフィーへ目をむけた。白いスーツ姿の小柄な女性である。背に流れる赤い髪が、とても魅力的だ。

『さあ、スターライトたちの発表を前に、まずは特別審査員の紹介でぇす』

　観客席の最前列に座っていた女性に、スポットライトが当たる。

　また、キュートがため息をついた。光に浮かび上がった女性が、フォンターナ家の三女、リイザ・フォンターナだったからだ。

『魔界の公爵家令嬢、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝リイザ・フォンターナぁぁぁ』

　ノリが、格闘技試合の選手紹介アナウンスである。｛静謐なる禍｝というリイザの異名も初めて聞いた。なんだか怖い。

　美しさと優雅さと上品さと最高級品のドレスを身にまとったリイザが、流れるような動きで立ち上がり、観客席へ手を振った。

　講堂が揺れるほどの拍手が鳴り響く。まさに万雷のごとし、である。

『続いてぇ、公爵家を支える縁の下の力持ち、｛疾風の眼鏡娘めがねつこ｝毒どく舌ぜつ丸まるぅぅぅ』

　おいおい、毒舌丸さんもか……。｛疾風の眼鏡娘｝って……。

　理刀もキュートといっしょに、ハァ～とため息をもらす。

『そして最後にぃ、クマ耳がプリチィな｛紫の牙きば｝刃は哭なぁぁぁ』

　理り刀ととキュートは、思わず顔を見合わせた。

　刃は哭なも？　それにしても｛紫の牙きば｝なんて、品のある彼女には不釣り合いな異名である。髪の色は、確かに紫なのだが。

「なんか刃哭さんに｛紫の牙｝ってのは、ちょっと……」

「刃哭様って、あたしたちくらいのときに、魔界の闘技場で闘ってたんだって……。｛紫の牙｝ってのは、そのときのふたつ名よ」

　見かけによらないもんだ、と理刀はもう一度、観客席の最前列に座る刃哭へ目をむけた。う～ん、やっぱり｛紫の牙｝というイメージにはほど遠い色っぽさである。

『以上三名の特別審査員に、スターライトたちの演技をしっかりと審査して頂きまぁす』

　講堂内に響くフィーの『声』を聞きながら、キュートが唇を引き締めた。

「いよいよね！」




　スターライトたちの演技は、アクシデントもなく順調に消化されていった。

　水槽に満たした水の上に立ったり、霧を発生させて会場中を覆ったりした【精霊使いエレメンタラー】の生徒が、観客に大きな拍手をもらっていた。その他ほかにも、マジックショーの大脱出芸をやった【無を歩く者ナツシングウオーカー】の生徒や、体を半透明にし、服だけでタップダンスを踊った生徒が、かなりの笑いと得点をとっていた。

　彼らの能力披露に対し、特別審査員のリイザ、毒どく舌ぜつ丸まる、刃哭の三名が、それぞれ一〇点を持ち、生徒の中からランダムに選ばれた二〇名がそれぞれ一点ずつ入れるか否かを判断するという採点システムになっている。最高は五〇点だ。

　現在のトップは、霧を発生させた【精霊使い】の生徒が出した四〇点である。

　理刀とキュートは控え室に戻らず、ずっと舞台そでの暗室から観客の様子やスターライトたちの演技を覗のぞき見ていた。他にも数名が、暗室内に陣取っている。

　みんな緊張の面持ちだ。

　理刀も、出番が近づいてくるにしたがい、少しずつ自分の鼓動が速くなっていくのを感じていた。理由もなく手首の脈を測ったり、トイレにいったり、小道具をチェックしたり。

　間違いなく緊張している。それでも、そばにキュートがいてくれるため、それが無意味に膨張することはなかった。

「巴ともえ、楽にいこう」

　背から聞こえた声に、理刀は舞台上から視線を外し、振りむいた。

　ちょうど、黒くろ媛ひめが通路から暗室へ入ってきたところだった。巴もすぐ隣にいる。早いもので、もうすぐ理刀たちのひとつ前のペアに順番が回ってくるのだ。

　去年、なんらかの理由によって出場しなかったふたりが黄金ペアを組み、満を持して舞台へあがる。

　ふたりの舞台衣装は、お揃そろいのタキシードである。

　黒媛のほうは、男の目から見ても格好いい。これならば、男性だけでなく女性の心も鷲わしづかみだ。

　一方、巴ともえは格好いいというよりも可愛かわいく、可愛いというよりも儚はかなげだった。

　そんな彼女の顔をよくよく見ると、薄暗い室内でも強こわ張ばっていることがよくわかった。いつもなら、無口ながらもゆるやかな表情なのに、いまはカチコチだ。視線も、足もとに落ちたまま動かない。かなり緊張しているようだ。理り刀とのピエロ顔を見ても、その唇にわずかな笑みも浮かべない。

　だから理刀は、おどけた歩調で巴に歩み寄った。そして、わざとらしいほどのピエロスマイルを浮かべてみせる。

「きょうは年に一回のお祭なんだからさ、観客なんて石ころだと思って、いっぱい楽しんできなよ」

「が、がんばって！」

　こっちも少々緊張した面持ちのキュートが、胸の前で拳こぶしを握った。

　巴が、こくっとうなずいた。続けて、キュッと唇を引き締める。

「そうだな、春日かすがの言う通り、楽しんでみることにしよう」

　黒くろ媛ひめがつぶやいた直後、

『さあさあさあ、みなさんお待ちかね、お次はレゾン学院が誇る｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と｛謎エニグマ｝のペアが登場でぇ～す。はい拍手ぅぅぅ』

　フィーのアナウンスが聞こえてきた。

　黒媛と巴がうなずき合い、洪水のような拍手の中へ歩み出ていく。

「楽しんでくるよ」

「……い、石ころ」

　その言葉を残して。




　黒媛と巴が舞台に出ていった途端、拍手がさらに渦を巻いた。明らかに空気の色が変わった。声援も聞こえる。

　なんといっても、ふたりは超有名人なのだ。大きなファンクラブもあるし、コアでディープでマニアックなファンも大勢いる。いままでのスターライトたちと比べ、観客の反応が段違いである。そんなふたりがタキシード姿で舞台に登場したのだから、ファンには堪たまらないだろう。

　舞台中央で、黒媛が深々と頭を下げた。それを合図に、拍手が小さくなっていく。巴がちょこんと頭を動かしたときにはもう、講堂内の雑音は消えていた。

　黒媛がさっそく、上着のポケットからコンパクトを取り出した。

　彼女がダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、鏡に映った範囲限定で時間をとめられることを、観客のほとんどが知っている。

　静けさの中に、緊張感が加味された。

　続けて、うつむいたままの巴が、ぼそぼそと呪じゆ文もんを唱え始めた。

「枯こ骨こつの憂い、没ぼつ滅めつの嘆き、老ろう廢はいの患い、汝なんじらに黎れい明めいの道を指し示さん、起たちて幽光ひかりに集え、志半ばに膝ひざ折おり朽ち果てたる者たちよ、我が呼びかけに応こたえよ」

　声は、最前列の観客に届いたかどうか……。

　それでも、巴ともえのブレスレットが淡い輝きを放ち始める。

　彼女の専用媒体がプラチナであることも、ほとんどの観客が知っているはずだ。

　舞台上にフワ～っと現れたのは、二体の死霊だった。長い黒髪が美しい女性霊たちだ。白地の上着に赤あか袴ばかまを合わせている。

　観客席が、低くどよめいた。普通の生活をしていれば、まず死霊と出会うことはないため、観衆の関心を惹ひく力は強い。視覚的なインパクトも十分である。

　すべるように移動した死霊たちが、舞台下左手側に用意してあった竹製の編かごをそれぞれ手に持ち、また舞台中央へ戻ってくる。

　そして、かごの中に入っていたモノをつかみ、二体同時に頭上へばらまいた。

　色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきである。

　その紙吹雪が、空中でピタリととまった。黒くろ媛ひめが、時間停止能力を発動させたのだ。

　するとまた、死霊たちが舞台下手に移動し、竹かごを置くと新たに、一体は竹ぼうき、もう一体はちり取りを手にして戻ってくる。

　と、空中停止していた紙吹雪の中から、一枚の紙片がヒラヒラと床に落ちた。

　死霊たちがすかさず、その紙片を竹ぼうきでちり取りに掃き入れる。ナイスなコンビネーションだ。

　続けて、紙片が一枚、またもう一枚と落ちていく。まるで、散りゆく木の葉のように。

「部分的に時間拘束を解除していくなんて……黒媛、やるじゃない」

　理り刀との隣で、キュートが感心するようにつぶやいた。

　ふたり、舞台そでに引かれた緞どん帳ちようの陰に隠れ、黒媛と巴の演技を見ている。

　見る人が見れば、黒媛も巴も素晴らしい能力披露を行っていることがわかる。

　黒媛は、キュートが言ったように、ただ時間をとめるだけでなく、任意の空間だけ時間を動かしていくという、【時の統治者タイムルーラー】としての高度な技を使っているし、【死霊使いネクロマンサー】である巴は、霊体に物質をつかませ、しかもそれを使用して細かな作業をさせるという霊魂操作能力の高さをアピールしている。

　さすがは、レゾン学院を代表する能力者ペアだ。

　突然、彼女たちの演技に水をさすような声が、講堂内に響き渡った。

「巴ちゃ～ん、こっちむいてくれぇ！」

「だれ？　バカじゃないの？」

　キュートが顔をしかめながら、暗い観客席へ目をむけた。

　同じように、ずっとうつむいたまま霊魂操作を行っていた巴が、だれとも知らない男の声に引かれ、顔を上げた。

　上げてしまった。

　たったそれだけで、観客席の一画から歓声がわき上がる。

　途端、巴ともえの顔が赤一色に染まった。

　意識してしまったようだ。

　大勢の目を。

　石ころだと頭の中で念じていたはずなのに、それが途端に実在の人間へと変わったため、緊張感が爆発したのだろう。

　巴の中で、なにかが切れたのかもしれない。床に落ちていた紙片を搔かき集めていた死霊たちが、いきなり竹ぼうきとちり取りを振り上げ、黒くろ媛ひめに襲いかかっていく。

　時間停止と部分解除に集中していた黒媛の頭に、ポカッ、バシッと竹ぼうきとちり取りの攻撃が決まった。

　途端、紙かみ吹雪ふぶきがすべて散ってしまう。

　死霊たちの攻撃はとまらない。竹ぼうきとちり取りをブンブン振り回しながら、逃げる黒媛を追いかけ始めた。

　理り刀とは、舞台上へ飛び出しそうになった足をなんとか押さえつけ、叫んだ。

「亜あ威いさん、こっち！」

　声に、黒媛が理刀とキュートがいる暗室へ飛び込んでくる。当然、死霊たちも。

　理刀は死霊たちの前へ飛び出し、両手をひろげた。直後、竹ぼうきとちり取りだけが、暗室の床に転がった。

　理刀の体に触れた女性霊たちはどこへ？　消滅したのか？　できることなら、天国へ逝いったものと思いたい。

「助かった」

　理刀の背を軽く叩たたき、黒媛がすぐにまた舞台上へ駆け戻っていく。手を振りながら。

　そして、舞台上で巴と手を取り合い、観衆にむかって頭を下げた。

　死霊が暴れたのは、すべてシナリオ通りでぇ～す。

　まるで、そう言っているかのような大胆さと明るい笑顔だ。

　拍手が爆発した。

　黒媛さ～ん、巴ちゃ～ん、などと叫んでいる声もたくさん聞こえる。

『見事な演技でしたぁ、さあ、採点のほうは？』

　フィーの合図で、リイザ、毒どく舌ぜつ丸まる、刃は哭なの三人が、手持ちの札を上げる。

　リイザ、七点。毒舌丸、七点。刃哭、一〇点。加えて、生徒たちは一九人が一点札を上げている。

『出ましたぁ、四三点！　最高点でぇ～す！』

　歓声が、講堂内を包み込む。

　黒媛が、両手をあげてそれにこたえている。

　一方の巴は、ずっとうつむいたまま動かなかった。




　舞台そでに戻ってきた黒くろ媛ひめが、理り刀との胸を拳こぶしでコツンと突いてきた。

「春日かすがのお陰だ、ありがとう」

「おつかれ」

　理刀は、ニッと笑って彼女の目を受けとめた。と、その後ろからおずおずと顔を出した巴ともえが、ペコリと頭を下げてきた。

　顔を上げようとせず、胸の前でモジモジと指を絡めながら、

「その、あの、去年は、わたしが舞台に上がる直前で、緊張しすぎて、目が回って、吐き気もして、動けなくなって、ペア、組んでた黒媛に、とても迷惑かけたの……。でも、今年は、最後までやれて……。春日くんの、お陰で……」

　小声ながらも、懸命に唇から言葉を押し出してくる。

　続けて、ギューッと目をつぶった巴が、彼女にしてはハッキリとした声で言った。

「あ、ありがとう」

「いや、オレはなにも……」

　面とむかって「ありがとう」なんて言われたら、照れてしまう。しかも相手は、ずっと憧あこがれていたあの《謎エニグマ》なのだ。

　とても嬉うれしそうな巴。

　すごく嬉しそうな黒媛。

　だから、理刀も嬉しかった。

　キュートも嬉しそうに笑っている。

『さあ、残りあと二組となってしまいました。果たして、四三点を超えることができるのか？　それとも、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と｛謎エニグマ｝ペアが逃げきるか!?　お次は、フォンターナ公爵家の末娘、キュート・フォンターナと愛すべきピエロ、春日理刀の異色ペアでぇす！』




「キャァ─────────────だれか助けてぇ─────────────！」

　キュートの甲高い叫びで、演技が始まった。

　魔王にさらわれた姫を救うため、ピエロが走る。

　観客は、キュートの幻術に度肝を抜かれた様子だった。たくさんの人が、体を大きく仰のけ反ぞらせていた。

　理刀にはよくわからないが、真の【幻術使いマジシヤン】ならば、なんの媒体キツカケも必要とせず相手の五感を操作できるらしいのだが、キュートにはまだそれができない。だから魔王の画えを見せたりして、幻術へ引き込むための取っかかりをつくっているのだ。

　それでも、観客からは予想以上の反応が返ってきた。

　宙に撒まいたコップの水は、舞台上では大きな水の流れとなる。

　細かく砕いた発泡スチロールも、観客の目には横殴りの猛もう吹雪ふぶきに映っている。

　キュートが、不器用な手つきで次々と投げた紙のボールも、降り注ぐ巨岩に早変わりだ。

　観客の中には、悲鳴をあげる者もいた。巨岩のシーンでは、「危ないっ！」と叫ぶ人もいた。

　理り刀とピエロの滑こつ稽けいな動きに、キュート姫の愛らしい外見に、そしてストーリー仕立ての演技に、観客に交ざっていたお姉様方が大歓声を送ってくれた。もちろん、一般の観客たちにも大ウケである。

　演技が終わったときは、理刀もキュートも顔中に汗を浮かべていた。

　心地いい疲労とともに、舞台中央で観客席へ頭を下げる。深々と、感謝を込めて。

　拍手が降り注いできた。

　やることはすべてやった。

　そんな達成感に、ふたり微笑ほほえみ合った。





七章　ひとりじゃないから







　採点は……。

　リイザ、一〇点。毒どく舌ぜつ丸まる、一〇点。刃は哭な、一〇点。生徒たち、一九点。

　計、四九点。

　プリンセス＆ピエロペアが、一気にトップへ躍り出た。

　理刀は舞台上で、キュートの手首を取って高々と上げた。まるで、勝利したボクサーを称たたえるレフェリーのように。

　嵐あらしのような拍手の中、キュートが跳び上がって喜んでいる。笑顔に加え、揺れる銀髪とフワフワと膨らむドレスのスカートが、あまりにも可愛かわいらしい。観客の多くは、彼女のそんな愛らしさにノックアウトされたに違いない。

『出ましたぁ、四九点。満点には惜しくも届きませんでしたが、これは素晴らしい。特別審査員の身内びいきもおいしく頂きましたぁ、ごちそうさまでぇす』

　フィーの言葉に、観客席から笑いがもれた。だが、リイザや毒舌丸と違い、刃哭だけはだれに対しても、どんなに拙つたない演技をしたスターライトにも一〇点をつけていた。やさしい女性である。

　理刀は、キュートと手を握り合わせたまま、濡ぬらした床や散らばった発泡スチロールなどを片づけてくれる裏方の生徒たちにお礼を言って、舞台から退場した。

　舞台そでの暗室へ入るなり、スイートが迎えてくれた。

「お疲れ様でした」

　理り刀とへ微笑ほほえみを、そしてキュートへツンとした表情をむけたあと、理刀とキュートがつないだ手を断ち切るように、ふたりの間を通って舞台へ踏み出していく。

「あなた方に勝つためには、満点を出せばよろしいのでしょ？」

　肩越しに振りむいたスイートの笑みは、自信たっぷりだ。

『いよいよ最後の演技者となりましたぁ！　スターライトではありませんが、魔界からの特別参加者でぇす。先ほど演技したキュート・フォンターナの姉、スイート・フォンターナの演技をご覧下さぁい』




　キュートは、スイートの演技に目を奪われていた。

　舞台そでの暗室で、理刀、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、そして他ほか数人のスターライトたちと最終演技者の舞台を観みているのだが……。

　頭抜けている。

　みんな、無言。

　レベルが違う。

　スイートはつい先ほど、右手に高さ二〇センチほどの火炎を浮かべながら、左手に持った紙コップから水をこぼし、それが床へ落ちる前に凍らせてしまった。その間、紫色の三つ編みをずっと風で揺らし続けながら。

　熱することと冷やすことを同時に行い、しかも風まで操ってみせたのだ。

　術式構築の正確さと繊細さ、異なる魔力系統を巧みに融合させたハイセンスな演技である。同世代の魔族で、これだけのことができる者をキュートは他に知らない。

「かなりの集中力だな」と黒媛。

「……春夏秋冬、引っ張りだこね」と巴。

「体の中、どうなってんだ？」

「いや、問題は頭の中だろ？」

「やっぱ魔族は、持って生まれたモンが違うよな。アレはマネできねぇよ」

「能力値、どれくらいなのかしら？　そもそも、複数の系統を操る能力って、能力計ではかれるの？」

「ボクたち人間には手が届かない次元だよね、悔しいけどさ」

　スターライトたちも、スイートの演技に驚きを隠しきれないようだ。

　炎を握り潰つぶし、つかまえていた風を逃がし、凍らせた水をたちどころに蒸発させ、しかも紙コップを燃やして塵ちりにしてしまうという離れ業をやってみせたあと、スイートは涼しい顔のままかぶった帽子の中から一枚のハンカチを取り出した。

　彼女がひろげたハンカチに、丸い円と複雑な文字が見て取れる。召喚用の簡易魔法陣だ。ポケットサイズだから、魔界からの召喚はできない。せいぜい事前に入れておいた道具の出し入れ程度である。

　スイートがそこから取り出したのは、照明の光をてらてらと反射する、鋭利な刀身を持つ五本の半月刀だった。

　半月刀が、フワフワとスイートの周りに浮いている。物体操作能力も素晴らしい。

　キュートはせいぜい、テーブルに立てたタバコの箱を数秒かけてようやくパタンと倒せる程度だというのに……。

　スイートが、勢いよく右手をあげた。

　それと同時に、五本の半月刀が観客席へ飛んでいく。

　前列のほうに座っていた観客が、悲鳴をあげた。が、半月刀は観客の頭上や通路を飛び回り、だれも傷つけることはなかった。

　それでも、我が身の近くを高速で刃物が通過すれば、だれだって怖い。そこには、幻術とは違うリアルな危険が確かに息づいているのだから。

　操作術によほどの自信がないと、まず無理なことである。

　最後は、スイートが持つ簡易魔法陣へ、五本の半月刀が次々と飛び込んでいき、そこで彼女の演技は幕となった。

　スイートが一礼すると、アッと気づいたように観客からパラパラと拍手がもれる。すぐに大きなものとなるが、そこに感動や興奮は見られない。

　騒いでいるのは、お姉様たちくらいのものである。

　スイートの演技、その本質を理解している一般の観客が、果たして何人いるだろう。

　暗室中でも打ち鳴らされている拍手につられ、キュートもパチパチと胸の前で手を叩たたく。

　採点は……。




　リイザ、一〇点。毒どく舌ぜつ丸まる、一〇点。刃は哭な、九点。生徒たち、一七点。

　計、四六点。

　プリンセス＆ピエロペアに三点及ばず。

　この瞬間、キュートたちの優勝が決定した。

　なのに……、嬉うれしくない。

　理り刀とも、曖あい昧まいな表情のまま舞台上のスイートを見つめている。嬉しいのか、悲しいのか、満足なのか、残念なのか、よくわからない。

「噓うそだろ？」

「満点でもおかしくないぜ」

「素人にゃ、ちょっと高度な演技だったけど、でもなぁ、どこ見て点数出してんだよ」

　スターライトたちから、不満の声があがる。

　舞台上で、スイートが凍りついたように立ち尽くしている。え？　なぜ？　どうして？　そんな疑問や処理困難な状況に対し、逃げ場を失った小動物のように身を縮め、震えているようにも見えた。

　生徒の一七という点数は……、理解できなかった者もいるだろうから、納得はできる。素人目には、それほどインパクトのある演技ではなかったのだろう。刃物を飛ばしたため、気分を害した人がいるのかもしれない。

　気になるのは……。

　刃は哭ながつけた九点である。

　彼女がきょう初めて出した一〇点以外の点数が、なぜ最高の演技をしたスイートに？

　そんなキュートの疑問を、フィーがあっさりとたずねてくれた。

『刃哭さん、もしかしてきょう初めて一〇点じゃない点数をつけました？　で、その理由は？』

　むけられたマイクに、刃哭が淡々とこたえた。

「先ほどのペアと比べて一点低かった、というだけのことです」

　プリンセス＆ピエロペアの演技を高く評価してくれたことは、正直嬉うれしい。だが、スイートの演技の質は、それをはるかに超えていたはずだ。

　キュートは、キュッと唇を引き締めた。拳こぶしもギュッと握り締める。

　刃哭はおそらく、審査員としてでなく、母親としてスイートの点数をつけたのだ。娘にやさしく、そして本当の意味で厳しい彼女のことだから。

　なんだか、違うような気がした。

　これは、違う。

『発表会』は、真剣勝負。

　でも楽しまなきゃ意味がなくて……。

　自分と理り刀とは十分楽しんだ結果、実力以上の評価をもらって……。

　なのに、がんばったスイートは……。

　舞台上のスイートが、ようやく我に返ったように顔を引き締め、審査員席の刃哭へ目をむけた。

「なぜですの？　わたくしが、わたくしがキュートたちよりも、下、なんて……」

　ようやく声を絞り出している、といった様子である。

　そんな娘に、刃哭はやさしい微笑ほほえみをむけた。

「高みを目指す者は、絶えず試練とむき合っていなければなりません。実力が固まらないまま高い評価を受け続ければ、いずれ己を見失ってしまいますよ」

　スイートが、カタカタと震えている。

　薄い肩を、握り締めた拳を、小さな膝ひざを、カタカタ、カタカタと震わせている。

　いまにも、床にくずおれてしまいそうだ。

「で、でも、わたくし……」

「がんばりなさい。あなたならできるわ」

「でも、でも、わたくしは、いつも……」

「………？」

「がんばりました。いつも、がんばっています。がんばったのに、いつもいつも、がんばってますのに……わたくしは、いったい、いつまでがんばり続ければ……」

　スイートの目から、ポロポロと涙がこぼれ始めた。

　気が強く自尊心の高い彼女が、観衆の面前で自分の弱さ涙を見せるなど、よほどのことである。

　直後……、

「！」

　スイートが両手で顔をつかみ、いきなりうずくまった。

「スイート！」

　キュートはとっさに、ドレスのスカートを翻して舞台へ駆け込んだ。理り刀ともついてくる。

　視界の端で、刃は哭なが席を立ち上がるのが見えた。リイザや毒どく舌ぜつ丸まるも。

　スイートに駆け寄ったキュートは、そのとき……。




　突き飛ばされた。

　キュートの背を追って走っていた理刀は、彼女を受けとめるようなかたちで足を踏ん張り、なんとかバランスをとる。

　理刀は、キュートを腕の中に抱きかかえたまま、スイートを見た。

　立ち上がった彼女は……。

　三日前のことを思い出す。

　スターライトたちとレゾン学院に泊まった夜、スイートはひとりこっそりと、泣きながら演技の練習をしていた。

　その直後だった。

　いまと同じように、彼女が苦しみだしたのは。

　目の前のスイートの眼球は紫一色に染まっており、白く透明な頰ほおには、紫のインクでペイントしたかのような幾何学模様が、うっすらと浮かび上がっている。目や表情には、知性の色が微み塵じんも感じられない。

「キュート、逃げなさい！」

　観客席から、リイザが叫んだ。

　彼女の声に惹ひかれるように、スイートがグルル、と獣のように低く唸うなりながら、舞台上から観客席へと身を躍らせた。

　だが……、バンッという重い衝突音を響かせたあと、再び舞台へ押し戻された。舞台縁から天井にかけ、透明な膜のようなものが波打っている。そのむこう側でリイザが片手を突き出していることから察するに、観客たちを守るため、彼女が防護壁をつくり出したのだろう。

「キュート、舞台上はすべて覆い尽くしたわ。右手のほうに穴をつくるから、そこから出なさい。早く！」

「スイートをこのままにしておけないわ！」

　リイザの言葉に耳を貸そうとせず、キュートがスイートへむかって走り出した。だが、スカートをズルズルと引きずっているため、もともと遅い足がさらに鈍足になっている。

　理り刀とも走った。

『さあ、よくわからないまま、スターライトたちのバトルが始まりましたぁ。採点に対する不満を爆発させたスイートが、いままさに優勝者であるキュートと大激突だぁ』

　フィーが、実況アナウンスに入った。

　なにを吞のん気きな……、と思いはするものの、観客に対しては、そのほうがいいのかもしれない。スイートのためにも。

　スイートが、素早い動きでキュートの接近から距離をとり、再び防護膜を殴り始める。だが、波紋がひろがるだけで破れない。

　理刀は、リイザがつくり出した防護膜に触れないよう気をつけながら、スイートに飛びかかった。が、彼女の動きは予想以上に速く、なかなか捕まえることができない。

　ガアアアァァァァァァァァァァッ！

　スイートが吼ほえた。とても彼女とは思えない、低く太く、野生の獣も縮みあがるような鋭さである。

『気合い十分の雄叫おたけびだぁ！　おおっと、ここで乱入者かっ!?』

「彼女を捕まえればいいのか？」

　舞台に駆け込んできたのは、黒くろ媛ひめだった。背には巴ともえの姿もある。

「頼むっ！」

　まずは、スイートの動きをとめなければ。それには、【時の統治者タイムルーラー】の時間停止能力が最も効果的だ。

　しかしながら、黒媛が取り出したコンパクトを構えたと同時に、スイートが口からなにかを吐き出した。その瞬間、手の中でコンパクトが砕け散ってしまう。

『おしいっ、スイートの電光が一歩早かったぁ、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝悔しそうっ！　媒体が粉々になっちゃいましたねぇ』

「響と動よもす煉れん獄ごく、病みつく奈な落らく、浄めの獄炎、汝なんじらの戒めを疾とく解とき崩さん。起たちて幽光ひかりに集え。永えい劫ごうの罰責に四肢を縛られし者たちよ、我とともにあれ」

　巴が十指につけているプラチナリングが、淡い輝きを放つ。

　舞台上に現れたのは、ボロボロの衣服を身にまとった五体の死霊たちだ。

『お次は｛謎エニグマ｝が参戦だぁ！』

「あの娘を捕らえなさい！」

　巴が、舞台隅で再び防護膜を殴り始めたスイートを指差した。

　ウロロロォォ、と死霊たちが紫色の目をしたスイートへ群れていく。が……。

　グルルルォォ、と体の小さなスイートも負けていない。

　自分に接近してくる者、害をなそうとする相手に対しては、過剰な反応を示すようだ。死霊たちが近づくなり、拳こぶしを固めて殴りかかっていった。

　彼女のちっちゃな拳からは、メラメラと炎が立ちのぼっている。ただの拳ではなさそうだ。その証拠に、顔面パンチを喰くらった死霊の一体が、瞬く間に燃えてしまった。

　息つく暇もなく、残り四体の死霊もファイヤーパンチの餌え食じきとなる。

『下級霊だけじゃ、スイートを捕まえることは難しそうですねぇ、かといってもっと強力なヤツを喚よんじゃうと、お互い怪け我がじゃすまなくなりそうですし……。難しいところです』

　あんな拳の前に、黒くろ媛ひめや巴ともえ、そしてキュートをさらすわけにはいかない。

　ここは、怖いけど……、自分が！

　理り刀とは意を決し、スイートに飛びかかった。

　だが、速い。

　素速すぎる。

　動きが速すぎて、触れることさえできなかった。

　それどころか、顔面と脇わき腹ばらに拳を叩たたき込こまれた。痛い。一五〇センチにも満たない女の子のパンチとは、到底思えない破壊力だ。一瞬、意識が飛んだほどである。

　自覚はないが、なんらかの魔法攻撃も喰らった。大量に。もし普通の人間だったら、どうなっていたのだろう？　黒媛や巴だったら？　キュートだったら？

　コンパクトが粉々に砕け散るような攻撃を喰らったら？

　死霊が燃え上がるような拳をもらったら？

　考えたくない。

　だから……、

　自分が捕まえる！




　いまのスイートに近づけば、フィーが言うように怪我だけじゃすまなくなることを、キュートは気づいていた。

　理刀が、完全な獣化を遂げる一歩手前のスイートを、懸命に追いかけている。

　捕まえるだけなら、たぶん簡単だ。リイザや他ほかのお姉様たちに頼めばいいのだから。

　しかしそれは、暴れる獣を敬意もなにもなく、力で押さえつけ鎖をかけることと同じ。フォンターナ公爵家の娘として、気高きスイート・フォンターナとして、自分の足で舞台を下りてもらいたい。

　キュートには、そんな想おもいがある。

　獣化の予兆である紫眼となり、顔の表面に獣紋を浮かべたスイートを見て、彼女の苦しみを思い知らされた。

　魔族と獣人のクオーターであるスイートは通常、獣人の血と攻撃本能を魔族の血と精神力で抑え込んでいる。努力すれば、それを無意識下でできるようになる、と幼い頃ころに刃は哭なから聞いたことがある。

　だからスイートには、いつも努力が必要なのだ、とも。

　生まれた日が同じで、生まれた時間もほとんど変わらないキュートとスイートだったから、幼い頃ころはよくいっしょに行動していた。ケンカばかりしていた、と言い換えてもいい。

　いつも思っていた。

　どうして、努力ばかりしているんだろう？

　どうして、あんなにがんばるんだろう？

　どうして、刃は哭なは娘にばかり厳しいのだろう？

　それでも、ママドラのスイートがずっと羨うらやましかったのだが……。

　スイートの変化はまだ、表面的な段階でとまっている。目を凝らせば、体の周りに薄い魔力波ウエーブがもれ出ているのが見えるが、これが本格的にあふれ出す前なら、まだ元に戻すことが可能だ。

　完全な獣化というものは、理性を捨て、全身が毛に覆われ、骨格が変形し、見るも醜い獣へと姿を変えるということである。筋力は数十倍に跳ね上がり、視界に入ってくる者すべてに、鋭い爪つめと牙きばを突き立てようとするはずだ。

　そうなってしまえば、元の彼女へ戻すまでに数ヶ月、ヘタをすると数年の歳月が必要になるだろう。

　スイートがまた、理り刀とに数発の細かな魔法をぶつけた。拳げん骨こつでポカポカ叩たたいたりもしている。加えて、狂ったように障壁へも魔法を放ちまくるから、キュートたちでは危なくてとても近づけない。

　獣化を遂げる前に、なんとしてでも元に戻さなければならない。

　でも、どうやって？

　魔法的な変化ではないから、理刀の『混沌とした実在カオテイツク・リアル』で獣化を消し去ることはできないはずだ。

　スイートを元に戻す方法は？

　なんとなく、知っているような気がした。

　幼い頃、スイートは手を握ってやるといつも、表情を和らげたから。ケンカをしたあとでも、手を握ると仲直りできた。

　そばにいるよ。

　あなたのそばにいるよ。

　ずっとあなたのそばにいるよ。

　言葉ではなく態度で示してあげれば、彼女はいつも、やさしい瞳ひとみと安心したような微笑ほほえみを返してくれた。

　スイートの精神はいま、疲弊している。

　疲れた心では、獣人の血を抑えることができない。

　がんばってがんばってがんばって、認められたくて、がんばって、報われなくて、またがんばってがんばってがんばって……。それでもダメだったとき……。

　キュートは、人間界へくる前の自分を思い出した。

　がんばってもダメだったから、幻う術そで自分を飾っていた。自分の小さな器を、少しでも大きくみせようと必死だった。

　だって、自分に自信がなかったから。

　できそこない……、そんな言葉が怖かったから。

　周囲に、少しでも自分を認めて欲しかったから。

　スイートと自分は似ている。いちばん近い姉妹だから。どこかが欠けているから。

　欠けたところを補うために、自分は幻術に頼った。スイートは、努力して己の魔力を磨き続けた。

　でも、努力が報われないときもある。

　そんなときは……。

　クオーターであるスイートの獣化現象先祖返りは、一種の防衛本能だ。

　自分の心を壊さないため。

　心の避難場所なのだ。

　理り刀とが、いまだスイートを捕まえきれないでいる。黒くろ媛ひめと巴ともえは、危ないため手が出せず、キュートといっしょに舞台の隅で状況を見守っていることしかできない。

　暴れているスイートが、大声で泣いているように見えた。

　助けて、助けて、助けて、助けて、助けて、助けて、だれか助けて。

　そう叫んでいるようにも見える。

　自らの心を抑えきれず、苦しさを我慢できず、自分自身に腹を立て、悔しくて、情けなくて、そんな気持ちをどこにもぶつけることができなくて。

　スイートは、獣化という安全な巣穴へ逃げ込もうとしているのだ。

　キュートは、拳こぶしを握り締めた。自分が人間界へやってきた理由は、一〇〇年前の契約により、百もも香かの魂を魔界へ持ち帰ることだった。友人の魂を奪うという重苦に心が折れそうになったとき、支えてくれたのは理刀だった。黒媛や巴もいた。みんながいてくれたから、いまがあるのだ。

　でも、スイートには？

　彼女はいったい、だれに支えてもらえばいいのだろう？

　悲しいときや苦しいとき、がんばってもダメで落ち込んでいるとき、いったいだれに助けてもらえばいいのだろう？

　ふと目をむけると、防護膜の外に刃は哭なの姿が見えた。胸の前で手を組み合わせ、祈るような顔でスイートを見つめている。彼女のあんなにも硬い表情を目にするのは、きょうこの瞬間が初めてだ。

　キュートは、刃哭のため、そしてスイート自身のため、なんとか彼女を助けてやりたいと、舞台の中央へゆっくりと歩み出た。

「おい、キュート」

「……キュート？」

　黒くろ媛ひめと巴ともえの声には振りむかず、スイートへそろそろと歩み寄っていく。

　スイートはまだ、微かすかに意識を残しているに違いない。でなければ、もうとっくに獣化しているはずだし、もっと狂ったように暴れ回っていてもおかしくない。

　たぶん……、彼女はまだ、舞台の上に心を残している。

『キュート、あんまり近づいたら危ないわよ、もう少し離れなさい。スイートのことは混こん沌とん坊やに任せて、ね』

　フィーが、アナウンスを忘れてマイクで呼びかけてくる。

「いまのスイートにはなにを言っても届かないのよ。キュート、いい子だから、それ以上は前に出ないで」

　リイザも、舞台縁へ近づいてくる。

　刃は哭なだけが、ちょんとつつけば泣き出してしまいそうな顔で、愛まな娘むすめを、そしてキュートをその目にしっかりと捉とらえている。

　キュートは、覚悟を決めた。

　自分は、フォンターナ公爵家で六六七番目に誕生した娘、そしてスイートのひとつ下の妹である。

　六六六番目の姉にいちばん近しい姉妹は、自分なのだ。

　自尊心が高く、嫌味ったらしくて、ツンツンしてばかりいるけど、本当はとても寂しがり屋なスイートを、キュートは真まっ直すぐに見つめた。

「スイート、あたしはあんたのそばにいるよ。ほら、ここにいるよ！」

　大きな声で叫んだ。

　次の瞬間、大きく後ろに跳び、理り刀との腕から距離をとったスイートが……、

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァッッッッッッ！

　鼓膜だけでなく、臓ぞう腑ふさえも震わせるような咆ほう吼こうをあげた。

　咆ほう雷らいのようなその叫びに、舞台上がビリビリと震えた。観客席も。

　講堂すべてが震え上がった。

　キュートも思わず、身をすくめてしまった。

「衰病おとろえの鬼、熱悩くるしみの邪、厄災わざわいの狗いぬ、汝なんじらを因果歴然の理ことわりから掬すくい上げん。起たちて幽光ひかりに集え。妬忌ねたみの狭間はざまに漂いし墓碑なき者たちよ、疾とく馳はせきたれっ！」

　巴の呪じゆ文もんにこたえ、三体の死霊が現れた。三体とも、先ほど召喚したものよりひと回り以上体が大きい。

「我が友の盾となれっ！」

　巴の鋭い声に、三体の死霊がキュートにむかって動き出す。が……。

　あっ……、と思ったときにはもう、鋭い牙きばを覗のぞかせたスイートの口に、魔力の渦紋が発生していた。彼女はいま、自分をにらみつけている。

　標的にされた。

　魔法攻撃が……、くるっ！

「キュート！」

　だれかの叫び声が聞こえた。

　黒くろ媛ひめ？　巴ともえ？　リイザ？　刃は哭な？　それとも……。

　盾になってくれるはずの死霊たちは、間に合わない。

　閃せん光こうに、視界の中心を突き破られ……。




　スイートが、キュートにむかってなにかを溜ためた。

　狙ねらってる!?　攻撃？　魔法で？　キュートが怪け我がを……。

　とめなきゃ！

　刹せつ那なの危機感に、理り刀とは横っ飛びに跳んだ。

「キュート！」

　スイートとキュートの距離は、およそ五メートル。彼女たちの間へ、両手をひろげてダイブする。

　スイートが、口から閃光を放った。

　光の矢が、理刀の胸に吸い込まれ……。

「理刀っ！」

　キュートの叫びが聞こえたのとほぼ同時に、周囲の空間が爆はぜた。

　混沌爆弾カオテイツク・ボムの発動で、そばにいたキュートが吹き飛ばされた。

　巴の死霊たちが、一瞬で消し飛んだ。

　リイザの防護壁も、紙くずのように搔かき消えた。

　混沌爆弾発動のキッカケをつくったスイートも、爆風に帽子をむしり取られ、舞台の隅まで吹き飛んだ。

　床に肩から落ちた理刀は、その痛みを完全無視して、一回転して立ち上がり、スイートにむかって走った。

　その勢いのまま、起き上がろうとしていた彼女に飛びかかり、小さくて、華きや奢しやで、やわらかい体をきつく抱き締める。

「スイート、大丈夫だから、もう大丈夫だから！」

　なにが大丈夫なのか、叫んでいる自分にもよくわからない。だが、ずっと彼女が泣いているような気がして、苦しんでいるような気がして、助けを求めているような気がして、その言葉を伝えずにはいられなかった。

　ガアアアァァァッ！

　腕の中で、スイートが暴れた。

　それでも理刀は、激しく揺れるクマ耳を自分に引き寄せた。

　スイートの爪つめが、ギリギリと理刀の腕に食い込んでくる。皮膚が裂け、血が滲にじみ始めた。それでも、腕の力をゆるめない。

「スイート！」

　横から飛びついてきたのは、キュートだった。彼女が、スイートの手を握り締めた。

「スイート、あたしよ、キュートよ！　聞こえる!?　ほら、ここにいるから、もう大丈夫だから！」

　キュートも、理り刀とと同じ言葉を口にする。

　大丈夫。

　キミのそばにいるから。

　いっしょにいるから。

　大丈夫。

　ひとりじゃないから。

　みんないるから。

　爪つめを立てられても、血が滲にじんでも、理刀はスイートを抱き締める腕から決して力を抜かなかった。

　やがて、理刀とキュートの声に、スイートが暴れるのをやめた。

　肌に押しつけられていた爪の力も、徐々に弱くなっていく。

　虚うつろに濁っていた紫色の目が、次第に薄くなってゆき、空色の瞳ひとみが戻ってくる。

　顔に浮かんでいた幾何学模様も、ゆっくりと溶け崩れるように消えていく。

　そして……、












「理り刀と？」

　スイートが、パチパチと数回まばたきをしたあと、理刀の目を見上げてきた。

　元に戻ったようだ。

　理刀は立ち上がり、すぐにスイートとキュートの手を引いて、彼女たちが立つのを手伝った。

　その間もずっと、スイートは理刀から視線を外そうとしない。キラキラの瞳ひとみで、ジーッと見つめ続けている。

「ちょっと、スイート？」

　キュートが眉まゆ根ねを寄せた直後、

「ああっ理刀、あなたがわたくしを助けてくださったのですね？　心より感謝します」

　背伸びをしたスイートが、理刀の首に両腕を回し、ギュ───ッと抱きついてきた。

　スポットライトの下で。

　観衆の前で。

　お姉様方も見ているのに。

　おおおっ、と観客席から驚きの声があがる。

　ハチミツのような香りと、ぽにゃ～んとした弾力が……、あまりに気持ちよくて……、理刀はとっさに反応ができない。

　こんな場合、押し戻せばいいのか、それとも、抱き締めてあげればいいのだろうか？

　ピコピコと動くクマ耳を眺めながら、理刀は迷った。

「きゅーっ！　ちょ、ちょっとあんた、頭茹ゆだってんじゃないの!?」

　キュートが、スイートの肩を突き押した。が、彼女は理刀に巻きつけた腕を解ほどこうとはせず、しがみついたまま離れようとしない。

「ちょっとぉー！」

　キュートの叫びに呼応するかのように、舞台の幕が引かれた。

　振り返って見ると、舞台そでで黒くろ媛ひめが滑車の紐ひもを引いている。

『やっぱりハッピーエンドがいちばんですねぇ』

　フィーのひと言で、会場に拍手がひろがった。意外にも大きなものである。

　観客は、スイートと理刀たちのゴタゴタはすべて、演技の一部だと思ってくれたようだ。




　表彰式も終わり、講堂の照明が点ついて《星影祭》が閉会となるやいなや、お姉様方が舞台上へ群がってきた。

「キュート、おめでとう！」

「やっぱりわたしたちの妹ね」

「スイートも凄すごかったわ。言うなれば、陰の優勝者ね」

「スイートもキュートも、こっちへいらっしゃい。祝福のハグを……」

「ちょっと、最初にぎゅってするのはわたしよ！」

「いいえ、わたしが……」

　お姉様方が、互いに牽けん制せいし合いながらキュートとスイートを取り囲む。と、

「みんな、あまり騒がないの。ここは人間界なのよ」

　後ろのほうから、透き通ったリイザの声が聞こえてきた。当然、お姉様方が道を開く。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝には、だれも逆らおうとしない。

　お姉様方の後ろから歩み出てきたリイザが、優雅に両手をひろげ、

「ふたりとも、いい演技だったわ」

　キュートとスイートを、ふたりまとめて抱き寄せた。

「あっ、ずるい」

「リイザ姉様ったら、いいとこ取りばっかり」

「いっつもそうよねぇ」

　チラッとリイザが視線を動かしただけで、お姉様方が文句を吞のみ込こみ、素早く視線をそらす。やはり｛静謐なる禍｝は、一目も二目も置かれているようだ。

　理り刀とは、なるべく彼女の視界内で動かないよう、そして、余計な関心を惹ひかないよう、直立不動で身を硬くした。

　そばに黒くろ媛ひめや巴ともえもいてくれるから、ちょっと心強い。彼女たちは、リイザの美しさに目を奪われている様子だ。

　他ほかのスターライトたちも同じように、ポーッと顔を赤くしてリイザを見ている。三女だけでなく、フォンターナのお姉様方は全員、魂を奪い取られそうなほど美しい方々ばかりだから、無理がないのかもしれない。

「リイザお姉様、あたしもう子供じゃないんだからね！」

「………」

　頰ほおを膨らませたキュートが、リイザの豊かな胸を押し、彼女の抱擁から強引に脱出した。

　一方、スイートはそのまま動かない。抵抗できないのか、顔を胸に埋うずめている感触が好きなのか。

「とにかく、ふたりとも素晴らしかったわ」

　リイザが、キュートの反応に少しばかり寂しげな笑みを浮かべながら、スイートを腕から解放した。

「ありがとうございます、リイザお姉様」

　スイートが、丁寧に頭を下げた。だがキュートは、腰に両手を当てたまま動かない。

　不意に、リイザが理刀へ目をむけた。それどころか、ドレスの裾すそを上品に引きずりながら歩み寄ってきたではないか。

　そばにいる黒媛と巴は、息を吞のむばかりで理刀を守ってくれようとはしない。当然なのだが……。

　リイザが、理刀の目の前で立ちどまった。

　な、なんだ？　気に障ることをしたのか？　キュートとペアを組んだから、ムカついたのか？　もしかしてピエロ嫌い？

　自分より頭半分ほど背の高い｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝を前に、理り刀とはとにかく頭を下げた。

「こ、こ、このたびはぁ、ご来場頂きまして……」

　自分でも、なにを言っているのかわらない。

　だれか助けてぇ～。

「混こん沌とんを手て懐なずけた少年、あなたに感謝します。妹たちを助けてくれた恩は、終生この胸に刻み続けましょう」

　終生って、そんな大おお袈げ裟さな……、え？

　緊張した頭では、一瞬、津波のように押し寄せてきた情報を処理できなくなった。

　かたちのいいリイザの唇が近づいてきて……、それから……、頰ほおに押しつけられて……、キス？　彼女の唇はとてもやわらかくて、熱くて、その部分だけ溶けてしまいそうで……。

「あなたの頭上に穏やかな守星が末始終とどまらんことを」

　リイザが、微笑ほほえみを残して体を離す。

　驚きは、そこで終わらなかった。

　周囲で見ていたお姉様方も、次々と理刀の首や頰や鼻や耳やまぶたや額ひたいに唇を押しつけてきたではないか。

「今度いっしょに食事でもしましょうね」

「ピエロの演技、可愛かわいかったわよ」

「本当に、ありがとう」

「キュートに惚ほれちゃダメだぞぉ」

「妹たちをよろしくねぇ～」

　次々と、お姉様方が入れ替わり立ち替わり、チュ、チュ、チュ、チュ、チュ、チュ～、チュ、きりがないというか、こちらの精神力が保もたないというか……。

「きゅ───っ！　もうっ、全員でやってたら日が暮れるでしょ！」

「そ、そうですわ、いくらお姉様たちでも、それ以上は……」

　キュートとスイートが、肩を並べて理刀の前で両手をひろげた。

　それを受け、リイザがパンパンと手を叩たたいた。

「みんな、もう帰るわよ」

　え、とお姉様方から不満の声があがるが、｛静謐なる禍｝の軽いにらみの前に、全員が渋々といった様子で姿を消した。

「それじゃ……キュート、いいお友達を持ったわね」

　お友達、という言葉を微妙に強調しながら、リイザも姿を消した。

　三女の言葉に、キュートが一瞬だけ真顔になった。

　彼女の瞳ひとみに、微かすかな戸惑いが見えたような……、気のせいだろうか？

　だがそれよりも、と理刀は舞台の隅にひとりだけ残った人影に目をむけた。

　刃は哭なである。

　きのうまでと同じやさしい微笑ほほえみの中に、どこか寂しげな色を滲にじませている。

　スイートが、彼女に駆け寄っていく。

　キュートが、黒くろ媛ひめと巴ともえが、スターライトたちが、舞台そでに隠れるようにして立つ毒どく舌ぜつ丸まるが、母娘おやこに視線を集めた。

　理り刀とも、彼女たちの会話に耳を傾ける。

「お母様、これを……」

　スイートが、いままでずっとつけていた巻き貝を外し、刃は哭なに手渡した。

　無言で巻き貝を受け取った刃哭が、静かに手の中のそれを見下ろしている。

「わたくし、これからもっともっといろんなことを学んでいきたいと思います。だから、お母様ばかりに頼らず、自分のこの目で見て、耳で聞いて、頭で理解して、少しずつ、積み重ねていきますわ」

　刃哭が、複雑な表情を浮かべた。

　だがすぐに、

「無理をしてはいけませんよ」

　腕の中に、そっと、やさしく、愛いとおしくて堪たまらないといった様子で、娘を抱き締めた。

　しばらくそうしていたあと、刃哭の姿が搔かき消えた。お姉様方と同じく、彼女も帰ったのだ。

　母娘のやり取りを黙って見ていたキュートが、すぐさま口を開いた。

「あんたは、いつまで人間界こつちにいるつもりなの？」

「当分いるつもりですけど」

　スイートのこたえに、キュートの眉まゆが跳ね上がった。

「は？　なに言ってんの？　さっさと魔界あつちに帰りなさいよ」

　そんな妹の言葉を無視して、スイートが理刀に歩み寄ってくる。

「理刀と同じマンションの二階に住むつもりですの。少々手狭ですけど、ひとりで住むには十分ですから。毒舌丸もいてくれますし」

　手狭って……、ファミリー用なんだけどな、あのマンション。って、同じマンションに住む!?　いまそう仰おつしやいました？

「か、勝手に決めてんじゃないわよ！　あんた、当分って、いったいなに企たくらんでんの？」

　スイートに詰め寄ったキュートが、その胸をつんつんと指先でつついた。

　それに対し、妹よりも二センチだけ大きな胸を反らし、スイートが言った。

「なにも企んでなどいませんわ。わたくしはただ、専門学校へ入学するだけです」

「「専門学校？」」

　理刀とキュートの声が揃そろった。

　周りで聞いていた黒媛や巴たちも、互いに顔を見合わせている。

　魔族が、どんな専門学校に？

　そのとき、

「その件は、わたしの口から説明いたします」

　と、舞台中央へ歩み出てきたのは、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　この場にいる全員の目が、彼女へ集まる。

「レゾン学院の夏休み明け、九月一日から本学院の姉妹校として、『アンダーレゾン学院』という魔界資本の専門学校が開校いたします。建設場所は、まだお教えできないのですが……」

「「「えっ!?」」」」」

　数人が、同時に驚きの声をあげる。

『アンダーレゾン学院』？　魔界資本の専門学校？　いつの間に？

「秘密裏に建設を進めておりましたので、みなさんは初耳のことと思いますが、先日、無事工事が終了いたしました。九月一日の開校を目指しまして、現在、ソフト面や細部の調整を鋭意進行中です」

「き、聞いてないわよ！」

「なにぶん秘密裏に、とのことでしたので……。申し訳ございません」

　唇を尖とがらせたキュートに、毒舌丸が浅く頭を下げた。

「ということですので、よろしくお願いします」

　スイートが、理り刀とにツツツッと身を寄せてくる。

「きゅーっ！　だれもあのマンションに住んでいいなんて言ってないでしょ！」

「あら、あの建物はフォンターナの所有物件になったのでしょ？　わたくしは、フォンターナの血族ですけど？」

「く、九月までまだ一ヶ月以上もあるじゃない。もっといいとこ探しなさいよ」

「あの狭苦しさが気に入りましたの。わたくし、意外と庶民派ですし」

「お、お風ふ呂ろもトイレもすっっっごく狭いのよ。あんた、それでもいいの？」

「幸か不幸か、わたくし小柄ですから、狭くても平気ですわ」

「ヘボな三つ編みのくせに……ああ言えばこう言って……」

「あら、色気のないツインテール胸ナシ娘が、なにか仰おつしやいました？」

「あ、あんたと変わらないでしょ！」

「二センチ、という数字をお忘れなく」

「きゅ─────っ！」

　ふたりの口くち喧げん嘩かが、果てしなく続いていく。





エピローグ







　──《星影祭》から一週間後の日曜日。

　管理人室の六畳間でちゃぶ台を囲み、理り刀とはキュートとスイートに、東洋圏の代表的な食器である、お箸はしの使い方をレクチャーしていた。

　彼女たちは互いに意識し合い、どんなに些さ細さいなことでもすぐに勝負を始める。

　いま現在、皿に盛った大豆をいかに早く正確に隣の皿へ移すことができるかを競い合っていた。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、壁際に座ったまま昼食後の緑茶をのんびりと飲んでいる。湯気に眼鏡めがねが曇っているが、気にしている様子はないようだ。

「ほら、もっと力を抜いて、親指は添えるだけでいいから」

　理刀の言葉にうなずきながら、キュートが真剣な顔で箸を動かし続けている。一方スイートは、まだまだ慣れない箸に悪戦苦闘の様子だ。

　開始三分。キュートはすでに、五つの大豆を移すことに成功している。

　だが、スイートはゼロ。まだ持ち上げることさえできていない。大豆は、不器用な箸先から逃げてばかり。

　日本の食器を使うことにかけては、キュートのほうが多少の経験を積んでいるから、この差は当然なのだが……。

「ふふん、どうやらあたしの勝ちのようね」

「くっ」

　キュートの唇に、余裕の笑みが浮かぶ。

　対して、スイートは苛いら立だちを隠せず、細い眉まゆをピクピクと痙けい攣れんさせている。クマ耳も、神経質そうにピクッ、ピクッと右をむいたり左をむいたり、落ち着きがない。

　と、スイートの皿の大豆が、わずかばかり浮かび上がった。それを箸先でちょんと押し、隣の皿にコロンと入れる。

「きゅ、いま魔法使ったでしょ!?　反則よ！」

　キュートが手を伸ばし、せっかくスイートが入れた大豆をもとの皿に戻してしまった。

「むっ！」

　スイートの目に鋭さが走った直後、キュートのツインテール、そのひと房が動き、彼女自身の顔をピシャンと叩たたいた。

「うぷっ……」

　スイートが、なんらかの魔法で動かしたのだろう。

　もちろん、それがわからないキュートではないから、間髪入れずに大豆を一粒つかみ、スイートへ投げつけた。

「キャッ！」

　理り刀とには視みえないが、幻術を使ったに違いない。スイートが、顔の前で両手をひろげて身を縮めた。

　そんな彼女の頭に、大豆がコツンと当たる。

「ふんだ、豆を怖がってんじゃないわよ」

「だれだって生首が飛んでくれば怖いにきまってますわ！　悪趣味ですわね！」

　シュールな幻術を視せたようだ。

「あんたがズルしたからよ」

　キュートとスイートの視線が、いつものようにバチバチとぶつかり合う。

　理刀は、そんな彼女たちに言葉をかけず、時計に目をむけた。勝負の制限時間は五分だ。

　キュートとスイートのケンカじやれあいにはもう慣れている。毒どく舌ぜつ丸まるも、まったく動く気配を見せない。

　その毒舌丸が、スッと立ち上がり、湯飲みを台所の流しへ置いたあと、ドアから出ていった。どこへいくのだろうか？

　キュートとスイートも、ドアへ目を投げている。

　すると、一分もしないうちに毒舌丸が段ボール箱を抱えて戻ってきた。縦横五〇センチはあるだろうか。

「スイートお嬢様にお届け物です」

　どうやら、宅配便の来訪が〝視え〟たため、自ら足を運んで取りにいっていたらしい。

「なんですの？」

「刃は哭な様からです」

「お母様から？」

　毒舌丸が床に置いた段ボール箱へ、スイートが歩み寄る。キュートも。

　もちろん、理刀も箱の伝票へ目を落とした。

　伝票は、ドラネコヤマトの宅配便だ。送り主の住所は知らない地名だが、送り先は確かにこのマンションである。

　スイートがガムテープを剝はがし、中のものを取り出した。ぶ厚い本である。何冊も入っているようだ。

「まあ、お母様ったら……こんなに」

「これ、魔導書？」

　キュートが、一冊をよいしょっと重そうに箱から取り出し、床に置いた。そして、パラパラとめくる。

　一週間前の《星影祭》のあと、キュートが毒舌丸にしつこく問いただし、『アンダーレゾン学院』のことを聞き出していた。

『アンダーレゾン学院』とはその名の通り、レゾン学院の地下に建設された専門学校だというから驚いた。

　スターライトたちが話していた怪談話は、あながち噓うそばかりではなかったことになる。

　そこには数個の学科がつくられており、スイートはそのひとつ『魔導書学科』へ入学が決まっているという。

　昔からずっと、魔導書に興味があったという彼女は、これからは好きなことのためにがんばってみる、と笑顔を浮かべていた。

　理り刀とは、キュートがめくっている魔導書のページを覗のぞき込こんだ。なんと書いてあるのか、サッパリわからない。

　急に、キュートがあるページで手をとめた。大判のしおりが挟んである。

　大きな表題がついているようだが、やはり文字の意味がわからない。

「きゅ……」

「もうっ、お母様ったら……」

　魔導書を横から覗き込んだスイートが、チラッと理刀へ視線を投げたあと、なぜか頰ほおを紅あかくした。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、無言でその様子を眺めている。

「きゅーっ！」

「あっ、なにをなさるのっ！」

　いきなり、キュートがページを破り取り、くしゃくしゃに丸めた。それどころか、それを奪い取ろうとするスイートに抵抗し、丸めたページを口の中へ押し込んだではないか。

　いったい、あのページは？

「はしたないですわねっ！　吐き出しなさい！」

「もがもがむぅ！　うみゅーっ！」

　キュートとスイートが、互いの髪を引っ張り始めた。

　いつもより、少しだけ過激なケンカだ。

　理刀は、お嬢様方の争いをとめようともしない毒舌丸に、そっとたずねた。

「あれ、なんのページなんですか？」

「わたしには、『恋を成就させる魔法』という文字が見えましたが」

「あ、そうなんですか……」

　なんだか気恥ずかしくなる。

　キュートがページを食べたのは、スイートがだれに対して魔法を使うのかわかっているから？　その相手が、もしかしたら自分かもしれないから？　妬やいてくれたのなら、なんだか嬉うれしいような恥ずかしいような……。

　ふとそこで、ここ数日、毒舌丸が『パソコン入門』を持っていないことに気づいた。

　管理人事務所にはまだ、デスクトップパソコンがでんと腰を据えている。

「パソコンは、もうマスターしたんですか？」

「いいえ、情報量の膨大さを前に、短期間で暗記することを放棄しました。こつこつと『ぶらいんどたっち』から学んでいきたいと思っています」

　毒舌丸の返答は、なんの気負いもないものだった。

「がんばって下さいね」

「はい」

　返事も、さらりとしたものである。

　どうせがんばるなら、好きなことがいいよな、そして、できることなら仲間といっしょに、と理り刀とは魔導書学科への入学を控えたスイートへ目をむけた。

　いま彼女は、キュートの口に指を入れ、唇を横にぐいぐいと引っ張っている。

　末すえっ娘こも負けじと、ひとつ上の姉の頰ほおをつねりあげている。

「い、いますぐ謝罪すれば、ゆ、許してあげても、いいですわよ！」

「むぐぅ、もごもがふむぅ！」

　キュートのほうは、なにを言っているのかわからない。

　ごつん、とキュートとスイートが額ひたいをぶつけ合い、グリグリと互いを押し始めた。

「もうこうなったら、あなたが、な、泣くまでやめませんわよ！」

「むむむぅ！　ふむぐぐぐぅ！　んんむぅ！」

　ふたりとも、気合い十分のようだ。

　理刀は毒どく舌ぜつ丸まると顔を見合わせ、肩をすくめた。

　こつこつと仲よくなっていけばいいけど……。

　でも、なんだか……。

　彼女たちのケンカがとても楽しそうに見えるのは、気のせいだろうか。












　ふと思った。

　ずっとこうやって、キュートやみんなと過ごせたら楽しいだろうなぁ、と。

　この先、ずっと……。

　これからも、ずっと……。

　キュートと、ずっと……。

　なぜか、頰ほおが熱くなる理り刀とである。





あとがき







　人に助けてもらってばかりです。




　先日、こんなことがありました。

　数ヶ月ぶりに会った知人の名前が、どうしても思い出せない。

　あちらは親しげに、

「よっ、ノジちゃん、おひさ。ちょっと聞いてよ、きのう、アンゴラに嚙かみつかれる夢見てさぁ、アンゴラって知ってる？　もこもこのバニーちゃん。バニーよバニー、バニーのお姉ちゃんなんか想像しちゃダメよ」

　なんて、初っぱなから無交流期間の空白など微み塵じんも感じさせない軽妙なトークをカマしてきます。

「名前、なんだっけ？」

　なんて失礼すぎて訊きけません。親しき？　仲にも礼儀あり、です。

　そんなとき、絶妙のタイミングでやってきた別の友人が、

「オッス○○っち、相変わらずエロい顔してんなお前」

　なんて、まるでボクの心裏を読み取ったかのように、アンゴラくんの名前を教えてくれたのです。

　その後、心おきなくバニー談話に花を咲かせることができたことは、言うまでもありません。

　また、こんなこともありました。

　コンビニでパンを選んでいるときのことです。

　優柔不断が服を着て歩いているようなボクですから、やっぱり迷っていました。

　チョコクリームパンにしようか、それともチョコピーナッツパンのほうに……。チョコは譲れません。決定です。しかし、その甘味王と絶妙なコンビを組めるヤツは、果たしてクリームとピーナッツのどちらなのか。

　甘さ（チョコ）と甘さ（クリーム）のハーモニーを楽しむか。甘さ（チョコ）と歯ごたえ（ピーナッツ）のバランスを堪たん能のうするか。

　悩みました。苦しみました。悶もだえました。

　だれかボクに救いの手を！　叫びそうにもなりました。

　彼女が現れたのは、そんなときです。

　ＯＬ風のスレンダーな女性が、まるで猛もう禽きん類るいのように、チョコクリームパンをボクの目の前からつかみ取っていったのです。颯さつ爽そうとロングの黒髪をなびかせながら。

　天啓！

　ボクも負けじと、同じパンを手にレジへむかいました。

　二択の苦しみから救ってくれてありがとう、セニョリータ。




　こんなボクですから、『きゅーきゅーキュート！』の二巻を書く際にも、たくさんの人に助けてもらいました。

　プロット段階から、Ｒ・Ｈくんという知人がガッツリと相談にのってくれましたし、その他ほか、多くの仲間たちからも、「もっとバトル入れたほうがよくねぇ？　銃器とかバンバン出してさ」「バニー出せ、バニー」「シャワーシーン増やせよ、一章に一回、入浴シーン組み込めよテメェ」「ごたくはいいから、お姉様方をガンガン出せ」「ＳＦにしろ」「ここで地底人だろ、フツー」などなど、心あたたまるアドバイスをもらいました。

　そしてなによりも、一巻に引き続き、キュート＆スイートを可愛かわいらしすぎるくらい可愛らしく描いて下さった武む藤とう此史くりひと先生。並びに、編集部の皆々様の助けがあったからこそ、こうしてストーリーを本（かたち）にすることができました。

　ボクを助けて下さったすべての方々＆この本を手に取って下さった皆様へ……、

「ありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします」


野の島じまけんじ











　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　現在の目標は、ご近所のスピッツ（凶悪）の頭を撫でること。

　　先日までの目標は、ご近所のスピッツ（凶暴）にお手をさせること。

　　これからの目標は、ご近所のスピッツ（最狂）に……。

　　とにかく、ボクを目にするたびに吠えかかってくるワンちゃんにメロメロです。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　茨城県水戸市出身眼鏡好き。動物好き。

　　近所にペットショップがあることを知り、行きたいと思いつつも一人で入ることの出来ない成人男子。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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